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【プロローグ】








（いよいよ明日になってしまった……っ）

　名な香かエンタープライズ、本社エントランスでのこと。

　同会社社長令嬢である名な倉ぐら梓あずさはにこやかに受付をこなしながらも焦っていた。

『入社して五年以内に会社の後継者となるような夫を見つける。さもなくば二七歳の誕生日に父が指定した男性と結婚する』という父・壮そう司じとした約束の期限まで二十四時間を切ったからだ。

　

　──梓の五歳の誕生日、父は娘に訊ねた。

『梓は大きくなったら、なにになりたい？』

『おとーさまみたいに、しゃちょうになるっ』

『そうか』

　父が珍しく破顔したので、梓も百万ドルの笑顔で応える──

　以来、壮司は度々梓に『ナゾナゾ』を出すようになった。

　小学校一年の遠足で、父がお弁当をリュックに詰めてくれていたときのこと。

『梓、大好きなウサギのりんごを三切れ入れておいた』

『わぁい、おとーさまだいすきー！』

　はしゃいだ娘に父はいきなり訊ねる。

『キャンディを三個くれる友達と、みかんを一個くれる友達から、大好きなウサギのりんごととりかえっこをしようと言われたら、おまえはどうする？』

『……ええと』

　りんごを全部自分で食べたい。でも、キャンディもみかんも魅力的だ。三つあるから二つあげても……。考えがまとまらないうちに、さらに質問された。

『そしたらもう一人がちょうだいと言ってきた。三人目の子は梓の大好きな友達だ、どうする？』

『みんなにあげることにする！』

　勢いよく答えた梓に父が言い聞かせた。

『よぉーく考えてごらん。梓の食べる分はどこにあるかな？』

　梓は指を折りながら数えた。

『……ない』

　ショックを受けた娘の顔を父がのぞきこむ。

『おまえなら、誰を優先して誰を我慢させる？』

　父の問いは難しくて梓には答えられなかった。

　……結局、父が言ったことが実際に起こり、梓は友達にりんごを全て分け与えた。

　三人の友達がりんごを食べるのを、もらったキャンディを舐めながら梓はなんとなく疎外された気持ちでながめた。

　帰宅してから父に遠足がどうだったか訊ねられ、りんごをあげたことを報告した。すると頭に手を置かれて言われた。

『人としては、梓の行為は美しい。だが、商売としては勝ったのかな？』

　梓は首をかしげるしかなかった。

　

　またあるときには。中学の夏休み、父に連れられて遊覧船に乗るときに質問された。

『梓。新しくて綺麗でスピードが早い小さな船と、荷物を沢山乗せられるけれど古くてスピードがあまり出ない大きな船。おまえなら、どちらを買うかな？』

　教科書だって洋服だって新しいほうが嬉しいから、『綺麗な船！』と答えたら父に瞳をのぞきこまれた。

『正解？』

『…………お、大きな船？』

　父の視線に自信が揺らぎ、答えを変えた。

『正解かな？』

　梓は父がどんな回答を欲しているのかわからず、言い淀んだ。

『小さな船は狭い航路を行くのに適している。早く着くだろうから、時間が優先されるときは正解だ』

　梓の顔が明るくなった。

『大きな船は沢山の荷物を一度に運ぶのに適している。目的により、正解は異なってくる。梓が小さい方を選んだ理由はなんだ？』

　答えられなかった。

　どちらが得か、どうすれば損益を減少させられるか。

　木の葉を見つつ、鳥瞰した視点を持ちうるには。

　仁を失わず、徳をもちつつ利益を向上させていくには。経営者としてどんな選択をすればよいか。

　父の問いはさまざまな意味を含んでいることに気づき、一生懸命考えて答えてきたが、眼鏡にかなう答えではなかったのは、なんとなく感じられた。

　

　月日が経ち、就職活動をする年齢になった頃、父に言い渡された。

「梓。残念ながら、おまえは名香エンタープライズのＣＥＯの器ではない」

　くるべきときが来てしまった。

　薄々、父が望んでいる社長像から自分はかけ離れているのだろうとは思っていた。

　宣告されるのを覚悟していたはずだが、実際に耳にすると、父に切り捨てられたような大きな衝撃がきた。

（仕方がない）

　父が忙しい合間を縫って帝王学を授けようとしてくれたのに、ついていけなかったのは自分だ。

　人には持って生まれた器があると思いつつ、悔しさといたたまれなさ、そして圧倒的な申し訳なさが心を占める。

　どうして父の子供なのに出来が悪いのか。

　梓は自問した。

　眉目秀麗で優秀な父からＤＮＡを受け継いでいるはずなのに、片鱗もない。亡くなった母も才色兼備だったそうだが、梓は両親のどちらにも似ていないらしい。

　親族達が「チェンジリング」「カッコウの托卵」と話しているのを聞いたことがある。

　意味を知ってからは梓の密かな悩みとなった。

　心に澱をかかえながら、背負っていた重荷や立場、身分などと決別すべく、父の会社とはまったく縁のない会社に就職を決めた。

（それなのに、まさか倒産するなんて……！）

　卒業旅行から帰ってきた梓を迎えたのは、彼女が働くはずだった会社が不渡りを出したという知らせだった。慌てて学生課に問い合わせしたが、いい返事を得られなかった。

　

　就職先を見つけられないまま、とうとう大学最後の春休みも終わり、明日が四月一日。

　日本ではほぼ一斉に入社式だとぼんやり考えながら父と晩ご飯を食べていると、唐突に言われた。

「梓。私はおまえが可愛い」

（そんな、仇をにらむような顔で言われても）

　なにを言い出すのだろうと、梓は父をみつめた。

「おまえの夫に会社を継いで欲しい」

　彼女は父の言葉をしばし噛みしめ、やがて思いきり低い声で応えた。

「……お父様？　私に恋人がいるとでも思っているの？」

　実は大学で初めて付き合った男性とは、就職活動を機に疎遠になっていた。

　卒業式、元恋人は別の女性と腕を組んで校門を出ていった。

　父は平然と言う。

「私の会社に入社して、未来の夫を探せばいい」

「コネ入社はしません！」

「勿論、娘だからとてひいきはしない。ＳＰＩ試験を受けてもらう」

「……ＳＰＩ試験？」

　落ちた何社かの試験に含まれていた気がする。

「そうだ。おまえは語学が堪能だし、マナーも完璧だ。受付に空きが出るから、うってつけだと考えている」

「……でも……。創業者一族の娘が入社って、外聞がよくないんじゃないの？」

　バレたら株主総会とやらで父がバッシングされないかが心配だ。

「よく考えてみろ。ハローワーク通いしたいのか？」

「う」

　まさに明日から職業安定所に行こうと考えていたところだ。うつむいた娘に父は噛んで含めるように言い聞かせる。

「私の会社は一部上場企業で、訪問客にはやはりキレ者が多い。そこで男を見る目を養うんだ」

　梓は考えこんだ。

　父が祖父から受け継いだ会社は離職率一パーセント以下を誇る、ホワイト企業だ。業績は右肩上がりで福利厚生もいい。男女平等な人事が行われている稀有な企業として、賞賛を浴びてもいる。

　だが、未来の社長夫人が受付にいていいものなのだろうか。結婚後は人目につかないデスクワークに異動にするとしても、その部署はいたたまれなくならないのだろうか。

（仮に現社長の娘で次期トップの妻という背景を気にしないでくれたとしても）

　父は夫人を同伴するようなパーティには秘書を帯同させているが、梓が結婚したら夫と共にパーティに参列するようになるだろう。……通常業務に支障を起すような気がするので、父は暗に結婚退職を迫っているように思える。

「……社長が娘に腰かけを勧めるってどうなの？」

「私の会社は産休・育休制度がしっかりしている。男性も取れるように制度を整備してある。結婚して退職するかは夫と決めるといい」

　聞けば聞く程、優良企業すぎる。

　後継者にはなれないと聞いてから、名香エンタープライズに関わらない仕事に就こうと考えていたので、家業はノーマークだった。

（いまさら試験受けても私、合格できるのかしら）

　娘の不安をよそに父は言葉を重ねる。

「期間は五年。おまえの誕生日までに私が納得する男を連れてくればよし。出来なければ、私が決めた人間と結婚させる」

「ちょっと待って！　小学生から女子校で、大学に入ったときには男性への接し方を忘れていたのに、簡単に恋人を見つけられるとお父様は思っているの？」

「だからこその猶予だ。その間に探すんだ」

「……でも。私が名倉でも、お母様の旧姓の香山でも、名乗ったらバレバレじゃない」

　高度成長期と呼ばれた頃、名香エンタープライズは名倉と香か山やまという二人の男性が立ち上げた。

　彼らの子供達が梓の両親である。ゆえに親の旧姓を使うという手段は使えない。

　大学を出たばかり、人を見抜くなんて自信がない。自分目当てなのか、会社目当てかわからない。

「おまえの祖母の旧姓を名乗ればいい」

「……仲なか？」

「ああ」

　創業者二人は親友同士で、同じ下宿に住んでいた。起業したとき、大家の娘達をそれぞれの妻に迎えた義兄弟でもあった。

　そのため社名は親友二人が自分達の苗字をかけあわせたと思われており、妻達の旧姓をもじったことまでは知られていない。

「それなら周囲にはわからないかもしれないけど」

　梓は父のアイディアに賛成した。

　恋人と別れたのは数週間前だが、今思えば彼に恋していたのは半年くらい前までだった。正直、いずれ恋はしたい。けれど、今ではない。まして、結婚など遠い未来に思える。

　しかし、父は考える時間を与えてくれなかった。

「再度、就職活動をするか」

　学生時代の友人に会うとき肩身が狭いので、出来れば避けたい。

「私の会社に勤めて五年という時間を有効に使うか」

　梓はうなずきかけ、一つの可能性を思いついた。

「……もし、私の好きな人がお父様に気に入られなかったら、名倉か香山の親戚と結婚しなくちゃいけないの？　だったら絶対にイヤ！」

　梓は語調激しく言いきった。

　幼い頃は、母を亡くした梓のためという名目で、父と母の妹を再婚させようとする香山の親戚が嫌いだった。

　長じてからは、本家筋の梓に対してライバル心があるらしく、祖父母を偲ぶ会で親戚達が『誰が梓を堕として名香を継ぐか』という賭けをしているのを聞いてしまった。

　香山側の従弟が大学に入った途端つきまとうようになり、父が弁護士を通じて警察に届け出、警告を出してもらった。

「いや。おまえが従兄弟達や親戚のなかで好きな男がいない限り、考えていない」

　梓はほっとした。

「名香エンタープライズは男子学生の就職希望先として人気が高い」

　一部上場、コンピュータサーバーの製造・売り込みの会社だから父の言葉には説得力がある。

「社員の男女比としては六対四くらいで、将来有望な人間を採用してきている。出会いは沢山あるはずだ」

　五年もあれば恋人が出来て、結婚話にまで進んでいるだろうと、梓は予測した。

　父は母を亡くしても再婚せず、出来るかぎり梓の傍にいてくれた。社長なのに授業参観も進路面談や学校行事にもかかさず来てくれた。

（一度くらい、出来損ないの私でも親孝行したい）

　父の与えてくれた愛情に報いたくて、梓は約束を交わした。

　翌日、中途採用試験とＳＰＩ試験を受けた。一週間後、採用通知が届いて梓の社会人生活が始まった。

　研修が終わり、実際に受付でＯＪＴをこなしていると社内の男性から名刺を渡された。正直、スーツを着た男性はそれだけで恰好よく見えて、相手がどんな人物なのか、よくわかっていなかった。終業後に二人で食べに行ったが、緊張で喋れなかった。

　その男性と次はなかったが、数週間後には受付に訪れた、別の男性からメモを渡された。喜びいさんで待ち合わせ場所に行ってみたが彼はいなかった。二時間ほど待ってみたが、結局来なかった。ショックではあったがその後も月に一回ペースで誘いがあったし、先輩の女性と二対二の食事会もあったので、舞い上がっていた。

　モテていたわけでない、信用されてもいなかったと思い知ったのは、二年目になり後輩が入ってきてからだ。

　今まで梓に対応されたがっていた訪問客や社内の男性達は後輩に集中し、重役クラスは先輩に用件をことづけた。

　落ち込んでいると、先輩が『ピンチはチャンス、内面の磨きどきよ』と教えてくれた。

　アドバイスを受けてからビジネスマナーの教室に通い、語学のブラッシュアップをはかった。

　同時に、訪問客の曖昧な指定でも希望の面会先を推し測れるよう、徹底的に社内組織を頭に叩き込みなおした。会社や部署がかかえている事業でわかる限りの業務内容も勉強した。また、社員を含めた人々が受付になにを求めているのかを考えるようになった。

　天気が崩れれば警備課に雨天用のマットや傘袋について連携をはかり、お客様に交通情報を伝える。

　……気づいたことがある。

　きちんとした身なりの訪問客は、エース級の社員との約束が多く、帰り際は見送られて有意義な商談だったと思わせる表情を浮かべている確率も高かった。

だからといって、一流ブランドで身を固めれば『きちんとした身なり』と言えるのか、と問われれば違う。

　あらを探す冷たい目、貶める言葉を吐き出す唇。立場の強い者には媚びる態度。どこか、さもしい表情を浮かべている人間は評判が悪い者が多かった。

　反対に吊るしのスーツであっても目に光があり、清潔に身を保ち、小物を丁寧に扱っている人物は、全員ではないものの年を追うごとにどんどん出世していく。

　優秀な社員達が大事にしていきたい人物、得難いと考えている人種がなんとなく見分けがつくようになった梓は、安い身なりで判断せず、誰に対しても親切な対応を崩さないよう心がけた。

『●●さんが仲さんに感謝していたよ』

　重役の一人に声をかけられた。

『靴が汚れてしまったことを気にしていたら、仲さんが警備室に連れて行ってくれて靴磨きセットを貸してくれたって。ああ、今度彼が上役を連れてくるんだが、仲さんが僕の秘書に引き継ぎしてくれるか』

　ぽつぽつと重役クラスが用を言いつけてくれるようになった三年目、梓は新人を指導する立場になり、先輩は秘書室へ異動し、後輩は結婚を機に退社していった。

　……受付を訪れるお客様のなかから好きになれる男を探す計画を完全にあきらめたのは、四年目に入ったときだ。

　数ヶ月ぶりに梓へ声をかけてきたのは社内の人間だった。

『いつもの受付嬢いないの？　なら君でもいいか。今晩、食事にいこうよ』

　受付のカウンターに肘をついて体を寄せてきた、男のギトギトした視線に、梓は嫌悪感からぞわりと鳥肌が立った。

（『顔を洗って出直してください』って、どう言えば丁寧かつビジネスライクになるかな）

　頭のなかで返す言葉を探していて反応が鈍くなった。そんな梓の態度を肯定と思ったのか、男が手を伸ばしてきた。

　無意識に男から一歩ひくと、完璧な受付嬢としての態度で言ってのけた。

『重役考査で七十七点以上取得されてからのお誘いをお待ちしております』

　咄嗟に名香エンタープライズにおける幹部候補生が重役と行う面談を持ち出してしまった。

　企業の取締役や監査役が保有するスキルや経験を一覧表にした、スキルマトリックスにも使用される八項目について十人の重役に審査される。梓が出したのは、減点は三点以下という厳しい条件なのだ。　

　男女の性差なく受けられるが通常は係長以上の社員が希望するものであり、それ以下の社員であると業績が三期続けてＡ評価、もしくは推薦が十名必要になる。

　出世の最短コースであり最難関コースでもある。

　早い人間は一年目で受け始めるが、梓自身は一度も受けたことがなかった。……経営者としての適正がないことをあらためて突きつけられるのが怖かったからだ。

　梓同様、男性も高評価はおろか受けようと考えたこともなかったのだろう。痛いところをつかれたようで彼の顔が醜く歪み、梓の前からそそくさと逃げだした。

　梓はほっとして、思わず笑みを浮かべた。……それが勝ち誇ったように見えたのかもしれない。

『お高く留まっている女』

『自分は平均点のくせに何様だよ』

　悪意のある言葉が聞こえてきた。

　ハッと周りを見れば、エントランスにいた男性達が異物のように梓を見ていた。

　二人のやりとりを見るともなく見ていた社員達は、エリート社員の陰で忸怩たる想いをかかえていた。

『おまえなど、お呼びではない』

　ハッキリ言われていた男に共感を、梓に敵愾心を抱いたのだ。

　秘書とならび高嶺の花の受付嬢といえど、たかが四年目の女に言われてしまえば彼らにとって面白いはずがない。

　梓は失敗を悟った。

　

　──受付で働いて五年。

　結婚をすることもなく受付嬢であり続ける梓は、周囲から笑われているのを知っている。

　一部社員からは『仲さん』ではなく『七ナナさん』とあざけりを込めて呼ばれているのも聞こえてくる。

『誰か七さんに戦力外通告してやれよ』

『いや、使い道あるって。彼女は名脇役、引き立て役だから。ウチの受付、玉の輿コースだって女子に大人気じゃん』

　受付は会社の顔だから、流行の髪型やメイクについて研究しているし、華美にならない程度に取り入れている。しかし、平凡な顔と控えめな態度のせいか、地味な女性というのが梓評だ。悔しいが、だからといってエントランスに飾られている花以上に派手である必要はないと自分に言い聞かせる。それに上層部や本当に仕事のできる人間から自分が評価されているのを、梓は知っている。

『迷惑客、海外からの顧客。彼らの希望を読み取り、最適な対応をするのが仲　梓女史だ』と。

　梓もプライドをもって仕事をしているし、何人もの受付嬢を育てあげてきた。丁寧な指導により秘書室入りした後輩も少なくはない。梓自身へも海外事業部や顧客相談室からは年に少なくとも一回、取締役クラスからは『ぜひ、私の統括している部へ』という打診は年に数回はある。

　梓自身も、もう受付ではなくていいのではないかと思い、所属している総務部との面談で毎年異動希望は出しているが、申請は通ったことはない。

　社長である父が梓を異動させないよう、人事部に厳命しているからだ。

　梓の偽名と社長との親子関係を知る、唯一の人物である人事部長は尤もらしく『後進の指導のため、仲さんは受付に必要な人材』と彼女自身や各部署へ断りを入れている。

　

　今日も訪問客が建物に入って受付を見るや否や、梓と同僚を値踏みした。ジャッジは一瞬だったようで、男性は同僚に歩み寄ると微笑みかけ、名前を名乗った。

　訪問客の彼にとって、梓は『ナシ』なのだ。慣れたとはいえ、傷つかない訳ではない。

　中身で勝負と自分を励ますが、年を重ねるごとにエレガントになっていく先輩の女性には、遠く及ばない。

　面会票を記入している男性は、書き終わったら当たり前のように同僚に用紙を戻した。彼の手を見ながら、梓は心のなかで採点した。　

（六十点）

　……辛口な評価をしたのはお互い様だったようだ。

　まずスーツのサイズが合ってない。上下揃いだから決して安くはないだろうが、先行投資としてもう少し良いスーツを仕立ててもよいのではと思う。

　床に置いた鞄もくたびれているし、腕時計のバンドは今にも擦り切れそうだ。

　ブランド品かそうでないのが問題なのではなく、いかに丁寧に手入れをされているかを梓はチェックしてしまう。

（爪が長いのもＮＧ）

　かつての恋人は肌を重ねるとき、伸びた爪で梓の肌に傷をつけた。

　手入れを怠っているのは、セックス中も無神経な男なのではないか、と警戒してしまう。

　伸ばした爪を道具のように使う職種もあるかもしれないし、恋人と相対するときは違うのかもしれないが、梓はトラウマがあって無理だ。

　辛辣なことを考えながらも梓は、にこにこと笑顔を崩さない。男性が記入している間に、すでに担当者には連絡済みだった。

　訪問客は仲介業者にあたる会社名を記載しているが、彼の目当ての部長は女性を蔑視する人種に対して厳しいことで有名だ。

　梓を無視する態度もそうだが、同僚に対しても横柄だ。そのくせ梓達二人を舐めるように盗み見ている。

　部下の女性が迎えに来たが、件の人物は部下への対応も含めて男性の一挙手一投足について注意するだろう。

　装いについても『スーツは男の戦闘服、小物はアイデンティティ』と宣言している部長に、男性がコテンパンにのされることは間違いない。

　梓は次の訪問客に集中した。

『諦めた』と自分に言い聞かせながら、訪問客に出会いを見つけたいと無意識のうちに祈っている。往生際が悪いと思いつつ、梓は食い入るようにエントランスを見つめた。

　予定されている訪問客で独身なのは今の男性で最後だったし、同僚が『今年度最大のキラ星が来ましたよ！　仲さんにも見せたかったー』と騒いでいた男性は見逃した。梓は、エントランスの外で転んだ高齢の女性を医務室に連れていったからだ。

　会えなかったのは、運命の人ではなかったからだと自分に言い聞かせる。

　……有名な曲のタイトル以外で〝運命〟という言葉を使ってしまうなど、我ながら乙女な発想だとは思う。

　出会って、恋に堕ちて生涯を共に歩もうと思うのは、通常の縁レベルではないはずだ。知り合った恋人が全員結婚に至るのであれば、とっくに結婚している。

（これから、これから！）

　自分を励ましながら訪問客をさばいていたが、これだという出会いは訪れない。

　午後六時。

　とうとう終業のチャイムがエントランスに流れたとき、梓は吹き抜けの天井を仰いだ。

（絶望的……）

　できることなら会社を休み、街を歩き回って恋人を探したかった。

　けれど真面目な性格が仕事を優先させた。仕方ない、あと数時間はある。父だとて零時になった途端、結婚するように迫ってこないだろう。






【運命の出会いはバーの片隅で】








　梓達、受付嬢のオフィスは秘書課の一画にある。

　受付簿の確認をガードマンが行い、各部署の受付簿と照らし合わせて業務レポートを書式に入力していく。

　予約客だけではなく、飛び込みの訪問もある。

　置かれた名刺を客が申告した部署のメールボックスに移し、担当者に来客メールを送信する。

　営業時間中に行うものではあるが梓は受付の責任者なので、同僚が記した書類のチェックも行う。

　普段は十五分もあれば完了する仕事だったが、梓はなんだかんだ作業を見つけては、だらだらと時間を潰していた。

　……本当ならさっさと仕事を切り上げ、飛び込み参加が可能な異業種交流会や婚活パーティーに行くべきだ。

　しかし、異業種交流会ではあまりに熱心に相手の話を聞いたため転職希望と思われ、キャリアコンサルの会社を紹介された。婚活パーティーでは緊張したあまりビジネススマイルを浮かべていたので『サクラ』と思われてしまった過去がある。

　自分という人間は第一印象勝負には向かないと悟った。

　午後八時。

　過去一か月分の日誌を見直し、さらに翌月分の来客予定まで目を通してしまうとするこことがなくなった。私服に着替えた彼女は、まだ残っているお客様がいるのではと思いエントランスを見回した。

　照明が通常の三十パーセントほどに落とされており、外に出ようとする退勤者すら途絶えている。勿論、新たに入ってくる人間はいない。

　つまり、終わったのだ。

「帰りたくない……。そうだ、あそこにいこうかな！」

　悪あがきであることはわかっているが、素直に自宅へ帰る気にはなれない。

　会社を出て、十分ほど離れた場所にあるバーに向かった。ここには、二・三回ほどきたことがある。

　バーに到着してカウンターの席に腰をかけた。早速、贅沢だがメニューにないカクテルをバーテンダーに頼む。

「誕生日祝いに奮発しちゃおうと思って！　あの、オリジナルで作ってもらっていいですか？」

　好きな銘柄のウイスキーとアプリコットリキュールの組み合わせ。配分はおまかせだ。

　シルバーグレイの髪を綺麗に整えたバーテンダーは微笑んだ。

「おめでとうございます。では、初めの一杯は私から奢らせていただきましょう」

　梓も笑って首を横に振る。

「そんなことして頂いたら、マスターのお誕生日にはすごいお酒を探してこなくちゃならないわ」

　最初は断ろうと思っていたが、せっかくなら……と考え直し、甘えてみた。

「……あの。もしサービスしていただけるなら、ちょっとだけ多めにしてください」

　バーテンダーは梓のおねだりにうなずく。

　慎重に量を計り、シェイカーにいれて軽やかに振るバーテンダーの姿を見るともなしに見つめる。

　やがてグラスの縁すれすれまで注ぎ入れられたカクテルが置かれた。

　なんとなくウイスキーの苦味や色味が強いのだろうと考えていたカクテルは、ほんのりとオレンジ色で、梓を優しく誘う。

　梓がグラスにおそるおそる口をつければ、ウイスキーの芳醇な味と香りが杏に甘くコーティングされ、さわやかに喉をすべっていく。

「美味しい」

　またたくまに飲み干した。

　グラスの縁についた口紅をティッシュで拭き取ると、おかわりを注文する。

　二杯目は、惜しむように少しずつ飲む。

　カラン、とドアのカウベルが鳴り、隣のスツールに誰かが腰かけた。

　梓より先に入店していた何人かはすでに思い思いの席に馴染んで音量を抑えて会話を楽しみ、バーテンダーはさりげなく酒を供していく。

　満ち足りた大人の時間を楽しんでいると、ささくれていた心がしなやかになっていく。

　それでも。

「はぁーっ……」

　梓はため息をカウンターにぶつけていた。

　玄関の扉を開けた瞬間、父が見知らぬ人間の署名入り婚姻届を持って立っていそうだ。

「マスター、隣のやさぐれた女性に同じものを」

　低く、官能的な声だ。

　命令するのに慣れている響き。梓をからかうように見せかけて気遣っているのがわかり、噛みつく気にならない。むしろ一晩中、ささやかれていたいと思わせるような──。

　相手に乗ってみる。

「貴方も今晩の相手がつかまらないの？」　

　今日は金曜日の夜。こんな日に一人だなんて考えられない声の持ち主なのだが。

「さあね、相手次第かな」

　言葉とは裏腹に、モテることを隠そうともしていない。

　彼はスコッチウイスキーの二十年物をロックで頼んでいた。

　バーデンダーは梓に三杯目を供してくれたあと、男性用にウイスキーを準備する。

　氷をアイスピックで球にし、酒をとくとくと流し入れていく。

　男性の前に置かれたグラスから燻した樽の匂いがふわりと届いた。

「ありがとう」

　礼を言う男性のグラスを掴んでいる指は節が高くて長い。

　爪はきちんと切りそろえられており、肌もなめらかだが、大きな筋張った手がセクシーだ。

（こんな男っぽい手に抱き寄せられたら、抵抗できないな）

　ジャケットの袖も、男性の腕の丈に合っている。袖から見えるワイシャツも手縫いなのだろう。

　手首にまかれている時計のフェイスは美しいスカイブルー。

　嵐のあとの晴天あるいは南国の海のようで、ほれぼれと見入ってしまった。

「この時計が気になるのか？」

　笑いを含んだ声にハッとなった。

「いえ、その」

　視線を上げた瞬間、彼の顔にくぎづけになった。

　梓を見つめていたのは極上の男。

　歳の頃は三十を超えたくらい。知性と品性と洗練が高い位置でバランスを保ち、エグゼクティブであることが一目でわかる。

　精悍な顔立ちのなかに甘さがある。彫りの深さは、外国の血でも混ざっているのだろうか。日本のみならず、訪れる国の女性を虜にしそうである。

　漆黒の闇を宿したような双眸に、ユーモアをたたえた口元。あごは強い意思を示すかのようだ。

　額にかかっている少し癖のある髪が、かえって野性味がある。

　どくりと、心臓が高鳴る。

　左手に指輪はなかったが油断はできない。こんな上質な男性が、自分になど興味を示すのだろうか。

　バーは雰囲気を盛り上げるから期待しすぎてはいけない。一夜限りの相手を探しているだけなのだろう。

　梓に声を掛けてくるとは、よっぽど退屈していたのだ。

　ちょうどいい。

　彼には悪いが付き合ってもらおう。

「明日ね、父の決めた男と結婚するの」

　隣でみじろぎした音がする。

「嫌なら断ればいい」

　梓はカウンターの天板を見つめているからわからないが、低い声の向きから察するに彼女に顔をむけているのかもしれない。梓は男性を見ずにすむよう、グラスを揺らしながら答えた。

「それが出来ないの」

　梓は入社前に父とした約束を話した。男性は黙って聞いてくれた。

「……で。五年後の今、夫はおろか恋人もいないってわけ」

　旅ではないが恥のかき捨てとばかり、梓は言った。言葉を吐き出してしまえば気持ちがスッキリしてきた。

　これまで出会いがあるような場所にはたくさん足を運んだが、伴侶を見つけられなかった。

　父が自分を大事に想ってくれていることはわかっている。後継者にふさわしい人物を探しているだろうが、愛してくれているからこそ梓がいやだと思う男を選んだりしないだろう。

　……それもいいかな、と思えてきた。

　尊敬出来る人であればいい。出会いに感謝し、愛するよう努めようと思えたのは、話を聞いてくれた彼のおかげだ。梓は男に微笑みかけた。

　潮時だ。

　ありがとう。礼を口に乗せようとした。

「君はそんなに理想が高いのか？」

　俺なら望みをすべて叶えてあげられるよ、という副音声が聞こえた気がしたのは梓の願望のなせる技なのだろう。

　梓は彼の言葉に少し考えこんだ。

「そうね。この五年間で自分の好みがいかに細かいかを思い知った」

「どんな？」

　耳元で聴こえてきた男の声に、ぞくぞくする。

　ふと見れば肩も、カウンターに置かれた腕も、スツールに腰掛けている脚も触れ合わんばかり。

　会社の親睦パーティーでもありえなかった密接な距離。

　男性がつけているコロンが酒精と混じり合い、脳や体を酩酊状態にする。

　彼の体温を感じ取ろうと、梓の体の右側は敏感になっている。

「私、男性を減点方式で見てしまっていて」

　受付に入ってくる後輩はなるべく加点方式で見るようにしているのだが、将来の社長候補と思ってしまうと厳しめに採点してしまう。　

「続けて」

　うながされ、妙に乾いた喉をカクテルで潤す。

「……小さいことなの」

　つぶやいた自分の声は自信なさそうに聞こえた。

『梓さん、そんな細かいことを気にしていると彼氏なんて出来ないですよ』

　先に産休になった後輩の声が脳裏に響く。

　それでも、好き嫌いはまげられない。

「エレベーターを我先に出る人がイヤ」

　男性が目を見張った。

「レストランやお店のスタッフに偉そうな態度をする人は嫌い」

　男性はさっきバーテンダーに丁寧に礼を言った。

「スーツや靴をきちんと手入れしてない人を見ると、だらしなく思える」

　彼のスーツはサイズに合っているし──オーダーメイドだから当たり前なのだろうが──、そっと見下ろした靴はシングルモンク。足首のところにバックルが一つついているタイプだ。いずれにせよ新品ではないようだが、丁寧にケアしている。

「『細かい』というよりはこだわり、あるいは『譲れない線』と言うんだ」

　男性が梓の瞳をのぞきこんできた。

「だとしたら、俺は君のお眼鏡に適うな」

　どくん。

　梓の心臓がもう一度鳴った。

　手を掴まれ、彼の口許まで引き寄せられたのは同時だった。

「俺は君が好みだ。爪が短く切りそろえられているところも」

　同じだ。

　梓は彼とのささいな共通点があったことに喜びを感じた。

　男性は梓の瞳から視線を外さない。

「だが、爪を伸ばしていても惹かれたと思う。……君になら、背中へ爪を立てられたい」

　きわどいことをささやかれて、どくどくと心臓が脈打つ音が聞こえる。

（この人は私を抱こうとしている？）

　女ならば、誰でもいい男なのだろうか。

　彼の双眸に濡れたような欲があるのを見て、それでもいいと流されてしまいたくなる。

「華美ではないが、上品な服。媚びず、他人を不快にしないメイク」

　誰もわかってくれなかったこだわりに気づいてくれた彼に、感動する。

　男性がふっと笑う。

「一人で立っていられそうなのに、縋るような目で見上げてくるのが、どれだけ俺をそそっているかわかっているか？」

　唇すれすれの距離から投げられた言葉は甘い恫喝。

『男性一般』ではなく、あえて『俺』と言ってくれた。彼自身が梓に興奮してくれているのだと告げられて、体が熱くなる。

　彼の、熱を湛えた甘くも雄になった瞳に陥落したい。

　見知らぬ男性に身を任せようとしていることが、どれだけ浅はかで危険なことか。

　反対する理性の声は、彼に抱かれたい欲望にくらべると弱々しい。

　言葉が出てこなくて、彼を潤んだ目でしか見ることが出来ない。

「……店を出よう」

　彼の言葉に、頭の中がじんと痺れる。

　梓はカクテルの残りを飲み干した。男は薄く紅がついたグラスに注がれた梓の視線に気づき、指で彼女の唇を押さえた。

「ルージュを直しておいで」

　その間に精算してくれようとしているのだろう。

　彼は薫り高いウイスキーを愉しんでいた。

　一杯でもそれなりの値段だろうが、彼女はオリジナルカクテルを三杯飲んでいる。どう考えても梓のほうが高い。

　自分の分は払うと言いかけた彼女の口を、男は遮った。

「女を口説こうとしている男に、恥をかかせるものじゃない」

（貴方みたいな男性が私を？）

　梓は激しく高鳴る胸をなだめながら、なんとか微笑んだ。

「じゃあ、お礼にキスしたくなるような唇にしてくるわね」

　軽い女と思われているかもしれないが、声がうわずってないといい。

「ああ」

　彼は優しく微笑んでくれた。

　鏡に向かう顔が火照っていて、目が潤んでいる。これならグロスを引き直すだけで充分そうだ。

　ふう、と化粧室のドアを開けるときに息を吸う。

（待っていなくてもがっかりしない）

　久しぶりに女性として扱ってもらえたのだ。現実と向き合うまで、いい夢を見れる。

　梓が自分に言い聞かせていた言葉は、いい意味で裏切られた。

　彼女が戻ってくるのを待ちかねたように男性はスツールから立ち上がった。

（大きい……！）

　一六二センチの身長に八センチのヒールを履いている梓より、優に十センチ以上は背が高い。

　幅もあり、厚みもある体はしなやかに動いて鈍重さがない。

　目をみはり固まった梓に、男性は優雅に手を差し伸べて獰猛に微笑んだ。

　耳に唇を寄せられて、ささやかれる。

「待ちくたびれた。今夜は寝かせてもらえないと覚悟してくれ」

　背中に手を添えられ、退店をうながされる。

　彼のエスコートには優雅な所作の中に性急さや強引さが見え隠れするのに、梓は反発しようとは思えなかった。

　いつのまにか梓の腰を抱いた男性は、表通りに出ると手を上げてタクシーを止めた。乗り込むと、落ち着いた声で誰しも一度はきいたことのある一流ホテルの名を告げた。

　……彼は、タクシーを降りる段になり支払いをするまで、梓の手を一度も離さなかった。






【愛をつくる一夜】








　ホテルの一室に入ると、男性は梓を抱きしめながら後ろでにドアを締め、施錠した。

「俺は朝あさ比ひ奈な佑ゆう輝き。君の名前を聞きたい」

　吐息と共につぶやいたくせに、噛みつくようなキスが梓の唇を覆う。

「んっ」

　初めから、舌を絡め合うキス。佑輝の舌は遠慮なく梓の口腔内を冒険し、彼女を翻弄した。梓も負けじと、彼の舌を吸い返す。息も出来ない。

（こんな激しいキス、……体験したことない）

「ふ、ぅん」

　甘えた息が鼻から抜ける。

　佑輝は口淫に夢中になっている梓をさらに陥落させるべく、彼女の後頭部と腰を引き寄せた。

　梓も情熱的に彼の首へ腕を絡みつかせる。

　佑輝に舌の奥の感じるところをまさぐられて、彼の首に回していた腕から力が抜けた。甘い刺激が足に響いて、がくんと膝が折れたところを佑輝に腰を支えられた。

　そのまま横抱きにされてベッドに運ばれる間も、佑輝は梓の唇を求めてくる。

　ぽすり、と背中がマットレスに着地した。

「君の名を呼ばせてくれ」

　上から覗き込んで来た佑輝が熱っぽい瞳で乞うた。

　一夜限りの関係かもしれないと思うと苗字まで言うのは躊躇ためらわれた。

　佑輝は彼女の危惧の念を理解したようだった。

「今は名前だけでいい」

　かけられた言葉の意味が気になって彼の顔を見れば、目を細めた表情が予想以上に優しい笑顔だったので、さらに心拍数が増した。

「まだ、知り合って二時間も経っていない。君の懸念は理解できるよ」

　梓は肩から力を抜いて、息を吐き出した。

「……梓」

　自分にも聞こえないくらいの小さな声で名乗れば、彼がコツリと額を合わせてきた。

　だが、と続けたとき佑輝は雄の貌に戻っていた。

「明日の朝、君は俺がどんなふうに愛するかを知るはずだ。俺も君がどんなふうに歓び、どう果てるのかを知ることになるだろう」

　佑輝は梓の耳を食みながら楽しそうに告げた。

（えっちしたら、サヨウナラじゃないんだ）

　嬉しさが、じんわりと体のなかで広がっていく。梓の潤んだ瞳をどうとったのか、佑輝は。

「梓、君を俺のものにする」

　恫喝と嗜虐心と希う気持ちがまじった双眸に魅入っていると口づけされた。

　佑輝は唇を二度三度触れ合わせると、彼女のうなじに舌を這わせる。

　ぷちぷち、と胸元でブラウスのボタンを外される感覚がある。同時に、太ももの間に体を割りこまれ、ブラウスの裾をスカートから上に引きずり出された。

　彼の右手が腹のほうから胸のふくらみを目指していく。

　左手が膝から太ももへ伝い、とうとう腰骨に達してストッキングのヘムにかかった。

「しゃわぁ……あびたい」

　梓が喘ぎのあいまにささやいた。口が感じてしまい、うまくしゃべれない。

　彼のコロンまじりの体臭を鼻腔いっぱいに吸い込むのはフェロモンを胎内に取り込んでいるような気になる。

　けれど、自分が仕事帰りのことを考えると、黙らせていた理性が無駄な抵抗をしはじめる。

「却下」

　佑輝は一言で切り捨てた。顔を上げて、梓を見つめてきた。

「シャワーに欲情を流すなんて、そんなもったいないことはさせない」

　穏やかな口調とは裏腹に、肉食獣のようなまなざしを向けられた。

　梓の背中にぞくりと震えがはしる。自分を欲しがっている捕食者の瞳に、梓の体は濡れていく。

　私も、彼が欲しい。

　奪って、奪われたい。

「流さなければ……いいの？」

　食べられる期待で震えた梓のささやきに、佑輝はねだるように口づけをした。

「安心しろ、隅々まで洗ってやる」

　佑輝がかすかに笑った拍子に、梓はびくんと体をはねさせた。

（どうかしてる。彼の息がかかったくらいで感じてしまうなんて！）

　以前の自分にはなかった反応だ。……佑輝だからだろうか。

「君をたっぷりと啼かせてあげたあとでね」

「ん……」

　梓は佑輝の言葉にいちいち胸をときめかせつつ、徐々にさがっていく彼の頭を撫でながら足を開いていく。

　佑輝は梓の肩にキスしながらはだけたブラウスを腕から抜き取った。

　キャミソールの肩紐を口で引っ張りながら愛撫するように手首まで滑らせていく。

　大事な物を守っている包装紙をはがすときのように丁寧に一枚ずつ脱がされていき、ぱさりと衣類が置かれる音が刺激的で、彼女の興奮を高める。

　とうとうブラジャーを外された。

　じっと見つめられて、恥ずかしくなった梓は胸を両手で隠した。

　男は眉をひそめたが、やがてにやりと笑う。

「好きなだけ、俺を焦らして煽ればいい」

　焦らされ煽られたぶんだけ彼女を貪るとその目は告げていた。

　つ……、となめらかな腹を指でなぞられる。それだけで梓の息が荒くなった。

「このまま梓を味わうのも興奮するが」

　上半身は生まれたままの姿だが、下半身には二人を隔てる布がまだ数枚と腰のあたりにわだかまっているスカートが残っていて、生まれたままの姿より扇情的なながめだ。

「梓との初めての一夜だ、君の全てを見たい」

　佑輝の掠れた声に、胸を隠していた手の下で乳蕾が硬くなった。

　腰の下に、力強い手が潜り込み、彼女も腰を浮かせててしまう。

　かち、と金属の音がしてホックが外されると、スカートは下半身から離れていった。

　ストッキングがなんの障害もなくすべるように脱がされて、佑輝の手がショーツの中に潜り込んできた。梓の体がびくりとこわばる。

　すると、佑輝の手がとまった。

「大丈夫だ、梓の怖いことはしない」

　慈しみの言葉に梓は安堵した。佑輝はそのまま彼女の絹糸のような茂みを撫でつづけた。

　柔毛一本一本を梳くしけずるような動きに、梓の力んでいた体から力が抜けていく。

　心が開けば体も拓くのか。

　欲望の谷間の上で殻に閉じこもっている秘珠にも触れられていないのに、淫芽がある恥骨近くは敏感になっているのか、それだけで秘密の泉が蜜をあふれ出させる。

　指をもう少し先の、一番感じる花芽に伸ばされてしまえば二・三回撫でられただけで達してしまいそうだった。

　しかし佑輝は愛おしそうに彼女の下腹部をなぜると、丁寧にショーツを降ろしていく。

　彼女は少し残念に思いながら、男の熱い手と布が足を撫ぜていく感覚を辿った。

　下着はとうとうくるぶしを通り過ぎ、かかとを離れた。

「綺麗だ」

　賞賛の言葉が、眩しく思える。

「君が俺を受け入れようとしている。……そのことがどれだけ俺を興奮させているかわかるか？」

　わからない、と梓は小さく答えた。

（貴方にも、私がどれだけ興奮しているかを知られていないように）

　彼女の考えていることがわかったかのように、俺も君もすぐにわかる、と佑輝は言った。

　ちゅ、ちゅ、とリップ音をさせていきながら佑輝は脱がせていった道筋を逆に辿っていく。

　彼女の足を持ちあげてキスしては舐め、軽く歯を立てていく佑輝に、梓は見入った。

　美酒を味わうかのような、大事なものに口づけするような仕草に梓は多幸感と誇らしい気持ちに満たされていく。同時に、快楽を感じ始める。 

　口づけて欲しいと梓がこっそりと望んでいた秘密の谷間を通り過ぎて、佑輝は太ももの際を強く吸ってから目線を梓に合わせる。

　ベッドに横たえられた彼女を見降ろしながら、佑輝は体を起こすとゆっくりと服を脱いだ。

　くちょり、と濡れた音が足のあいまから聞こえてきて、梓は恥らう顔をそむけた。

　佑輝が彼女の頬に手を添えて向き直させる。

　梓が彼を見つめていると、佑輝も見つめ返してくる。彼が唇を寄せてきたので、梓は目を閉じた。 

「梓、俺の名前を呼んで」

　強請る声が掠れている。

「ゆう、き」

　梓はおずおずと、彼の名を呼んだ。

「いいね」

　佑輝は満足そうに笑った。

「梓に呼ばれると、クるな」

　彼の興奮した声に勇気をもらい、梓はもう一度呼んでみた。

「ゆうき」

　名前を呼ばれるだけで心が踊ってしまうのに、彼の名前を呼んでしまえば相手を自分のものだと思い込みたくなる。互いが互いのものだと信じてしまいたくなる。

（今晩だけ）

　梓と佑輝はこの時間だけは恋人同士。明日からは知らない者同士に戻っても、この時間だけは自分のものだ。

　梓は離れたくないとばかり、佑輝の首にしがみついた。 

　彼女の必死さに、なにか違和感を感じたのだろう、佑輝が静かな声で訊ねてきた。

「なにが君を悲しませている？」

「このまま時間が止まってしまえばいいのにって」

　彼女の独り言めいたつぶやきが聞こえなかったのか、佑輝は梓の両手をつかんだ。片手で頭の上にまとめあげられ拘束される。

「……俺以外のことを考えるな」

　嫉妬と独占欲を剥き出しにした声が降ってきた。

　佑輝が己の唇をぺろりと舐め上げる。欲に濡れた男の双眸から、梓は目を離せない。

「君は俺のものだ」

　彼女の心臓がどきんと脈打つ。

　男の、組み敷いた女への所有欲だとしても、リップサービスでも、この場所では彼の恋人だと思いたかった気持ちが通じたようで嬉しい。

　佑輝の目の前で、梓の胸のふくらみがふるりと揺れた。

「梓の胸の真っ赤な飾りが悪い。ここからもいやらしい匂いがして俺を誘ってくる」

　彼の手が、梓の足をするりと撫でると、ひくりと反応する。佑輝は遠慮なく、彼女の足のあわいに手を伸ばす。

「梓も準備万端だな」

　佑輝の欲望の塊が先ほどから梓の腹と言わず太ももに当たっているので、彼女も正直に首肯した。

「…………佑輝に触れられているから」

　梓がか細い声でささやいた瞬間、大きなため息が佑輝から吐き出された。

「……まったく……。そんな可愛いことを言ったら俺が暴走すると思わないのか？　もう、お行儀のいいフリはおしまいだ。これからは愛し合う時間だよ」

　言葉と共に、佑輝は彼女の紅く熟れた果実を口に含んだ。硬く、じんじんと充血していたところを温かく、濡れた感触が撫ぜていく。甘い感覚が蜜口と頭に流れていく。

「んッ、ぁ、ア！」

　途端、梓の体が跳ねる。

「梓も待ちわびていたんだな。嬉しいよ」

　言いながら佑輝は梓の上にのしかかる。

「だ……っ、て！」

　言い訳めいた声が我ながら蕩けそうだ。甘く、媚びを含み男を誘う声。

　梓は佑輝の肌ともっと重なりたくて、みずから彼の厚い胸に自分のふくらみを押しつけた。

　彼の与えてくれる刺激を逃さず反応しようと、自分の体が全身全霊で佑輝の動きに集中しているのがわかる。

　ちゅ、ちゅとリップ音を響かせながら、佑輝の唇が梓の胸のふくらみをついばんだ。

「わかっている。俺のせいだな」

　笑いを含んだ声がして、強く吸いつかれた。

「あぁんッ」

　男を受け入れる体、佑輝の愛撫を歓んでいる声。 梓は自分が女であることが嬉しい。

「可愛いよ、梓。俺は君の体も好きって言ったっけ？」

　頭の上で拘束されていた両手は、いつのまにか佑輝の手が載せられているだけだったが、梓が指に力を入れれば彼も握り返してくれた。指が指と指のあいだにはさまれ、恋人つなぎのようにからみあわせる。

（『も』って）

　他に好きなところを言われただろうか。先ほどまでの会話では地味な外見を褒めてはもらったが。

　佑輝は彼女の手を持ち上げると、爪に口づけた。

「俺が君を好きなところは色々あるけれど。今は教えてあげられないな」

　梓が彼を見つめれば佑輝は必ず自分を見ている。

「なんで私の考えていること、わかるの？」

「わかるよ。……俺に君が溺れていることも」

　だから、なんで。

　開こうとした唇は欲望を湛えた双眸に封じられた。

「梓、今は愛させて欲しい」

　嬉しい。

　でも、聞きたい。佑輝のような男がどうして自分みたいな女を抱いてくれるのか。

　自分をじっとみつめてくる梓の表情を見て、彼女が抱いている疑問を理解したのだろう。

　佑輝は梓の頭をかかえこむと、ささやいた。

「あとで教えてやるから」

　……その『あと』はないだろう。けれど、今はたしかに甘い悦びを全身で受け取る時間だ。

　梓は渋々とばかり、目を閉じた。

　絡んでいた手が離れていく。

　寂しい、と思ったのは一瞬だった。

　口淫されていなかった反対の乳首を摘まれたのだ。

「ひぁっ」

　梓の唇から、待ちかねていた吐息のような声がこぼれた。

「ずいぶん感度がいいんだな」

　心なし、尖りをつかんだ指に力が入る。快感のなかに少し、痛みがまじった。

「……ン。だって、佑輝の手が気持ちいいんだもの」

「そうか。なら、もっと気持ちヨくさせてやる」

　蕾から指は離れて、円を描くように乳輪をなぞられる。何度も撫でられるうち、じんわりと気持ち良くなってきた。

　固い木の実のようになった胸の飾りの側面がこすられ、快感が蜜口にも伝わっていく。

「ンン」

　梓がもじもじする。

「梓は覚えるのが早いな。いい子だ」

　褒められるのは無条件に嬉しいのだが。

「おっ……ぱい、舐めながら、しゃべんない、でぇ……っ」

　不規則な舌の動きや熱い息、振動が乳嘴を刺激するのだ。

　だが、抗議と裏腹に梓は胸のふくらみを佑輝の顔と指におしつけた。

「気にいってるようだな」

「や、ァん……」

「梓。気持ちイいときは、『イイ』と言うんだ」

　片方の乳首は舌で左右に揺さぶられ、もう一方の尖りは先端を指の腹で押しつぶされる。

「……いい……いいの……」

　言葉にすると、悦がさらに高まった気がした。胸のふくらみ全体がじんじんしている。乳首でなくても、触れられたら激しく反応してしまいそうだ。

「気持ち、イ……」

　体がうねり、腰が勝手に持ち上がる。いつのまにか佑輝の体が足の間にいて、彼に下腹をこすりつけている。

　……足のあわいの花唇が満開となり、とめどなく蜜があふれている泉を濡れ具合で知った。

　ひくついている秘裂と蜜口を佑輝に押しつけて快楽を自ら得ようとしていたことに気づき、梓は腰を引こうとした。

　ぐい、と下腹部を押しつけられる。彼の恥骨に敏感な紅玉を圧され、快感が一気に高まった。

「あ、ァン、やぁ……」

　佑輝の太茎がいまにも梓のなかに入ってきそうなくらい張り詰めている。

「だ、だめ……もう、」

　秘密の谷間全体が性感帯と化してきて、梓は達する予兆を感じた。

「可愛い」

　快楽と直結している、胸の頂点にある一方の尖りを吸われ、片方は二本の指で擦りたてられて、梓は達した。　

　佑輝は荒い息をしている梓をうつ伏せにすると、彼女の背中へ愛撫しはじめた。

「梓、気持ちイいか？」

　指先での触れるか触れないかのようなボディータッチを、うなじからヒップまで、丹念に何回も繰り返す。

「うん……羽に撫でられてるみたいので、気持ちいいの……」

　枕に沈んだ梓の顔にうっとりとした表情が浮かぶ。

　スケートリンクを軽やかに滑るスケーターのようによどみなく流れていく指淫の合間に、手のひら全体で肩甲骨やウエストのくびれを愛でられる。

「あ、ぁ。は、ぁ……ん……」

　繊細な動きが、梓をリラックスさせていく。

　彼女の体からすっかり力が抜けて、蕩けたところで佑輝は唇を寄せた。

「ン！」

　すっかり敏感になった背中は梓の意思とは関係なくはねた。

「背中も弱いのか」

　満足そうにつぶやかれる。

　誰のせいだ、となんとかにらみつければ男の舌が腰のくぼみを舐めようとしているところだった。

　濡れた熱いものが触れた瞬間、梓の体はビクビクと反応した。

「よさそうだな」

　佑輝は執拗なくらいキスと舌で奉仕する。

「やっ、……あ。ア！　だめ、イっちゃうからぁ」

　快感に揺蕩っていた梓は唇を落とされるたびに体を震わせた。

「何度でもイっていい」

「やぁんぅ……、あ、ぁ、ぁぁ……」

　慈しむようなキスなのに、体はいちいち反応してしまう。

　きつく吸いつかれるのも気持ちイイ。

　舌の先でからかわれたあと、分厚い部分でじっくりとねぶられれば、もう啼きつづけることしかできない。

　白い肌は薄紅に染まり、盛り上がったヒップの双丘のあいま、秘されていたところは男の目にさらされている。

　とろりと愛汁が蜜壺からあふれでて、シーツを濡らした。

　足のあわい自体が触れられていないのに、じんじんとする。ほんのひと撫で、いや息を吹きかけられただけで達してしまいそうになっている。

　佑輝がヒップに軽く歯をたてたあとを、舌で撫でた。

　梓の体が硬直する。

「あーー………………っ、」

　最後に背をのけぞらせて、果てた。 

　激しく肩を上下させている梓を囲い込むように、佑輝が腕で檻をつくる。

　空調がきいているはずの部屋はねっとりと甘く湿度を含んでいる。

「梓」

「……ゆう、き」

　名を呼び合う以外、荒い息や淫らな水音しか聞こえない。

　掠れた声で互いの名を呼ぶことしかできないが、体を重ねている二人には十分だった。

　梓の背中には、点々と鬱血痕が散らされている。

　彼女の白桃のようなヒップの合間では真っ赤に充血した花裂から愛蜜がこぽり、と垂れた。淫谷全体が男を欲しがってひくついている。

　佑輝がゆっくりと指を蜜口に差し込んだ。途端、梓の体がはねた。

「大丈夫だろう？」

　なだめるような声に梓は深く息を吸った。緊張が少しほぐれる。

「うん……」

　答えたが、まだ怯えがあるのを梓は自分でも感じる。

「梓の全てを俺の全てで愛してやりたい」

　愛という言葉が梓に沁みていき、体から強張りがとれていく。

「痛いことはしないから。気持ちよくなって」

　佑輝は慎重に彼女の裡側を探っていく。爪ほどの距離を少しずつ進んでやがて、根元まで潜り込ませた。

「息を吸って、吐いて」

　彼の指示とおり、梓は深呼吸を繰り返した。

「は、あ……」

　梓が吐息のような声をこぼした。異物感はあっても不快ではない。

　佑輝は、指を根元まで埋めたまま、軽く揺すった。彼の手のひらに蜜口が押されじんわりと良くなっていくと、潤んでいくのがわかった。佑輝は指をひねったり、曲げて蜜襞に刺激を与える。

　ちゅぷちゅぷと、蜜壺に佑輝の指が出入りしている。自分の胎内で作り出された蜜が男の指に汲み取られる。

　梓の一番淫らで雄を受け入れる場所からは、蕩けた頭でなければ聞くに堪えないような水音が続いている。

「あ、ぁん、ア、あ……」

「俺の指は怖くないだろう？」

　なだめるような声が梓を落ち着かせ小さな蕾のような快楽はやがて大きく育っていった。

「ゆう、きの、ゆび、きもちいいの……でも」

「もう少し我慢して」

「だめぇ、もう」

　胸で果てを見たあと、信じられないことに背中への愛撫でどうしようもなく感じてしまった彼女は、最奥に凝こごった熱を持て余していた。どうにかして欲しい。

　切実なまでに欲求は高まっているのに、喘ぐことしかできない。

　長く、筋張っている指を三本も呑み込んでいるのだ、淫襞が馴染んで柔らかくなっているのは梓にもわかる。

　けれど、足りない。

　もっと、固くて太くて長いものに、体の中心にある虚うろを埋めて欲しくてたまらない。

「ゆう、き」

　もう上半身も起こせない。

　梓が涙目で振り返り彼を見つめても、佑輝は艶やかに微笑むだけだ。

「まだ、イケるだろう？　それとも明日は出勤だからやめておくか？」

「休み、だけど……」

　正直に答えてしまって、慌てた。

　これ以上、一滴一滴快楽を注がれて焦らされるのはごめんだ。果てがない悦に体はぐずぐずに蕩けているのに、決定打が貰えなくて梓は泣きたくなっていた。

「もっと、ゆうきが欲しいの」

　散々焦らされて我慢がきかなくなっていた。

「おねだりが上手だな」

　佑輝が梓の背中を舐めてきたので、クタクタだというのにまた跳ねてしまった。

　避妊具のパッケージを破る音と共に、くるりと視界が変わる。

　佑輝が、梓の太ももをぐいと力強く割り開いた。

　初めては彼の顔を見ていたかったので、佑輝の気持ちが嬉しかった。

「挿れるぞ」

　屹立が入り口に差し込まれた。

「ん、ううん……」

　あれだけ解されたのに、佑輝の雄はまだ太く大きく、彼女は何度も深呼吸をした。

「いい子だ」

　佑輝はせっかく挿入してくれた男茎を抜いてしまうと、そのまま先端で彼女の秘裂をこすりはじめた。

「あぁ……」

　目に見えて、梓の体から力が抜けていく。

　彼女自身の蜜の滑りを借りて、秘芽から蜜口までぬるりにゅちゅりと愛撫をしていく。

「気持ちいいか」

「いい……」

　つるりと欲棒の先端が淫孔に入り込んだ。ほんの一センチほどを侵入させて、また出ていってしまう。縦の裂け目を撫で上げてからまた、蜜口に入り込む。

　少しずつ侵入の度合いが深くなっていくものの、欲しがっている最奥までは遠くて、浅く出入りしている陽根がもどかしかった。彼女の腰がねだるように動く。

　機をのがさず、今度はするりと熱杭が深く入ってきた。

「ンん……！」

　梓は思わず佑輝の腕に爪を立てた。焦らされた蜜路は、太く脈打つ楔を裡に迎え、軽く達してしまった。

「ハ」

　梓の淫筒の動きが佑輝にも伝わったのだろう。苦悶を感じているような表情になる。

「っ、持っていかれそうになった……」

　インターバルのつもりか、梓の腰を抱いたまま佑輝は膝立ちになった。逞しい裸体を見上げて、梓の双眸がうっとりと煙る。

「その目」

　食いしばっている歯の隙間から漏れでるような呻き声だった。

「梓は俺をソノ気にさせるのが上手だな……！」

　言うなり、彼女の足を自分の肩に置いて抽送を始めた。

「ふか、ぁいぃ……」

　悲鳴のような声が出た。梓自身、こんなにも奥があったのかと思う。久しぶりの交合は思っていたよりきつかった。

　けれど想像していた以上の多幸感で梓は満たされた。

　深く、長いグラインドに、梓の体がかすかな悦びを伝えてくる。

　むず痒いような刺激は瞬く間に快楽へと育っていく。

　命を送り出す筒は、命の源を贈り届けてくるはずの竿を歓び迎えいれていた。

「喜んでるな？」

　指摘されて、梓はなんとかうなずいた。

「あ、ぁ、そこぉ……」

「ここか」

　指では探れなかった最奥に近い場所に、彼女の快感ポイントを見つけた佑輝は先端で襞を穿った。

「ひぁ、あ、ア……」

　梓の体にぴんと力が入ったあとにしなり、隘路はさらに狭まり雄芯に縋りついた。

「よすぎる、だろ……ッ」

「ゆ、う……き」

「あずさ」

　体の表面に近いあたりでの快感を拾っていた蜜路と最奥は秘洞自体で歓びを見いだし、高まってゆく。

　やがて、耐え難いほどになったとき、佑輝の熱棒の先端が一点を衝いた。

「っ、──────────！」

　目の前が真っ白になった。なにも言えない。息が止まる。もう、体は言うことをきかない。隘路の最奥だけが突き上げる衝動のまま、佑輝の雄を抱きしめた。何度も、強く。

「……ハ」

　佑輝がぶるりと体を震わせ、なにかに耐えていた。やがて堪えきれないように激しい抽送になった。梓の悦を迎えて、己の快楽にふりきった律動。

　梓の胸が強く揺さぶられる。佑輝に圧されて体が押しのけられそうになるのを、彼の手が彼女の腰を掴んで離さない。

　淫らな襞は、引いた楔を惜しむまもなく刺激を与えられた。穿たれ、擦りあげられ瞬く間に頂点へと再び向かう。

「や、あっ。ぁ、あ──────……っ」

　梓は目の前の白い閃光に呑まれた。心臓が一瞬止まったのではないかと思うくらい、体の機能を快楽に奪われた。

「くっ」

　遅れて佑輝が被膜越しに欲望を吐いた。

　

　恒星の爆発のような営みに二人は互いの体にすがりつき、荒い息をするしか出来なかった。

「梓……、結婚しよう」

　抱きしめられて、ささやかれた。

「ゆうき？」

　けだるい余韻のなか、梓は彼の胸の中から見上げた。

　佑輝は欲が昇華しきれていない深い瞳で梓を見ていた。

「君がとまどっているのはわかっている。俺と知り合って二四時間も経っていないんだから。だが、俺に抱かれたということは、俺は梓の好みの男なんだろう？　必ず俺に惚れさせてみせるから結婚してくれ」

　比較対象など一人しかいない。

（それでも）

　性愛から五年以上も遠ざかり怯えて強張った女体に快楽を与え、導き達しさせてくれたこと。

　与えるだけではなく、自身も梓で歓びを感じてくれたこと。

　彼の気遣い、細やかさも含め、佑輝の女性を酔わせるテクニックは超一流だとわかる。それでいてアフターケアもまめとはなんと完璧な男なのだろう。

　梓は佑輝の、人としての大きさや男性としての真摯な態度に惹かれはじめている。

『一晩の恋としては楽しかったよ』とでもささやいてくれれば諦められたのに、万が一を期待してしまう。佑輝にとっては抱いた女性へのリップサービスなのだろうが、梓にとっては毒だ。

「返事をききたい」

　佑輝はいやに真剣な表情だった。きっと彼のなかでは、今夜一晩も本物の恋なのだろう。ならば、自分も今日は彼の恋人でいい。

　梓はゆっくりと息を吐いた。

「いきなりで考えられない」

「梓」

　──あと少しくらい、本音を言ってもいいだろう。

「でも、佑輝に私の恋人になって欲しい」

　佑輝が破顔した。

「ああ。嬉しいよ」

「私も嬉しい」

　本当は、父が選んだ夫が佑輝だったらどんなに幸せかと思っている。

　ありえない。

　シンデレラが王子と踊る時間は終わった。梓は靴を落とすことなく彼の前から消えるのだ。

　佑輝は体を起こすと、再び梓にのしかかった。

「明日は、君の父上に『お嬢さんと結婚前提のお付き合いをさせて頂いております』と挨拶に伺う、大仕事が控えてるんだがな」

　照れくさそうに笑う彼を、梓は愛おしく思いながら迎え入れた。

　佑輝が「愛してる」とささやく。奥をうがつ激しい動きに、梓はまた上り詰めた。

　

　情熱の一夜が明けた翌朝、梓は寝ている彼を置いてホテルの部屋を出た。

　目覚めてからも彼の腕をそっとはずしてベッドから起きたときも。服を着てからも部屋を出てからも。そして、ホテルを出た瞬間も彼女は迷った。

　もしかしたら、佑輝の求婚は本気なのかもしれない。部屋に戻って彼が起きるのを待っていれば、父に恋人を紹介出来るのかもしれない。

（ないわ）

　いくら恋愛経験の少ない自分でもわかる。

　佑輝は目が覚めたら、もしかしたら落胆はしてくれるだろうか。

　けれど、その数分後に彼はシャワーを浴びて冷静な男に戻ってしまうのだ。

　──熱く、情欲に濡れて梓を見つめてきた男が冷めるのを見るよりは、逃げ出したほうがましだった。

　朝六時。

　休日ともあって、人通りは殆どない。

　有名なブランドの路面店が並ぶ目抜き通りはまるで映画の撮影現場のように、どこか無機質で静まり返っている。

「帰りたくないなぁ……」

　地下鉄に向かいながら、梓ははあぁ……とためいきをつく。

　初年度はともかく、ボーナスを貰いサラリーが上がったタイミングで、なぜ自分は一人暮らしをしなかったのだろうか。

　朝活や婚活に忙しい梓と、週に三日も出張をこなす父とは、殆ど顔を合わせることはない。

　なかば一人暮らしのようなものだから……と、ずるずる父と同居していたのが仇になった。

　佑輝の身につけていたコロンが自分から薫るのに気がついて、梓はどこかでシャワーを浴びたいと思った。

　父への裏工作ではない。

　さすがに体中から男物の香水の匂いを漂わせて帰宅したら眉をしかめられるだろう。けれど、今日で二七歳になった娘の外泊をいちいち問い質すような野暮な父ではない。

　梓が、彼に抱きしめられたままのようでいることが悲しかったからである。

　彼女は二四時間チェックイン可能なビジネスホテルに向かった。

　服のプレスを頼み、シャワーを浴びてベッドに潜り込んだ。

　きちんと整えられたシングルのベッドは堅く冷たい。

　どこにも、自分を抱きしめてくれた男のぬくもりはなく、梓はシーツのなかで自分の体を抱きしめて丸くなる。

　佑輝と愛し合ったことを何度も想いだし、眠れない時間を過ごした。






【父への挨拶】








　……目が覚めると、すでに夕方になろうとしていた。

　ベッドのサイドボードの充電器に差し込んでいた携帯電話を確認すると、父から何度も着信があった。

『お前の結婚相手が家で待っている。三人で食事をしよう』

　最新のメッセージを読んで、梓はため息をついた。

　ドアの下からは『クリーニングをお届けしました』とのメモが挟まれている。廊下側のドアノブには、お願いいしたプレスサービスの服がランドリーバッグと共に戻ってきていた。

　服を着こみながら、憂鬱になってきた。

「猶予が欲しい……」

　一年とは言わないが、半年。いや三か月は待って欲しい。それが駄目なら、せめて一週間くらい旅に出たい。

　結婚前に素敵な想い出を、と考えた自分が浅はかだった。佑輝との一夜が素晴らし過ぎて、このまま別の男性と結婚出来ると思えない。

「なんとか断れないかな……」

　往生際が悪いことはわかっている。

　待ってくれている 〝夫〟にも失礼だ。

　チェックアウトをして地下鉄に乗った。梓はしょんぼりとしながら、色々断りの理由を考えていた。

『持病の癪が』

　シャクとはなんだろう、と調べてみたらどうやら激痛の総称と発作のことらしい。相手が、そういう症状に悩まされている人物でなくても断る理由にするには失礼すぎる。

『宗教上の理由で』

　いつどこでどんな宗教に入信したのだ、と父に突っ込まれそうだ。

　自宅がある最寄り駅についた。とぼとぼと自宅に向かいながら物思いに沈んでいると、バン！　と扉を開けたような音がした。音がした方向を確認すれば、車が側道に隠れるように止まっている。車内から地面に踏みだした足からカツリと靴音がした。

　目に触れたのは趣味の悪い革靴。大学のときにつきまとわれていた、香山側の大嫌いな従弟だった。誰かわかった途端、梓は避けようとした。

　しかしがつ、と肩を掴まれてしまった。

　梓はにらんだ。

「今度は接近禁止令になるって言われたの、憶えてないの？」

　最近、すっかりこの男の存在を忘れていたのに。

「そう噛みつくなよ。……昨日は随分お楽しみだったみたいじゃないか」

　ぞわりと震えが来た。

　この男は四六時中、自分を見張っていたのか。

「男探しに苦労しているようだが、俺が結婚してやるよ」

「名香の会社目当ての貴方なんかと、誰が結婚するものですか」

　こんな男と婚姻の軛くびきに繋げられるのならば、父が用意してくれた男性のほうが百万倍ましだ。

「世界中に男性が貴方一人になったって、絶対に結婚しない」

「下手に出てればつけあがりやがって……いいから来るんだっ」

　腕をいきなり掴まれ、車に引きずり込まれそうになる。

「っ、誰か！」

　梓は咄嗟に鞄のなかに手をやり、防犯ブザーを思いきり鳴らした。けたたましい音があたりに響き渡る。慌てて、従弟は彼女を放り出した。

「言ってろ。何の取り柄もないお前から、名香を取ったらなにもないっていずれわかる」

　は、と嘲笑うと、従弟は車を乱暴に運転して遠ざかった。

　震えがとまらない。

　青ざめた顔のまま、梓は足早に家に向かった。玄関に到着して後ろを振り返れば、従弟の姿は見当たらない。

　安心すると、別の問題が頭をもたげてきた。

「はぁ……」

　大きなため息をついて、ドアを開けると父より少し大きめの靴が目に入った。佑輝の履いていた靴に似ている。

（私のバカ！）

　なんでもかんでも、彼に結びつけてしまう自分が嫌になる。

「梓、遅かったな。外がうるさかったが、なにかあったのか」

　自身のスリッパをラックから取り出して履いたとき、父が玄関まで出てきた。

「駐車禁止のところに車が止まってたみたい。……お客様は？」

「ああ、台所だ」

「え？」

　台所といっても、趣味で魚も捌きそば打ちもする父の設計により、二十畳ほどの広い空間となっている。秘書や友人など、気に入った客をもてなすとき父は料理を作る。

『食事』と言っていたが、手ずから料理を振る舞っているのだろうか。そんなに父の眼鏡に適った人物かと、かえって気が重くなった。

　誰だろうと考えをめぐらせた。

「お父様の秘書さんは、たしか奥様がいらしたし……」

　父は候補者を匂わせることをしなかったから、誰なのか見当がつかない。佑輝であって欲しいとまたしても考えてしまい、慌てて打ち消す。

　洗面所で手を洗ってから、着替えようと自室へ行った。

　ドアを開けて、梓は違和感を感じた。

　部屋の中が妙にそっけない。

　梓はきょろきょろと見回し、は、と気がついた。ガラス戸が嵌った本棚の中が空だ。

　慌ててクローゼットにかけよって観音開きの扉を勢いよく開けたが、なにもない。

　彼女はぱたぱたと足音をさせながら台所に駆け込んだ。

「お父様、私の部屋をどうしたの？　……っ」

　佑輝が父と並んで料理をしていた。

　呆然と立ちすくんでいる娘に父が声を掛けてきた。

「ああ。こちらの朝比奈君の家に運び込んでおいたから」

「……どういうこと？」

「立ち話もなんだ、食事をしながらにしよう。梓、今日の料理に似合う酒を見繕ってきてくれ」

　そんなことより、ここに彼がいることについて説明して欲しい。

　だが、父は鼻歌混じりで料理に戻ってしまい、佑輝らしき人物をにらんでも、彼は梓をちらりと見たきり、父の補助に専念している。

　梓はふうーっと大きく息を吐き出すと、テーブルの上を確認した。

　鰈かれいの煮つけ、蛸と胡瓜のぬた、白和え。酒で茹でた豚肉をトッピングした温野菜のサラダ。父の得意料理で梓の好きなものばかりだ。

「……は、……い……」

　梓はなかば無意識にパントリーで父の秘蔵の酒棚からある一本を選び出した。

「『竹の蔵』の山廃大吟醸か」

　テーブルに置いた壜のラベルを見て、父が満足そうにうなずいた。

（どういうこと？）

　彼が佑輝でないのか瓜二つの親戚なのか。

　のろのろと自分の席に向かって歩くあいまも、考えてしまう。

　もし本人ならば、どうしてここにいるのかを問い質す必要がある。

「昨日、受付でお会いしただろう。梓、こちらは朝比奈コーポレーションの常務、朝比奈佑輝君だ」

　父の上機嫌な声に梓は目を見開いた。

　昨日の訪問客で、唯一顔を合せなかった訪問客が佑輝だったとは。

　朝比奈コーポレーションはメガバンクや私鉄のシステムなどを作っている、重要な取引先だ。

　別人とはもはや思えない。

　だとしたら会社近くのバーに入ってきたのは偶然ではなかったということだ。自分に近づいたのは計算づくだったのか。梓の体の中にす、と氷の柱が出来る。

「断っておくが、私が佑輝君にお前との結婚を押しつけたわけじゃない」

　梓を見染めた佑輝が父に結婚を申し込んできたのだという。

（嘘！）

　目でなじる梓に、佑輝は父の言葉どおりと首肯した。

　それをどうとったのか、父から一枚の用紙を差し出された。

「これ……！」

　婚姻届けだった。

　既に、保証人の欄は記入されている。

「約束だったはずだな、お前の誕生日に結婚させると」

　父の目は本気だった。

「早すぎるわっ、私が朝比奈さんと会ったのは昨日よ！」

「だが、昨日までお前は恋人さえいなかった。紹介できなければ、私の選んだ相手と結婚すると約束したはずだ。朝比奈君が有能で立派な男であることは、梓にもわかっているだろう。なにが不安だ」

　そういう話ではない。

　表情をこわばらせている梓を見てなにを思ったのか、佑輝は父が梓に差し出した婚姻届けを奪い、夫の欄に自著を記入した。

　そして、梓に差し出した。

「昨晩の俺の求婚に対し、恋人ならと言ってくれた。だから恋人として付き合って欲しい。この届は貴女に預けておく。一緒に暮らしてみて、俺の人となりを信じられたら、提出して欲しい」

「昨日、恋人から始めたいと言ったのは……！」

　プロポーズが肌を重ねているあいまのリップサービスだとしても、未来がないとわかっていても、佑輝との未来を夢見たかったからだ。

　しかし、佑輝が欲得ずくで梓に近づいてきたのでは話が違う。

　受け取るべきなのか、梓は迷った。

「わたし」

　梓はごくりと喉を鳴らした。

　一緒に暮らしたら佑輝に心が傾いてしまい、なし崩しに結婚を承諾してしまいそうな自分がいる。

　しかし、自分だけが相手に恋焦がれる結婚で、果たして幸せになれるのだろうか。

　佑輝を断れば父は別の人選へと移るだろうが、次の人物が彼を忘れさせてくれるとは到底思えない。広い世界に佑輝と同等、もしくは彼を凌駕する人物もいるのだろうが、梓には既に佑輝が唯一としか思えないからだ。だが、今の梓は佑輝の愛を信じたいあまり、疑ってしまう。

　どう答えるのが正解なのか、考えがまとまらない。

「チャンスを与えてくれる猶予もないくらい、俺が嫌か。……一生、会わないというのは仕事柄出来ないが。君が勤務中は顔を見せないよう、努力はしよう」

　断れば、もう逢えない。

　逃げ出したくせに、追いかけてくれることを期待していなかった訳ではない。

　ここで拒絶すれば、昨晩自分のものだった男は誰か別の女性を抱くのだろう。

（いやっ）

　その恐怖が勝った。

「……わかった……」

　男の策略に乗る悔しさや危険より、彼と抱き合いたかった。

「ありがとう」

　佑輝が浮かべている、心にしみいるような笑顔がただ、梓には苦しかった。　

　それから父と佑輝は、将来の後継者として、いつから社長付取締役として出社するかという打ち合わせを始めた。

「御社のサーバーを購入し、システムを構築する新規案件を抱えている。三か月もすれば部下におろせるから、以降は君の傍で働ける」

　佑輝は梓を見つめて言ったが。

「二人の婚約発表については、佑輝君が我が社に入ってからになる」

　父に説明されても。

「そう……」

　まるで、この世界で自分一人だけがのけ者のような気がしてくる。

　食べ終わり、皿を梓と佑輝二人で洗ったあと、彼は父にいとまを告げた。

　靴を履く佑輝を見ても、梓はどうしていいのかわからない。

　父は立ちすくむ梓に封筒を渡すと、彼女の背中をぐいと佑輝に押しやった。

「入籍に必要な住民票や戸籍謄本だ。朝比奈君、娘を頼む」

「お任せください」

　佑輝が父に返事をしても梓はなにも言わず、靴を履いた。

　門の外には運転手付きの車が待っていた。

　二人が乗り込み、車が動き出すなり、佑輝は車内の防音壁を操作した。

　梓は固い表情で告げた。

「今日はどこかのホテルに泊まる。明日以降、一人暮らしの為の部屋を探すわ」

「ならば、俺も一緒に住む。言ったはずだ、俺をわかって欲しいと」

「同居しなくてもわかるわ」

「結婚出来るかどうかは、一緒に暮らしたほうが見えてくるものがあると思うが」

　梓が口をきかないでいると、佑輝は低い声でたずねた。

「どうして俺が起きるのを待ってくれなかった？」

「単なるリップサービスだと思った。……なぜ、貴方は私と結婚するの」

　梓が佑輝をにらみつけると、男も彼女の瞳を見つめ返してきた。

「理由は全て言ったはずだ。中身が好ましく外見も気に入っている。ベッドでの相性もいい……君が欲しいからだ」

「信じない」

「父上の会社目当てではないと言っても、今の梓は疑うだろうな」

　コンピュータサーバーの製造メーカーである名香エンタープライズより、システムを構築する朝比奈コーポレーションのほうが資本金や社員数は多い。

　格としては僅少の差ではあるが、朝比奈のほうが上である。

「『鶏口となるも牛後となるなかれ』」

　梓はそっとつぶやいた。

「男として、勿論それはある。だが、惚れている女性に言われるとキツいな」

　佑輝の声は苦笑を含んでいるものの、怒った様子はない。

　朝比奈も名香同様、血族経営の会社だ。佑輝の父が創業し、佑輝の兄が専務である。弟である彼は副社長にはなりえてもＣＥＯにはなりえない。

　組織の二番手で終わるよりトップになることを選んだのだろうという、梓なりの皮肉だった。

「それしか私を好きだなんて言う理由がないわ」

「では、梓は俺がこう言ったら納得するのか？　『貴女は受付で重役連の応対も手慣れている。気遣いが出来て控えめな態度も好ましい。俺の公おおやけのパートナーとして相応しい』と」

　言われた瞬間、切り裂かれたように胸が苦しくなった。

　俯いてしまった梓を見つめて佑輝はなだめるように囁いた。

「意地悪なことを言ってすまない。一目見たときから梓を好ましいと思っていた。誓って言う、この結婚に政略の意図はない。人生を共に歩める、私わたくしのパートナーとして俺が梓を欲しいからだ」

　身裡に湧き上がる歓喜を梓はもてあました。

「それをこれからじっくりと教えてやる」

　指を絡ませてきた男の指が指の間を淫らにこすりあげてきて、梓の体の奥が疼いた。

　お手軽すぎる、体からまんまと堕とされたと自分を責める心の声よりも、この男と離れずに済むのだという安心感が勝った。我ながら忌々しい。

　隣に座っている男を意識しているあいだに、佑輝が暮らしているタワーマンションに到着してしまった。

「朝比奈様、お帰りなさいませ」

　挨拶してくるコンシェルジュに佑輝は梓を一緒に住む女性だと紹介した。

　自分が拒否したくせに、あやふやな関係だと言われたことを不満に思っている事に気がついた。なんと我儘なことか。思わず苦笑を浮かべてしまう。

「どうした」

「なんでもない」

　気がかりな視線を向けられているのは知っていたが、高級ホテルのようなエントランスや廊下に見惚れたフリをする。

　ドキドキと胸がうるさい。

　……実は、男性が一人で住む家を訪れるのは初めてなのだ。

　元恋人も実家暮らしだったので、互いの家を行き来したことがあるのは同性の家ばかり。

「スペアキーと暗証番号を渡しておく」

　地下一階と二階には高級スーパー、地下三階には駐車場、そして最上階とその下には入居者限定のバーとスポーツジムがあると教えてくれた。

　住居棟の広い廊下には、あまりドアはない。そのうちの扉の一つに佑輝がカードキーをあてた。暗証番号を入力するとドアが解錠される。

「どうぞ」

　ドアを開けられてびくついたが、廊下にいるわけにもいかない。

　佑輝は広い宅内をすすんでいく。

　廊下がない、不思議な作り。

　玄関を入って右側の空間はシュークローゼットや収納を間仕切りにしてすぐにリビングになっており、左手には何部屋かあるようだが扉がない。

「解放感があるほうがいいから、開閉部分はすべて引き戸なんだ。全室に床暖房も入ってるし、洗面所以外は冬でもめったに閉めない」

　手前から筋トレをするだけの部屋、洗面所に浴室スペース……と説明してくれる。

「ここは友人も呼んだことがなくてね。隠れ家のつもりで設計したから、女性には使いづらい点が多々あるかもしれない。なんだったら、別の家を建ててもいい」

　梓の足がピタリと止まる。

「梓？」

「なぜ私のためにそこまでするの？」

　佑輝と父がどう言おうと、政略結婚だ。婚姻届を梓が預かっているとはいえ、選択の余地はないのに。

　〝夫〟になる人は微笑んだ。

「二人で暮らすんだ、梓が心地よく暮らせないと始まらない。さぁ、ここが我が家の唯一のベッドルームだ」

　案内されて、梓の心臓がどきんとはねた。

　梓の荷物がすっかり運びこまれていた部屋には、照明器具やサイドチェストの他はキングサイズのベッドが一つだけ。あとはウオークインクローゼット。

　固まる梓の髪に口付けて佑輝は熱っぽくささやく。

「昨日の続きがしたい。君と愛し合いたい」

　体の奥から濡れてくる感覚に、梓は逆らいたくなかった。

　だが。

　梓は佑輝の胸を押しやり、拒んだ。

「お願い、今日は一人で寝かせて」

　考えたいことが山ほどあった。

「…………わかった」

　佑輝はそっと彼女から離れた。

「俺はリビングのソファで寝る。君はここを使うといい。タオルは洗面所に置いてある」

「ありがとう」

　佑輝はかがみ込んできた。キスされる、と梓はぎゅ、と目をつぶった。

　男の唇は予想した場所ではなく額に落ちてきた。

「よい夢を」

　佑輝はあえて引き戸を締めていかなかった。あとには混乱したままの梓が残された。

　リビングからは間接照明らしい光が伸びてくる。うるさくない程度にジャズが聞こえてきた。

　距離はあるけれど遮断されておらず、干渉されたくないが佑輝の気配を感じられる。

　この間取りはいいなと梓は思う。

　寝室はキングサイズのベッドを入れてあっても、まだ余裕があった。

　シーツは変えてあったが、そこここに男の佇まいが感じられる。

　携帯を取り出し、彼のことを調べようとしてやめた。朝比奈コーポレーションという会社についてはおおまかな知識はある。ネットで佑輝のことを調べたら、華やかな醜聞にいきついてしまいそうだ。

　目の前にあらわれた人物を、自分が見たままの朝比奈佑輝という男性を判断しようと思った。……なのに、冷静に佑輝を見極めようと思うほど、惹かれるほど、なぜ好かれているのかわからない。

　見染められるようなことをしていないのだ。

（普通に仕事して、普通に婚活してるだけだったし……もしかして彼とどこかの会場で会っていた？）

　佑輝の顔立ちは男らしく整っている。話していると頭の回転の速さがわかる。気遣いもできる。

　出会いの場で、あんなに素敵な男性がいたら争奪戦になる。女の戦いに自分が身を投じるかは不明だが、覚えていないはずがない。

　第一、両手に花どころか花園を引き連れているような男性だ、そんな場所に来る必要がない。

　彼に群がる百花繚乱の女性達より梓が抜きんでている点などない。強いていえば壁の花担当だが、花というより壁と一体化している忍者に近い。

　……例えば、梓がなにか大失敗をして、彼の記憶に残ってしまったのだろうか。

　目を覆うようなことをしでかしていないつもりなのだが、覚えていないだけかもしれない。

（私、自分には甘くて他人には厳しいものね。なんていったって『重役考査七七点』だし。自分が受けたら五十点いくかわからないくせに）

　仮説を思いついた。

「星付きフルコースを食べてる人がたまにＢ級グルメを食べたくなるような感じかな」

『蓼たで食う虫も好き好き』はあまりに自分に対して酷すぎる。地味でアラサーだが、そこまでではないと思いたい。

「梓？」

　そっと声がかかり、彼女は慌てて口を噤んだ。

　……やはり、名香コーポレーションの社長令嬢しか特色が思いつかない。

　イコール、佑輝が求婚してきた理由はは梓の背景によるものなのだと思い至り、落ち込んだ。

　好きにならないようにしないと、と自分を戒めて手遅れだと気づく。

　佑輝から『愛している』と言葉ももらった。態度も言葉も熱っぽいものだった。

　いたわりを感じさせるエスコート。洗練された、大人の仕草。ウイットに飛んだ会話に、少年のような笑み。燃やしつくされてしまうかのような熱情。

　堕ちないでいられるわけがない。

　いっそのこと、愛されていると勘違いしていたほうが楽だろうか。

（そのほうが考えたくないことについて見ないフリをしていられる）

　梓は掛布をかぶり、ぎゅ、と目をつむった。







【とまどいの溺愛生活】








　鼻腔に珈琲の香りが届いた。

「ん…………」

「おはよう、梓」

　ことりとカップがベッドサイドのチェストに置かれる音がして、ぎしりとベッドがたわむ。

　唇が降りてくるのを梓は額に感じた。

　バーで出逢った一昨日、甘い酩酊に落とされた。佑輝の体は心地よく、梓は彼の胸に顔を押しつけてつかのま眠ったのだ。

　彼の腕の中なら、なにも心配することはないんだという安心感を感じていたのを思い出した。

　眩しさで顔の上にあげた腕に、鬱血痕がうっすらと残っている。

　恥ずかしくなり、梓はもぞもぞとシーツのなかに潜り込んだ。

　佑輝が掛布ごと彼女を抱きしめる。

「梓、今日は予定がなかったら、デートにでかけないか」

　梓は頬が赤いのを悟られたくなくて、掛布から鼻から上だけ出した。

「……デート？」

　佑輝はにっこりと微笑む。

「ああ。俺のことを知りたいんだろう？」

　佑輝と太陽がきらめくなか出かけられるのは正直、嬉しい。

　けれど。

「んー、やめにしておく」

　断腸の想いで告げる。まさか断られると思わなかったのだろう、訊き返された。

「え？」

「佑輝のことを知りたい第一弾はまず、この家と仲良くなりたい」

　なんとなくの勘であるけれども、佑輝は懐にいれた人物は甘やかすタイプに思える。

　ただでさえ惹かれている相手なのに甘やかされてしまえば、まともにジャッジ出来ないだろう。

　彼を知るには外での態度の観察も大事だが、内の観察も大事だ。

『結婚するまでは両目で相手を見よ、結婚してからは片目をつぶれ』と聞いたことがある。

　デートを断るのは、ものすごく残念だが。

　……少しの間があって。

「了解」

　佑輝が返事をした。

「俺をじっくりと知っていくがいい」

　囁かれた糖度たっぷりな声に、梓の体はぞくんと震えた。

「その前にお姫様、朝飯だ」

「え？」

　まだベッドにいた梓の膝裏へ腕を通した佑輝に、ぐんと持ち上げられた。

　そのまま横抱きにされる。

「佑輝っ」

「昨日はスキンシップが出来なかった。これくらい許せ」

　大人の男性なのに、拗ねた声が可愛いと思ってしまった。

「……」

　真っ赤になった顔を見られたくなくて、梓は佑輝の首にしがみついた。

　運ばれたままダイニングに着くと、佑輝が料理をつくってくれていた。

　二人がけとしては、やや大きめのテーブルにトーストや、サラダ。目玉焼きにベーコン。スープまである。

「わぁ……」

「腹が減ったろう。昨晩はあまり食べていなかったし」

　よく見ている人だと思った。

「いただきます」

　梓が手を合わせると佑輝も真似る。

　スープには野菜が沢山入っている。中身をたっぷりと掬ったスプーンを口に運んだ。

「美味しい」

　目玉焼きは半熟、ベーコンはカリカリで火加減の通りもちょうどよく、サラダにかけられている手製というドレッシングは絶品だ。

　そういえば、と梓は昨晩のことを思い出す。父と息の合った手際のよさ。まめに料理をしているのだろう。

　聞きたいことがあった。

「あの」

　なんだ？というように佑輝は片眉をあげた。

「……私達、もしかしておとといが初対面ではなかった？」

　職業柄、受けつけた訪問客の名前と顔は忘れないようにしているが、佑輝には心あたりがない。

　大事な取引先のことはニュースや経済誌を読むようにしていたが社長会長の去就までで、専務や常務までは不勉強だった。

「初対面だ」

「……そう？」

　言い方があまりに不自然だった。

　梓は佑輝をじっと見た。彼はこちらを向いているものの、梓の追及を逃れたいようで視線をあらぬ方を向けた。

　彼女は佑輝の両頬に手を添えると、自分の顔を近づけ男の双眸をのぞきこんだ。

「私、なにか印象づけるような大失敗を数ヶ月前にしでかした？」

　思い出せない以上、佑輝に訊くしかない。けれど、肩に手を置かれて、ぐいと引き離れた。

　……寂しいと思ってしまう心を誤魔化すように、梓は男を睨んだ。

　梓が疑わしげに自分を見つめているのに気がついたのだろう、佑輝は両手を挙げた。

「答え合わせはおいおい、かな。今日はこの家と仲良しになるんだろう？」

　はぐらかされてしまった。

　佑輝は立ち上がると、食器をシンクに運び洗い始める。

　梓も手伝おうと立ち上がって袖をまくったが、やんわりと断られた。

「午後は買い出しに出かけよう。梓はそれまで荷解きでもしているといい。適当に入れてしまったから、足りない物はメモしておいてくれ」

「……わかった」

　男の家に自分の荷物を置くのも当然、初体験だ。

　梓はドキドキしながら寝室に戻った。昨晩はあまりに動悸が激しくて、室内をよく見ていなかった。

　窓に設置されている木製のブラインドを上げた。

　ダークブラウンの木材を使った、重厚なベッド。サイドチェストも同じ材質で揃えたらしい。落ち着いた雰囲気だ。

　自分が使って寝乱れたのが、まるで情事のあとのようで面はゆい。掛布をはいで、空気をあてる。

　手でシーツの皺を伸ばしていく。上質な手触りだ。

「いいな」

　声がかけられて、背中がびくりとなった。

　いつのまにか佑輝が腕を組んで戸口に寄りかかっている。ラフなルームウェアなのに手足の長さが強調され、逞しい体型とあいまってファッション雑誌の一ページのようだ。

　モデルのような男が自分を見つめている。

　梓の喉がごくりと鳴った。

「……なにが？」

　声が震える。

　佑輝と自分の間に隔てるものはなく、傍にはベッド。彼が一歩でも踏み出せば、抱いて欲しくて梓は自分からベッドに身を投げだすかもしれない。

「さっさと、寝巻きから着替えたところ」

　先程は佑輝に連れ去られて無防備な姿をさらけだしてしまった。

「あとは、整理より乱れた寝具を整えるところ。梓は隙を見せないな」

「え？」

　不安になった。

『油断しているときに素の自分が出るから、普段からきちんとする習慣をつけなさい』と言われ続けてきて、身の回りを整理する癖がついている。

　……『隙を見せない』のは女として魅力が足りないのだろうか。

　見極めるのは自分のはずなのに、観察されている側に回っていていたたまれない。

　梓の不安そうな表情に佑輝は肩をすくめてみせた。

「梓は悪くない。……俺ばっかり好きにさせられるのはずるいと思うけどね」

　聞き返す前に佑輝は立ち去った。

　梓は頬に熱を宿したまま、段ボール箱の中身を出していった。

　

　午後には段ボールの中身を出し、全て畳みおえた。

　コンコンと壁を叩く音がし。

「お疲れ」

　佑輝が姿を現した。

「そいつらはリビングかな？」

　佑輝の視線の先に、梓の自室から運び入れた本や小物があった。

「持っていこう」

　寝室に置けるような棚はない。

「いいの！」

「なぜ？」

　リビングに置かせてもらうのは……、佑輝の家を自分達の家と勘違いしてしまいそうで。目を逸らした梓から、佑輝は彼女の心情を察したようだった。彼はふ、と笑みの形に唇をあげた。

「堕ちそうで堕ちない。梓はいちいち闘志を燃えたたせる女だな」

　佑輝こそ、いちいち口説く気満々であることを伝えてこないで欲しいと思う。

「さて、動いて腹が空いただろうからランチなんてどうだ？」

　梓はぱっと佑輝を見た。

「もしかして作ってくれちゃったの？」

　自分のことばかりに集中して、相手がいることを失念していた。

「時間があるほうが作ればいい。気にしなくていい、レトルトカレーだ」

「……晩御飯、私が作る」

「楽しみにしてる」

　頬に手を添えられて気づいた。

　いつのまに距離を詰められたのだろう。

　不思議に思いながらエスコートされてダイニングへと戻った。

　テーブルにはビーフカレーと、白っぽいスープとオレンジ色の飲み物がある。茹で玉子を粗く刻んだものにナッツやレーズンは、カレーのトッピング用だろう。

　一口、食べた。

「んっ」

　目を丸くした梓に、佑輝がニヤと笑う。

「美味しい！」

　深い味は、ホテルのレストランやカレーを看板にしている店で供される味といって差し支えない。

　とてもではないが、レトルトとは思えない。

「レトルトを使いつつ、旨いカレーを作れるレシピを探しまくった」

　おまけにラッシー──オレンジ色の飲み物はマンゴー味のラッシーだった──は手作り。

「佑輝はお料理が趣味なの？」

　梓では太刀打ちできるレベルではない。

「趣味というか気分転換の一つ」

　頭を空っぽにしたいときに料理は最適なのだと言う。

　それから導き出された答えは。

「……仕事は大変？」

「え？」

　梓の問いに、目をぱちくりした佑輝が愛おしいと思ってしまう。

　佑輝が真剣な表情になった。

「……そういうところだぞ、俺が梓を愛おしいと思うのは」

　低く恫喝するように唸られ、今度は梓がきょとんとする番だった。

　考えた末、梓は夕飯を引っ越し蕎麦にした。

　地下のスーパーで出来合いの天ぷらに大根、冬どん菇こを買い込む。せめてだし巻きと麺つゆは作ろうと思う。

　干ししいたけの戻し汁から麺つゆを作ると聞いて、佑輝は興味しんしんだ。

　梓は佑輝にキッチンの仕様を教えてもらった。ビルトインの食洗機に、冷蔵庫、オーブン。

　天袋に手が届かず背伸びをしていると、佑輝が後ろからざると蕎麦猪口、徳利をとってくれた。

　梓は振り返って訊ねた。

「ありがとう。……なんで佑輝は私が考えていることや、したいことがわかっちゃうの？」

　先回りされている。　

　嬉しいが、自分が佑輝の手のひらの上で遊ばれているような気もして悔しい。

「質問一回につき、キス一回」

　深い瞳で見つめられ、梓は佑輝の腕の檻に閉じ込められている自分に気づいた。

　キスして欲しい。

　彼のことを佑輝のことを、目の前にいる男を知りたい。

　梓の唇がうっすらと開いた。

「梓」

　佑輝の掠れた声に、慌てて梓が顔を背けるが間に合わずあごを捉えられ振り向かされた。唇を重ねられる。

「は、ァン……」

　鼻から抜ける息が甘ったるい。全身を委ねたくなる。

　後頭部と腰をしっかりと抱えられ、むさぼられた。

　ぴちゃり、という音がして唇が離れていった。

　つ、と二人の間に銀色の橋がかかったのを佑輝は舐めとると告げた。

「却下だ。俺は梓からの質問など待っていられない。いつでも触れたい」

　焔でも噴き出しそうな双眸に灼かれそうになる。梓は、体が疼いて答えられなかった。

「……少し走ってくる。夕飯までには戻る」

　言い捨てると佑輝は家から出ていった。梓は動けず、ドアが閉まる音を聞いてからずるすると床に座りこむ。潤んだ瞳で唇を押さえたまま、しばらく動けなかった。

　──ランニングから帰った佑輝は熱情を見事に抑え込んでいた。

　二人で夕飯に舌鼓を打った。好きな酒や好みの肴の作り方など、話題はつきない。

　別々にシャワーを浴びて、就寝の時間。

「おやすみ」

　佑輝は梓を寝室まで送ると挨拶して、そのまま立ち去ろうとする。梓は思わず彼の夜着の裾をつかんだ。

　男の瞳が、梓を欲しいと告げている。きっと自分も抱いて欲しいと全身で訴えている。

　佑輝がそっと梓の手を掴み、口づけた。

「梓。よい夢を」

　恋人は静かに梓から離れていく。

　瞬間、寒いほどの寂しさに見舞われた。梓は、必死に自分の体を抱きしめるしかなかった。

　

　ぴぴぴ……とアラームが軽く鳴る。

「ん……」

　梓は目を醒ました。なんとなく家のなかがしん……としており、不安になった。

「佑輝……？　佑輝っ」

　リビングにはおらず、他の場所にも気配がない。

　ダイニングのテーブルの上にはラップされた食事と手紙があった。

『今日は日帰り出張なので早めに出る。退勤時間には迎えにいくからエントランスを出たところで待っていて欲しい』

　ほう、と息を吐き出した。

「愛想を尽かされたのかと思った……！」

　安心したら、きゅるると腹の虫が鳴った。

　作ってもらったことに申し訳ないと思いつつ、恋人が用意してくれたご飯を味わい、手早く食器を洗った。

　歯を磨き、化粧水を肌にたっぷりと染み込ませて化粧をする。

　寝室に戻り、ウオーキングクローゼットを開けてみれば己の服の横には佑輝のスーツや洋服がかけられている。

　彼のスーツをなんとなしに撫でてみた。

　佑輝愛用のコロンがほのかに残っていて、彼に抱きしめられているような気分になる。

　ぺちん、と頬をたたいた。

「油断していると、彼のスーツを抱きしめただけで一日が終わっちゃう」

　梓は顔を引き締め、出社支度を終えた。

　受付ブースにつくなり、同僚に訊かれた。

「仲さん、化粧品変えました？」

「いつも通りだけど」

「お肌、ぷりっぷりなんです。透明感増し増しだし」

　佑輝だ。

　梓はとっさに思った。

「だったら、良く眠ったからかな？」

　梓はにこ、と微笑んだ。

　怪しい……と同僚はにらんできたが、梓は取り合わない。そうこうしている間に最初の客がきた。

　梓の変化を感じとったのは同僚だけではなかったらしい。

「なんでかしら」

　昼休みを終えて、梓は不審げにつぶやいた。朝から彼女に対応して欲しがる訪問客が増えたし、社内の人間も声をかけてくるようになった。

　彼女を『七さん』とバカにしてきた社員まで、あからさまに食事に誘ってきたのだ。

　自分がなにかしでかしたのだろうと梓は結論づけた。

「原因は明らかだと思いますよー」

　同僚がにこっと笑いかけてきた。

「え？」

　訪問客がエントランスを通り二人に向かってくる前に、梓は体をねじってストッキングが伝線してないか、スカートのチャックが開きっぱなしかを確かめた。

　同僚がささやいてきた。

「続きは更衣室で！　仲さん、逃がしませんからねぇ～」 

　──終業後。

　更衣室で女子社員達に取り囲まれた。恋人が出来たのではないかと追及された。

「そう……ね」

　恥じらいながらうなずけば、きゃあと室内が沸いた。

「だと思った！」

「それ以外考えられないよねって話し合ってたんですよぉ。梓さん、笑顔がしっとりして！」

「愛されてるオーラ半端ないです」

「社外の人ですか？」

「ズバリ、結婚は？」

　散々いじられてしまい、会社を出るのが遅くなってしまった。

　退社すると、梓はキョロキョロと周りを見回した。

「梓」

　佑輝が車から降りて、彼女に近づいてくる。

「お疲れ」

「佑輝も！　ごめんね、待たせちゃった？」

「大丈夫」

　車のなかで二人はどちらからともなく、指を絡ませあう。

「梓、今日の夕飯はなにを食べたい？」

　自宅のあるタワーマンションの駐車場に車をとめると、佑輝が訊いてきた。

「そうね……。今度は私が貴方の好きなものを作りたいな」

「じゃあ一緒に作ろう」

　スーパーに立ち寄り、二人で食材をあれこれ吟味しながらカートに入れていくのが楽しい。

　夫婦みたい……と思う。

　梓ははしゃいだ声をだした。

「今日ね、後輩達にからかわれちゃった」

「なんて言われたんだ？」

「『恋人できたんですか？』って」

「梓はなんと返したんだ？」

「ウン、て答えた」

　照れながら言えば、手をギュッと握られた。悪戯っ子のような眼で見つめられる。

「遠からず結婚します、て言っていいんだぞ？」

　どきん。

　胸が甘くときめく。

「そうね。……気が向いたらね」

　なんとか言ってのけると、唇すれすれで囁かれた。

「憶えておくといい。俺は焦らされた分、たっぷりと愛する主義だ」

　脳裏に愛された夜のことが甘く蘇り、憶えているといいそうになった。

　

　ふわふわと一週間が過ぎて、再び週末。待ち望んでいたデートに誘われた。

　断る理由はない。梓はいそいそとクローゼットの扉を開けた。

「デートだから、上品で華やかなワンピースにしよう」

　ハンドクリームで手をマッサージして、マニュキュアは薄い桜色にする。うるさくない香水をつけた。

　街を散策しながら、佑輝は「ここへ入ろう」「次はあそこ」と梓をハイブランドの店に引っ張りこむ。

　そのたびに「梓に似合うな」と服を彼女に押し当て試着させていく。店から出てくるときにはブランドロゴの紙袋をもっていた。

　とうとう「あそこも」と佑輝が言い出すたび、「もうだめよ」と梓が止めた。

「こんなにお金遣いの荒い人だと思わなかった！」

　梓は腰に手をあてて、〝夫〟候補をにらみつけるふりをした。

「……ようやく意中の女性とデート出来て、浮かれてるんだよ」

　照れた彼に見惚れてしまう。

　何度か口をパクパクさせた梓は、なんとか言葉を絞りだした。

「きょっ、今日は仕方ないけど。お小遣いは一日三百円までだからっ」

（なにを奥さんみたいなことを言ってるの、私！）

　真っ赤になった彼女をしばし見つめたあと、佑輝はぷっと吹き出した。

「了解しました」

　彼の声は揺れていて、彼女の肩を抱いて隣を歩く体はいつまでも笑いで震えていた。

「なにか食べて帰ろう」

　佑輝お勧めの店に到着し、心地よい気候だったので二人はテラス席を選んだ。

　スタッフがメニューブックをもってきてくれた。料理の写真が載っており、日本語とフランス語でメニューが書かれている。

　二人で頬を寄せ合い、なにを頼もうかとしゃべるのが楽しい。

　コースは頼まず、アラカルトにする。海老とブロッコリーのアミューズ、ホタテとクリームチーズのカクテル。ジャガイモや茹で卵を使い、アンチョビペーストのドレッシングをかけたニース風サラダ。取り分ける用の小皿をもらう。佑輝はメインに豚肉のコンフィ、梓はチキンロールの蒸し焼きを頼んだ。

　佑輝からワインを頼んでいいと言われたが、彼自身は運転するので飲めない。一人だけ飲むのも憚はばかられ梓は炭酸水を頼んだ。

　食べ終わり、二人が手を繋ぎながら駐車場へ向かう途中、ペデストリアンデッキを前に、ベビーカーを押していた女性が困っていた。

　見ればエレベーターはメンテナンス中のようだ。エスカレーターもあるのだが、荷物が多いうえ、胸に乳児を抱いて幼児と手を繋いでおり、うまく乗れないでいる。

　梓が駆け寄ろうとすると、その前に佑輝が女性に話しかけていた。彼は梓に荷物を預けると、女性を手助けしてやる。

　エスカレーターを登りきり、恐縮した女性が立ち去ったあと、梓は佑輝を見つめた。

「なかなか出来ないことだわ。ありがとう、誇らしかった」

　梓が満面の笑みで言えば、佑輝は眩しそうな表情になった。

「その笑顔」

「え？」

　梓は佑輝の蕩けそうな表情にドギマギしてしまう。

「君は誰かを助けるとき、とてもいい笑顔をしてるんだ」

「……そう？」

　梓には心あたりがない。

　話しながら、二人は駐車しておいた車の場所へ到着した。佑輝がロック解除し、二人が乗り込んだが発進しない。佑輝は梓をじっと見つめながら口を開いた。

「素敵な女性だなと思ったんだ」

　心からの賛辞に、梓は俯いた。

「……ありがとう」

　佑輝はハンドルに上半身を持たせかけると呟いた。

「……俺が君を最初に見かけたのは数ヶ月前だが」

「え？」

「いや」

　佑輝はよほど言いたくないのだろうか。口元を手で隠して頬を赤くしている。

　なおも梓がじいいいっと見つめていると、観念したのか話し出した。

「……半年前、海外出張から帰った翌日に商談が入っていたんだ。しかし相手の都合で一日前倒しになったうえ、悪天候で二時間ほど空港への到着が遅れた」

　運が悪いことに高速道路も渋滞で、佑輝は電車を使って会社に戻ることにした。

「そのとき、駅の階段でベビーカーを運んでいる女性二人をみかけた」

　二人は仲良く話しており、知り合いかと思ったという。

「階段を登りきったところで片方の女性は母子と別れてね」

「……うん？」

　それがどうかしたのだろうか。

「日本では、あまりそういう光景を見ないから覚えていたんだ」

「そうね……」

　佑輝の見た光景。

　日本の駅はまだオールバリアフリーにはなっていないのが現状だ。エスカレーターも昇り・下りが揃っているわけでもない。

　車椅子であれば駅員が押しているのを見かけるようになってはきたものの、ベビーカーを一人で持ち運んでいる女性を多く見かける。

　女性に手を差し伸べる人も少ないし、「駅にベビーカーで来るなよ」と心ない言葉と共に舌うちしている男性を見かけることすらある。女性としては手伝ってくださいと言いやすい環境ではない。

　梓も困っている人に手を差し伸べたいと考えているが、行動には勇気を伴う。その女性に対して、素直に感嘆した。

「梓は手伝おうとするだろう？」

「と、思いたい」

「君はそう答えると思っていたよ」

　佑輝は不思議な笑みを浮かべた。

「それから二・三週間後かな。別の会社に商談で訪れたんだが、急病人が出た」

「大変」

　梓は真顔になった。佑輝は彼女に安心させるようにほほえみかけた。

「だが、エントランスにいた女性がすぐに気づいて病人に駆け寄った。俺は手伝いを申し出たんだが断られた。その後、女性は客を医務室に連れていったようだった。あとのことを同僚に細かく指示してね」

「偉いですね、その方」

「ああ」

　彼はその様子を横目で見ながら受付を済ませたのだという。

「彼女だった」

「え？」

「ベビーカーを運ぶのを手伝っていた女性だったんだ」

「偶然てあるのね」

「まだわからない？」

　佑輝は微笑んだ。

「梓、君だったんだよ。俺の伴侶はこの女性がいいと思った」

　彼女は目を見開いた。

「そんなことで？」

　とっさのことだったから、そのときは勇気を出せた勢いで行動していたのかもしれない。だが、誰でも行うことだ。人生のパートナーにしたいと思うほどのことではない。

「君は、自分には辛口だな。だが、恋に堕ちるきっかけって『そんなこと』じゃないか？」

　恋。

　この男は、自分に恋していると告白しているのだろうか。

「でも」

「彼女の名前を聞きたくてたまらなかった俺は、次の商談まで待てなかった。翌日に社長の名倉氏に相談した。『出来れば受付の女性との見合いをセッティングしてもらえないか』と」

「お父様に？」

「ああ」

「……父はなんと？」

「『悪いが、私から働きかけることは出来ない。なぜならば、私がその女性に言えば命令になるからだ』と親父さんは答えた」

　彼女は驚いた。

　父は梓の夫に会社を継がせたいと望んでいる。

　佑輝が常務を務める朝比奈コーポレーションは言わずと知れた一部上場企業だ。朝比奈社長はなまなかな覚悟で自分の息子達を会社の重役に据えているわけではないだろう。

　父は取引相手の佑輝が有能なことも熟知しているだろうし、佑輝は名香の業務にも深い造詣があるのだ。

　父の会社にとってこれ以上ない後継者候補なのに、梓が自分で夫を見つけてくると信じて、彼女には働きかけなかった。

「父は佑輝の申し出を断ったの……」

「ああ。正直、相手にとっては悪くない話なのに、なぜ進めてくれないんだろうと疑問に思った。……昨日の梓の話を聞いて納得した。親父さんは、俺と君を出来るだけ自然な形で出逢わせたかったんだろうな」

　見合い話を断ったかわりに、梓のシフトを教えてくれたという。

「バーで飲んだ日もそうだが、君はなかなか受付に座っていなかった」

「あ」

　佑輝の恨めしそうな声に、梓は自分の口元を押さえた。

　彼が受付をする直前、建物の前で転んだ女性を助けに席を立っていたのだ。

「親父さんに会うたびに進捗を確認されてたんだが、都度『まだ再会も出来てない』と返事するしかなくてね。内心、焦ってたんだ」

　シフトを変わることもあったし、なにかあれば率先して対処してきたので、梓は受付を頻繁に空けることが多い。

　半年近くから佑輝はずっと出会いを作ろうとしてくれていたのだ。父としても、二人の時間を育む時間数か月もがあればと書類を用意していたのかもしれない。梓のフットワークの軽さがアダになったようだ。

「あの日は導入を検討している新しいサーバーの件についてディスカッションをしていたら、予想以上に長引いた」

　佑輝がガードマンに見送られて退館したのは、梓が帰る寸前だったらしい。車に乗り込んだらビルから梓が出てきたのだと彼は言った。

「今日も君に逢えなかった、縁がなかったのかと諦めかけたときに、ようやく逢えたんだ。だが、すぐに追いかけられなくて」

「なぜ？」

「会議が長引いた分、予定が詰まっていてね。秘書にスケジュール調整を頼んでいたので、すぐ店に入れなかったんだよ」

　彼が話しかけてきたのは二杯目を飲み終わったあとだったのを、梓は思い出した。

「気づいてたか？　俺が君と久しぶりに逢えた喜びと、初めて言葉を交わすので舞い上がっていたことに」

　梓は目を丸くした。

　ドキドキしていたのは自分のほうだと思っていた。佑輝は終始落ち着いた態度だった。

「テーブルをじっと見つめている君を見て、正直失恋したのならチャンスだと思った」

　寂しそうなのにつけ込んだんだ、と佑輝は言った。

　本当に悪い男とは、悪びれないのかもしれない。

　つけこまれたかったの、と梓は心の中でつぶやいた。

「だが、梓の話を聞いて危ないところだったと冷や汗をかいたよ」

「？　……ああ」

　梓は首をかしげてから納得して顔を赤らめた。佑輝も照れくさそうに笑う。

「まだ君が親父さんの娘だなんて知らなかったからな」

　佑輝は梓の手を握り口づけた。ギラギラとした熱情を込めた双眸で梓を見つめる。

「あんまり長いこと片思いしすぎていて、この気持ちは追い求める宝物がなかなか手に入らない焦燥と、執着に過ぎないのではないかと考えもしたよ。だが、梓と話しているうちに確信へと変わったんだ」

「……なぜ、変わったの」

　梓はドキドキしながら訊ねた。

　答えを知っているような気がする。けれど、しっかりと彼の口から言葉として聞きたい。

「俺が見たのは、楽しそうにグラスを傾けている梓だった。君はコートを裏返して椅子の背にかけていた」

「そうね」

　以前、酒を上着に引っ掛けられてからは、裏返しにするようになった。

　裏地が汚れる分には、応急処置をすればなんとか家には着て帰れる。あのバーは酒を楽しむ場所で、みな自分の適量を守る客ばかりだからそんな心配はしなくてもいいのだが、つい習慣でしてしまう。

「あと、これは俺の好みなんだが。女性がカップやグラスについた口紅を恥ずかしそうにぬぐう姿が好きでね」

　平気な女性も多いし、カップにつかない工夫や口紅自体も沢山ある。それでも残ってしまった場合、梓は気になってしまう。

「腕時計も、バッグも派手ではなかったが、上品で丁寧に手入れされていた」

「見ていてくれていたの……」

　腕時計もバッグもメンテナンスをきちんとしているが、誰も気づいてくれない部分だった。

「しっかりした女性だなと思って、もう一度恋に堕ちた。同時に君を見知らぬ男になど渡せないと思った。どうしても君が欲しい。梓を縛って逃さないつながりが欲しかった」

　言葉とまなざしに心と体が焼かれそうになる。

「帰したくないと思った」

　押し流されるふりをして、佑輝に飛び込んだのは自分の意思だった。

　佑輝は身を乗り出すと、梓の唇をついばんだ。

「名倉の家にいたのは、親父さんに呼び出されて首尾を訊かれたんだ」

　梓と語らい、求婚したことを告げたとき、初めて梓が娘であることを告げられた。

「じゃあ」

　梓はときめいた。本当に彼は自分が名香エンタープライズの社長の娘であることを知らなかったのだ。佑輝は父が言ったように、偶然みかけた自分をみそめてくれていた。

　佑輝も熱い瞳で彼女を見つめてきた。

「親父さんも俺も政略結婚なんて考えてない。それだけは信じて欲しい」

　つぶやくと佑輝は彼女の頭を引き寄せ額をあわせてくる。

　頬を染め、佑輝を見ればニッと不敵な笑みを浮かべている。

　その笑みがワイルドで、紳士然とした佑輝も素敵だが悪びれた魅力にしびれる。

「今すぐ信じろとは言わない。一生かけて俺の気持ちをわかってくれ」

「プロポーズみたい」

　梓は無性に嬉しくなって笑った。答えはＹＥＳしかないのに、からかいたくなった。

　佑輝は艶な双眸で梓をのぞきこんだ。

「みたいじゃなくて、プロポーズだ」

「もう一回言って」

　梓の額を突いたあと、佑輝はこほんと、咳を一つした。一瞬で怖いほどに真剣な表情になった男から梓は目を離せなくなる。佑輝はポケットから指輪を取り出すと、彼女の左手の薬指に嵌めた。

「……これって……」

　まじまじと見た。

　一カラットはあるのではないかというスクエアカットのダイヤの周りを小さな──といっても一粒で一万円札が何枚も家出するものだ──ダイヤがぐるりとちりばめられている。

「梓と同棲した翌日に、買いに行ったんだ。ああ、少し緩いか」

　するすると入った指輪は指の付け根でくるくると回ってしまう。

「貴女を愛している。いずれ結婚して欲しい。……梓が俺のものになっていいというタイミングで」

「……はい」

　その日は遠くない。

「梓」

　声が一段低くなり、艶を帯びる。

「……なに？」

「君を抱きたい、いいか」

　切望している佑輝の瞳。自分も同じ目をしているのだろう。

　一瞬で夜の雰囲気をまとわせた男に、梓はようやく首肯した。

「……私も、抱かれたい」

　佑輝は物も言わずに車を発進させた。

　梓が佑輝の横顔を見ると、焦燥に満ちた表情をしている。

「祈ってくれ」

「え？」

「俺の理性が家まで持つように」

　

「んっ」

　玄関のドアの施錠するまでが互いの理性の限界だった。

　靴を脱ぐまもなく、唇をむさぼられる。

　……梓も貪欲に佑輝の舌を吸い、彼の咥内に忍び込んで絡みついた。

「ハ」

　荒い息で佑輝が彼女をにらむ。

「明日、足腰立たないようにしてやりたい」

　望むところよ、と言えない。

　最後の理性が立ちはだかる。

「……お手柔らかに」

　梓も激しく胸を上下させながら、なんとかほほえんでみせた。

「悔しいな」

「え？」

「俺がこんなに君に夢中なのに。梓の理性をあますところなく剥ぎ取ってやりたい」

　唇すれすれでささやかれた。

　まつげが触れ合いそうな距離の瞳は理性や知性より獣性が優っていた。

　組み敷き、喰らいつこうとしている目。

　今日一日、紳士的にエスコートしてくれた男性ではなく、初めて抱き合ったときの、ベッドの中にいた男だった。

「はやく、抱いて？」

　梓は甘えた声でねだった。

　噛みつくような口づけが彼女の首筋に降ってきた。歯痕を残さないような強さに、佑輝もぎりぎりの理性でとどまっているのだとわかる。性急な手が服の下に潜りこんできた。ブラジャーをぐいと上に押し上げられる。すでに固く張り詰めていた乳頭をふくらみごとつかまれた。

「ン！」

　ビリビリと痺れるような感覚が体じゅうをめぐり、思わずかかとが浮く。

　ショーツはストッキングごと膝までおろされた。

　もどかしそうに、佑輝の指が足のあいまに差し入れられた。

　くちょり。

　はっきりと水音が二人に聞こえてきた。

「梓が興奮してくれていて嬉しい」

　男の舌が耳殻をねぶり、ぞくりとした震えがきた。

「俺だけだと、盛っている若造みたいだからな」

　佑輝が腰を押しつけてきた。

　硬くなった欲望の証が梓の太ももを刺激する。

「あつ、い」

　梓は喘いだ。

　指が蜜路の中でうごめく。

「梓のナカも熱い。蕩けて、柔らかくてたまらない。……早く、中に入りたい」

　呻くような声と同時に指が根本まで押しこめられたり入り口近くの襞をいじられる。

「あ、ァ」

　よすぎる。

　いつから蕩けていたのかわからない。もしかしたら朝起きてからだったのかもしれない。

　隘路が熱いぬかるみと化していたことに佑輝は気づいたのだろう、かちゃかちゃとベルトを外すと分身を取り出した。

　ついでジャケットの中から避妊具のパッケージを取り出し、ビ！　と歯で噛みちぎる。あっというまに屹立にかぶせた。

　目をみはった彼女に、佑輝は悪い笑みを浮かべてみつめた。

「男ってのはね、好きな女を抱けるチャンスは逃さないんだよ」

　梓の片足を抱えこむと熱杭を蜜孔に挿入した。

「あぁん……！」

　梓は頭をのけぞらせた。

　欲しいところを刺激してもらえる。なんと満ち足りた気分なのだろう。

　満足は快楽に変貌した刺激により、飢餓感へと育つ。

　梓は佑輝にしがみついた。

「ん……、そこぉ」

　足りない、もっと。

　強く、激しく攻めて欲しい。

　勿論、ゆったりした愛され方だって好きだ。

　でも今は。

（優しい気分じゃない）

　獰猛な目をしている佑輝と同様に、梓も燃えるような瞳をしているのだろう。

　与えあう交歓より、奪いあう交合をしたかった。

「わか、ってるッ」

　男の抽送の激しさがました。

　突き上げてくる衝撃に体が浮き、脚の爪先は床に触れているだけだ。

　佑輝の男根と、力強い手に地上にとどめ置かれている。

「あずさ……っ」

　佑輝が、唇を求めてきた。息が出来ない。塞がれるのは苦しい。それでも、もっと彼とどこもかしこも繋がりたい。

「ゆう、キ！」

　彼が発見した、蜜路の奥近く。悦い処を突かれて、絶頂が近い。佑輝の恥骨に圧されていた紅い肉珠が勝手に快楽を感じている。そこに、指が差し込まれた。向けていた秘芽を弄られて、梓は一気に駆け上った。

「ん、は、ぁ、……！」

　唇を合わせたままた呼吸もままならない。ビクビクと痙攣しながら隘路は佑輝の熱茎を締めつける。

「く……！」

　佑輝も低く呻くと、爆ぜた。

　は、は、は。

　獣じみた呼吸が二人の口から吐き出される。

　こつりと佑輝が額を合わせてきた。

　互いの瞳のなかに互いが映っている。

　そっと唇を合わせる。

「梓、続きは寝室でしよう」

「わかった。……あの、抜いて？」

　まだ、佑輝の分身が身裡に埋められたままだ。恥らう彼女に彼はさらりと告げた。

「却下だ。しっかりつかまってろ」

　佑輝が梓を貫いたまま、彼女を抱えて歩きはじめた。

「あ、は、や……ぁん」

　自重で最奥まで切っ先が届く。達したばかりで降りてきている子宮口を刺激される。おまけに歩く振動がかなりクる。

　梓はたまらず悲鳴のような嬌声をあげた。

「や、ゆうき、ふかい、ふかいの……っ」

「たしかに、クる。射したままでもういっかいセックスをシたら、妊娠するかな？」

　まだ野性みが消え去っていない眼でのぞきこまれる。

　どきり、と梓の胸は高まった。

　彼との子供が欲しい。

　佑輝への気持ちは急速に高まったばかりだが、こんなにも愛してくれる男に不安はない。

　育児休暇中に遊びにきた後輩は、乳児を胸に抱いて神々しいくらいに内面から光輝いていた。

　自分も、佑輝の子を抱きたい。

　大人しくなった梓になにか思うところがあったのか。彼女ごと、佑輝はベッドに身をたおした。

　離れがたいというように、つながったまま、佑輝はなんとか服を脱いでいく。

　ずるり、ととうとう分身が梓から出ていったので、その動きにすら彼女は身悶えた。

　佑輝はぐったりとした梓から服を剥いでいく。

　ついで、未だ漲っている雄にまとわりついた避妊具をいったん取り去った。……ゴムの中には佑輝の、外には自分の欲望の残滓があり、梓は始末をしている男から眼を逸らす。

　佑輝がベッドのサイドチェストから、新しい箱を取り出す。パッケージを破って中から新しい避妊具を取り出そうとした手を梓が押えると、佑輝がぶるりと震えた。

　彼女の手を己の唇まで持ち上げる。

「梓の気持ちは嬉しい。俺は梓と結婚するつもりだし、君に俺の子を産んで欲しい。俺達の愛の結晶を抱いている梓を抱きしめたい。……だが」

　彼はなにを言いたいのだろうか。

　余韻にけぶった瞳で梓はぼんやりと彼を見つめた。

「俺のつまらないプライドだ。名実共に、梓が俺の妻だと知らしめてから孕ませたい。今、　梓を妊娠させれば、俺は君を逃がしてやれなくなる」

「めい、じつ共にゆうきのもの、になるんでしょ？」

　梓が潤んだ瞳で問えば、佑輝はギラギラした焔を瞳に宿らせた。

「俺の未来の奥様は煽るのが本当にうまい」

　ぴん、と彼女の乳首を弾いた。

「っぁん」

　梓が甘く啼く。沈静化しそうだった快楽は燻っていて、あっけなく燃え立つ。

「長くは待たせない」

　佑輝はささやいた。

「もう少しだけ、俺に君と二人だけの時間をくれ」

　……たしかに。

　佑輝と出逢って彼と抱き合い、求婚されてまだ一か月も経っていない。

　二人の恋愛は急激に結ばれた。まだ、互いの好みだって知らない。どんな子供時代を過ごしてきたのか、どんな未来を歩みたいのか。

　わかりあうのはこれからだ。夜を重ね、言葉を語り、二人の歴史を作っていく。

　焦らなくても、彼との時間は始まったばかりだ。恋人の時間を味わいたいのは梓も一緒だった。

（それに）

　産休についで育児休暇を取るなら、引継ぎが必要だ。

　なんとかなるものなのだろうが、現場の混乱は避けたい。仕事に穴を作らないのがリーダーの役目である。

「梓、なにを考えている。『二人でいたい』と言ったろう？　俺を一人にしないでくれないか」

　拗ねた声に、梓の意識が現実に戻ってくる。

「ごめんなさい」

　しがみついた腕を、引き剥がされた。

　怒っているのかな、と上目遣いで見る。

「まったく」

　佑輝ははあ……とわざとらしくため息を吐き出した。

「俺をこんなに魅了するくせに、よく恋人を作らずにいてくれたものだよ」

　彼の言葉に、彼女は誇らしくなった。

「私、ちゃんと貴方を誘惑出来ている？」

「初めからね」

　佑輝は少し上から裸体になった彼女を見降ろした。

「俺の贈った指環しか身に着けてない梓はなんて、魅力的なんだろうな」

　所有欲に輝いている瞳が、梓は嬉しい。

「佑輝にも、私のものよって証拠を早く身に着けて欲しい」

　梓の言葉に、佑輝は己の首筋を示した。

「なんだったら毎日、君が俺のものだという徴しるしを好きな場所につければいい」

　男の剥き出しの独占欲に、梓はうっとりと微笑んだ。

　佑輝はあらたな避妊具を男根に装着すると、仰向けに寝ていた彼女の腰を右にひねった。体が斜めによじれる。佑輝は梓の上になった足を己の左側に巻きつけた。

　精を吐き出しても、ずっと固いままだった佑輝の熱い楔が蜜口に押し当てられた。

　梓の花唇はほころんでおり、わなないてすぐに迎え入れられる。それなのに佑輝は焦らすようにゴムをまとった竿の先端で、彼女の濡れた淫裂をこすりあげた。

「あ……、ん。ゆうきぃ……」

　梓の声は最初から甘い。

「その声、その顔。なんて君は俺をそそるんだろうな」

　愉悦に濡れた声に、梓はもっと自分に溺れて欲しいと願う。

　伸ばした手は、かろうじて佑輝の指先に触れた。彼が握ってくれて、口元に持っていこうとする。足りない。

　梓が手を更にのばすと、密着していた蜜口と男根が離れそうになった。

「俺から離れるなんて許さない」

　彼は腰を進めて、梓のひくついている淫孔へ己の欲望を挿入した。

「ッあ、ン……！」

　梓の喉がのけぞる。男根が女筒に埋め込まれ二人の距離はなくなった。

　佑輝は彼女の指をかりりと噛む。

　腰全体が痺れるような甘いうねりのなか、指に当る歯の刺激で飛びそうだった意識が戻った。

　蕩けていた隘路はすでに愛おしい物体に絡みついていたが、梓はきゅ、と力を入れてみた。

「ハ」

　佑輝が呻いた。

　彼の背骨が震えたのを、梓は霞んだ目で見つめる。

　後背位のように深く刺されるのに、男の顔をながめられるのはとてもいい。

「梓は悪い女だな。自分より俺を先に果てさせたいんだろう？　だが、そうはいかない」

　佑輝は、それこそ悪い笑みを浮かべて手を伸ばしてきた。右手でふるんと揺れている胸をつかみ、接合部分の上で紅く勃起している淫珠を左手でつまんできた。

「っ」

　甘い電流が胸の尖りと、秘芽から流れてきて、脳と蜜路の最奥に溜る。佑輝に巻きついていた足に力がこもった。

「それ、だめ……」

「だめじゃないってココは言ってるけど？」

　佑輝は屹立を根元まで送りこみ、丸く大きな先端で蜜路の最奥の壁を圧してくる。その動きで、掴まれたままの乳嘴と秘芽はまたしても快感を梓に与えてくる。

「あ、ゆう、き」

「ああ、締まった」

　イイところを苛められて、快楽の海に沈んでしまう。よすぎて、涙がこぼれる。

　よすがとばかりに、隘路は雄根をしめつけた。爪先まで力が入る。蜜のように甘くとろりとした快楽が満ちてくる。

　さきほど深く激しい交わりをして、体はけだるい。けれど、火をつけられてしまって次の爆発を期待しているのに、佑輝はなかなか飛び立たせてくれない。

　熾火であぶられている気分だ。けっして強火にならず、じっくりと弱火で火を通され、沸騰はさせてくれず。ぐずぐずに蕩けさせられる。

「もう、やぁ……。おかしくなる……っ」

　啼き声のあいま、梓は訴えた。

　こんな悦を受け取ったことのない体が、どうなるかわからない。唇は心の奥にしまいこんだ言葉を吐いてしまいそうで、佑輝の雄を受け入れている蜜壺は蜜ではない液体を噴出してしまいそうな予感がある。

「おかしくなってしまえ」

　ささやかれた言葉は淫らな命令だった。

「梓が乱れるところが見たい。もっと、と俺をねだってくる声が聴きたい」

「あした、起きれなくなるから、ぁ……ん」

　舌がもつれる。息が出来なくて、うまく喋れない。

　佑輝は目の奥に仄暗い光を宿らせた。

「まだそんな理性が残っているのか」

　梓に聞こえないように呟くと、彼は巻きついていた梓の足を肩にかけた。ぱっくりと拓き、太い陽根を呑み込んでいる真っ赤な秘処が見える。自身のこぼした蜜で充血した花びらはてらてらと光り、雄竿を欲しがっていた。

　限りなく淫靡な光景に佑輝は目を細めると抽送を早めた。

　右に左に腰をひねり、奥まで響くほどに突き入れる。かと思えば抜けるほどに引いて丸い先端で、臍の裏側の肉襞をこすりあげる。奥のイイところも、浅瀬の弱いところも責められて、点だった快楽が淫袋全体へと広がっていく。

「ひぁっ」

　より深い快感と、激しい律動に梓の視野がぶれる。

　蜜筒の淫らな襞は歓び、高まる予兆にわなないた。

　爪で乳首の先端を引っ掻かれ、秘芽を指の腹で潰され。子宮口のほどちかくの襞で悦を受け取っていた梓は、絶頂につきあげられた。

　がくがくと体が震え、衝動の命じるまま腰をうねらせた。淫らな襞は精をしぼりとろうとうねり、締め上げた。

「……っく！」

　やがて佑輝が低く呻き、熱い飛沫を被膜越しに吐き出した。

　

　朝、目覚めると佑輝のワイシャツが羽織れとばかりに置いてあった。

　気絶するように寝落ちしてしまったが、佑輝が体をタオルで清めてくれたのだろう。ベタつきもなく、シーツも清潔なものに取り換えられている。

　それだけされてもまったく気づかないで寝入っていた自分に恥ずかしくなる。

「……佑輝が離してくれないんだもの……　」

　言い訳めいた声はガラガラだ。今日はなるべく喉に負担をかけないように過ごそう。

　肌のあちこちに所有印がある。下着に隠れるところにしてくれたらしい。ほっとした反面、佑輝の執着を見せられたようで誇らしくもある。

　ベッドから用心しながら降りてみると、なんとか歩ける。クローゼットを開けると、昨日佑輝が買ってくれたハイブランドの服がずらりとかけられている。

「なんなのあの人。甘すぎるっ」

　男性からの猛攻など梓の人生にはなかったし、これからもないはずだった。あしらうすべも知らないのに攻められて、どうしていいのかわからない。

　しかも自分の恋人なのだ。

　佑輝からの愛という激流に流されて行き着くところは、彼を好きという滝つぼにまっしぐらだ。

　彼の熱情に翻弄されて、恋の水面から顔を出すこともできないほどに溺れている。

　言葉がひとりでにこぼれる。

「……私、独身でよかったなあ」

　周りの男性達が梓を振るい落としてくれて、助かった。

　いくら自然消滅目前であっても恋人がいたら、どれだけ佑輝のほうが素晴らしく得難い男性であっても、彼に心を預けるのを躊躇したに違いない。

　彼に手をさしのべられたときにすぐに手を握りかえせる立場だったのが嬉しい。

　恋愛と縁遠かった過去に、これほど感謝したことはない。

　なによりも、佑輝が自分に目を留めてくれた幸運に震えてしまう。

「お父様にもお礼を言わなくちゃ」

　好条件の彼をごり押ししたかっただろう。それなのに、夫になる男性が梓を落とすのを待っていてくれるような父の娘に生まれて幸せだった。

　彼女は誠実で情熱的な佑輝に、まるで予定調和のようにすとんと堕ちた。

　ヤキモキしてくれていたであろう二人の男性を抱きしめたい。

「ふふ。私がどっちかにハグしたら、してあげなかったほうがヤキモチ妬いちゃいそう」

　佑輝と父の愛情を信じられる自分が嬉しい。

　それにしても。

「結婚する人をこんなに好きになるなんて、考えたこともなかった……」

　ほう、と甘い息を吐き出した。

　彼の許に導いてくれた全ての出来事に感謝したい。

「あんなに結婚することに悩んでいたなんて嘘みたい」

　入籍届をいつ出してもいい気持ちになっていた。

「いっそのこと、今日出しにいっちゃおうかな」

　目が、婚姻届がしまってある引き出しをさまよう。

　手を伸ばしかけたが。

「まだ、ダメ」

　佑輝には、梓を愛する時間があった。ひきかえ自分はどうだろう。

　彼を好きだ。

　愛している……、とも思うが。

　ないと思いつつ、彼の愛情を浴びて自分も彼を愛していると勘違いしている可能性がある。

　キリスト教の結婚式では『病めるときも貧しいときも』愛すると誓う。

　佑輝の名前も立場も知らずに恋をした。

　……本当にそうだろうか？　自分は佑輝の内面をどれだけ知っているのだろう。

　梓は自分に問う時間を作るべきだと思った。

　自分が本気で佑輝を愛しているかを確認する時間を。

　彼だけではなく、自分をも待たせている。

　なのに、それすら嬉しいと鏡のなかの梓は輝いていた。

　ダイニングに行けば、朝ごはんの支度をしてくれている佑輝を目が合う。

「おはよう」

「おはよう、俺のお姫様」

　腰を抱かれて、軽く唇を合わせる。そのまま、耳元に唇を寄せられた。

「梓、結婚指輪を選びたい」

　男の甘い瞳と耳にささやかれた声に、梓は悶えそうになった。

　一つずつ、行動で示してくれるのが嬉しい。しかし、気になることがあった。

　梓は結婚相手を探していたせいか、男性の左手の薬指を見るくせがついてしまっていた。

　かなりの割合結婚指輪をしていない男性がいた。嵌めていない全ての男性が未婚ではないだろうし、不倫をしていると噂されていた社内の人間は指輪をしていなかった。

　それなのに、いい男だな、好みだな……と思った男性について薬指を確認してみれば、高確率で指輪を嵌めていることが多かった。

　自分の夫となる人にはいつも指輪を嵌めていて欲しい。

「結婚したら指輪、佑輝も嵌めるの？」

「勿論」

　梓が悩む暇もなく、即答だった。だが、答えたあとで彼は眉をひそめた。

「……梓が身に着けたくないなら、違うものを贈る」

「そんなことない！」

　我ながら現金だが、恋している相手からアクセサリーとりわけ指輪を贈られるのは嬉しい。けれど意外だった。

「男の人って結婚指輪を嵌めたがらない人のほうが多いのかと思っていた」

　佑輝がくすりと笑った。

「それは男にもよると思う。でも、俺みたいに心から愛する相手と結ばれれば、声高に叫びたくなるものだろう？」

「……佑輝は、なんとなく結婚しても声高に主張しないタイプなのかと思っていた」

「そんなことはない。俺は梓のもので、君は俺のものだと世界中に言って回りたいタイプだ。梓はそうじゃないのか？」

「…………言いたい」

　佑輝がますます笑みを深くする。

「なら、互いの虫よけを買いに行こう」

「うん！」

　梓が溌剌と答えると、佑輝は緊張していたようで肩から力を抜いた。

「同じ相手に三度もプロポ―スしても、まだ緊張するな」

「私は段々嬉しさが深くなった」

「だったら毎年プロポーズするよ」

「して欲しい！」

　二人は目を合わせた。佑輝の手が梓の頬に添えられる。梓はなにがくるかわかり、目を閉じた。ぎごちないながらも、待ち受ける。そっと唇が触れ、キスを交わした。

「ふ」

　段々口付けが深くなり、ぴちゃぴちゃと水音が聞こえる。舌を絡ませあい、吸いあい、気持ちよくなってくる。

「ンっ！」

　みじろぎした途端、カチャンと食器に触れた。

　は、と二人は目を見開いて固まった。

「梓。出かけるぞ」

　佑輝が掠れた声を出して、梓の濡れた唇を指でぬぐった。

「は……、い」

　心がついていかない。足元がふわふわしている。

　地下の駐車場に降りて、車の中で聞かれた。

「梓、好みのブランドはあるか？」

　佑輝に訊ねられたが、通り一遍な知識しかないことを告げた。

「じゃあ、これと一緒でいいか？　サイズ直しもしないといけないし」

　左手の薬指をつん、とつつかれた。

「うん、て言っていいのかな」

　梓は自信なさげに言った。

「ん？」

「佑輝が行くところって高そうで……」

　彼が身に着けているもの、全てが極上品なのだ。マンションも一等地に建っていて、購入金額を訊くのも怖い。

　こわごわと呟けばにこりと微笑まれた。

「恋人甲斐があるところを見せてやる」

　

　宝飾店の目の前で梓は固まった。

「こ、ここは……！」

　あまりに有名すぎる、ロゴ。

　逃げだす前にがし！　と肩をつかまれ店に連れこまれた。

　あれよあれよというまに、ショーケースの前に座らされ、サイズを測るための指輪を嵌められた。婚約指輪をサイズ直しに出したあと、結婚指輪を選び始めたのだが。

　……傍らの恋人が段々と値段の高いものを選んでいくのだが、恐ろしすぎて声も出ない。

　男の服の裾を掴んでやめさせようとしたが、佑輝が真剣に選んでいて、なにも言えなくなってしまった。

「これにしよう」

　やがて赤いベルベットのトレイに載せられたのは、小さなダイヤがぐるりと散りばめられた指輪。彼は自分には幅広なプラチナに、梓のものと同じクラリティのダイヤが嵌ったものを選んだ。

　店員の前であるが、佑輝は梓の指輪を嵌めた手を口元に寄せていく。

「この指輪をもって汝を娶る」

　真っ赤になった梓を見上げながら唇を指輪に落とした。

「……のを楽しみにしている。これは二人で出かける用」

「え？」

　ぽーっとなった梓が夫を見れば、悪戯っ子のように笑う。

「こっちは会社用」

　言葉を飲み込めず、目を白黒させている梓の右手の薬指に佑輝はイエローゴールド、ホワイトゴールド、ピンクゴールドに彩られたコンビネーションリングを嵌めた。

「イヤリングやネックレスもあったほうがいいか」

　つぶやくなり、指輪と同じデザインのアクセサリーを持ってこさせた。

「佑輝……っ、さん！」

　梓が止めようとすると彼はにこ、と笑った。

「甲斐性のあるところを見せてやる、って言ったろ」

「見せすぎでしょ！　会社で装飾品はつけないのっ」

　彼女の言葉に佑輝は少し思案した。ニッと口角をあげた。

「じゃあ、今日のデート用」

「でっ……！」

　梓は嬉しくて紅潮した頬を思わずおさえた。その隙に、佑輝は買ってしまった。

　──店を出て、腰を抱かれて歩く彼女の指や耳元や胸元には三色の金属が輝いている。彼女に触れている佑輝の指にも同じデザインの指輪が嵌められていた。

　

　翌朝。

　メイクをし終えてから佑輝からプレゼントされたネックレスをつけた。

「これなら制服に隠れるものね」

　乙女な思考だが、佑輝が身近に感じられる。

　好きな人からプレゼントされるのが嬉しいのは、これが理由なのかもしれない。

　職場では、訪問客や重役連からの依頼などで忙しい時間が続く。

　休憩時間には同僚にからかわれ、社内の男性からあからさまにデートに誘われることもある。

　恋人である男性に愛されて梓自身が輝いているからだ。

「梓。いつ、婚約者がいるって言うんだ？」

　待ち合わせて帰れば、佑輝に訊ねられる。軽い調子を装っているが、梓に虫がつくと本気で心配しているらしい。

「明日言おうかな」

　うわずった声で返事をすれば、じっと見つめられた。

「ああ」

　梓の手を握った佑輝の横顔が微笑んでいた。

　買い物を済ませて、家に戻る。

　台所で二人並んで夕飯を作り、二人で風呂に入った。……互いの仕事のことは聞かないし、　自社の業務についても話さない。敵対企業ではないが、どんな一言から情勢が変わってしまうかわからない。守秘義務があることを梓は弁えていた。

「やっぱり君は大人だね」

　腕の中におさまった恋人の肩に湯をかけながら、佑輝がささやいた。

「え？」

「仕事のことは親密な相手でも話さないことをわかっている」

「そうね。でも」

「うん？」

　梓は佑輝に体ごと向き合った。浴槽のなかにさざなみが起こる。彼の両頬に手を添える。

「私の前でため息をつくのを我慢しないでね。疲れたーって愚痴っていいんだからね？　ハグして撫でてあげるから！」

　佑輝は目を見開いた。まじまじと見つめられて、梓は目を逸らした。湯ぼてりだけではなく、真っ赤になる。それでも梓は続けた。

「こっ、恋人なんだから！」

　はぁーっとため息をつくと佑輝は梓の肩にもたれかった。

　恋人の髪が触れ、びくん！　と跳ねた梓の体を彼がしっかりと抱きしめる。

「ゆ、ゆうき？」

「……なんでここで煽るかな。ようやく月曜日の夜なんだぞ？」

　梓は、言葉と共にあやしく這いまわる手を感じた。

「ひゃっ？」

「一回で終われるよう、祈っててくれ」

　佑輝は艶な笑みを浮かべた。

「明日も仕事っん、ん……」

　浴槽の中が激しく波立った。

　──ぐったりした梓を、佑輝は大事な宝物のように運んだ。

「おやすみ、梓。いい夢を」

　まぶたにキスされたのが最後の記憶だった。

　

　恋人の腕の中で眠り、ぬくもりの中で目覚める。怖いほどに幸せな日々が続いた、三か月のち。

　二人は正式に婚約し、佑輝は名香エンタープライズに次期社長候補として入社してきた。

　……気持ちを確かめ合ったから、二人で婚姻届を提出しにいこうと話し合った。けれど、それぞれに忙しくてなかなか時間が取れない。

　そして、二人の結婚は暫く秘密のままにしておくことになった。

　梓の異動先が定まらないからである。

　父の腹心の部下である人事部長は、この際だから佑輝の秘書になればどうかと言った。

　能力的には問題なく務まるだろう。

　が、秘書は秘書だ。

　パーティでは妻の立場より彼の部下という立場を優先せざるをえない。

　佑輝も父も反対したし、梓も公私混同は避けたほうがいいと思えた。

　社長夫人としてのウエイトが増えてきたあたりで、顧客相談室など、声の部署への異動を考えればいいだろうという意見に落ちついた。

「仲さん！　今度入った朝比奈さんっ！　前言った今年最大のキラ星です！　しかも次期社長候補なんですって！」

　同僚が興奮していた。

「知ってる」

　誰よりも。

　それどころか、梓にとって生涯で最高のキラ星なのだと声高に訂正して回りたい。

「社内報もカッコ良かったですもんね！」

　同僚は勝手に納得してくれた。

「でも残念。前見たときは、たしか指輪してなかったと思うんですよねー」

　同僚のつぶやきに、ドキリとなった。

「……そうなの？」

「この三か月に結婚しちゃった、てことですよ！　前に来たとき、売約済みだったのかぁー。あんないい男、誤解しないように婚約指輪をつけて欲しいです！」

　まだ結婚していない、といいかけて。『おでかけ用』と購入した指輪を佑輝は普段から左手の薬指にしている。世間的には結婚しているとみなされても不思議はなかった。

　色めきたったのは女子社員達だけではなかった。

「朝比奈社長付取締役、重役面接のときに続けて考査もして、七八点だったらしいぜ」

「まじかよ！」

　梓は感嘆した。

　制度を導入してから父も他の重役も毎年行なっているが、平均は七三点。父ですら七五、六点台と聞いている。

　休憩のとき、佑輝からメッセージが届いた。

『挨拶周りで直帰する。

　少し遅くなるが梓の手料理が食べたい』

　甘えてくる佑輝が可愛くて、にやけそうになった。

（そうとなれば）

　彼の入社祝いがしたい。

　鯛めし、手羽先餃子、ピーマンとじゃこの炒り煮、菜の花の辛子和え……。

　マンションの下にあるスーパーなら欲しい食材が揃う。頼めば鯛の下拵えもしてくれるだろう。

　梓は弾むような足取りで帰った。

　鯛めしを土鍋で炊き終わり、保温中だ。あとは手羽先餃子を揚げるだけになり、梓は風呂掃除を始めた。汗をかいたので、シャワーも浴びてしまう。

　ふと。

「ベタだけど『お帰りなさい、あなた。なにを召し上がる？』って言ってみようかな……」

　二人はほぼ毎晩体を重ねている。飽きるにはほど遠いが、〝お約束〟をしてみたい。

　梓の戯れに触発されて野獣と化す恋人を想像したら、体の奥がきゅうんと切なくなった。

「……着ちゃおう、かなぁ……」

　佑輝と同棲して以来、セクシーなランジェリーを買うようになった。佑輝も着けている梓を鑑賞し脱がせるのが楽しいらしく、たまに二人でショップを見てまわる。

　ネットショップで注文した下着がたまたま今日、届いていたのだ。

「ただいま」

　待ちかねていた佑輝の声に、梓はぱたぱたと玄関に急いだ。

「お帰りなさい！」

　満面の笑みがわかるような梓の声に佑輝の顔はほころび、ついで固まった。

　梓はぱっと見、エプロンしか身につけていなかった。

「タイミングよかった。ご飯、もうすぐ出来るから」

　ごくりと男の喉が鳴ったのには気づかず、梓はくるりと背中を向けた。

　湯上りの肌にキャミソールとホットパンツという、くつろいだ姿。

　梓は楽しそうに鼻歌を歌っていたので、佑輝が己を情欲に濡れた瞳でみつめていることは、わからない。

「今日はね、頑張っちゃった」

　そのままキッチンに戻ろうとしていた彼女は、腕を後ろに引かれ、佑輝の腕の中にしまいこまれた。

　どきん。

　息さえ潜めるように自分を背中から抱きしめる恋人の体は硬く熱く、男らしい。かすかな汗の匂いとコロンが混じって、クラクラしてくる。

「……佑……輝？」

　掠れて、自分でも聞こえないほどのつぶやき。問いかけるようでいて、甘く誘う声。

　梓の激しい心臓の高鳴りと期待からの震えは、胸元で締めつける腕から佑輝に伝わっているだろう。ふと見れば、佑輝がいつも嵌めている指輪を薬指から外してポケットにしまっており、耳元でささやかれる。

「腹が減ったんだ」

（なんだろう、ぞくぞくする）

　捕食動物が被食者に捕捉されたとき、こんな気分なのだろうか。違うのは高揚が混じっているところだ。

「とても」

「そ、う」

　だからご飯を用意してあるの、とは言えなかった。

「梓が食べたい」

　キャミソールの下に遠慮なく手が潜りこんできた。

「愛している女性が家で、自分の為に食事を作ってくれている。男にとってこれほど嬉しいことはない」

　エプロンが不自然にもりあがり、布の下で恋人の手が動き回るのを梓はじっと見つめていた。

　彼女が自分の動きに見入ってるのを知っている佑輝は、ことさらにいやらしく手を這わせる。

「っ、ぁん、佑輝ぃ……」

「下着、つけてないんだな」

　梓は俯いた。誘う気満々だった自分が恥ずかしい。

「オフのときの君はなんて無防備なんだろうな。……俺以外に可愛い姿を見せるなよ？」

　嫉妬丸出しの言葉とは裏腹に、梓の二つの膨らみが愛おしそうに揉みこまれる。

　鳥肌が立ちそうな快感に、梓はうなじをのけぞらせた。

「っア！」

　感じていることを悟られ、強めに乳房をこねられた。手の跡がうっすらとついているかもしれないが、嬉しいだけだ。

　愛されることに慣れた体は簡単に悦ぶようになっていた。快感はすぐさま最奥に伝わり、じゅんと潤みだした蜜壺から、とろりとこぼれる気配がする。梓は太ももをすりあわせ、もじもじさせた。

「ああ、柔らかいな……」

　うっとりした声が誇らしい。けれどもどかしい。散々いじられて開発されてしまった乳輪や、元々の性感帯である乳蕾にはわざとなのか触れてくれない。

「家で惚れている女を抱けるなんて、最高だな」

　自分だって、一番くつろげる場所で好きな男に抱かれるのは嬉しい。

　けれど、ふくらみを触られるだけでは足りないのだ。

「ここは固いな」　

　きゅ、と勃ち上がった尖りをつままれた。

「ひぁんっ」

　子犬のようなか細い声が出てしまう。

「こんなに美味しそうなご馳走、我慢できるわけがない」

　指の腹で敏感な乳首をいじられれば、甘い刺激が体中をはしる。

「ふ、ぅ、ん……」

　梓はうっとりと息を吐いた。

「今朝、俺の腕のなかで寝ている梓を見て、これ以上愛せないほど愛しいと思った。なのに出迎えてくれた君ときたら、俺の大好きな笑顔を浮かべてる……どれだけ俺を堕とせば気が済むんだ？」

　掠れた声がクる。熱く濡れた舌で耳殻をねぶられ、体から力が抜けそうになる。

　ぐ、と太もものあいまに、佑輝の足が割り入ってきた。

　秘処を圧され、気持ちよくなってしまう。

「だ、めぇ……」

　ヒップの割れ目に硬いモノが触れた。なにかわかって、飢餓感が強まる。

「そうか？」

　意地悪な声が質問してくる。

　片方の手が、ホットパンツの中に忍びこんできた。躊躇なく柔毛をかきわけた指が、淫裂を撫であげる。滑らかな動きはあきらかに、彼女自身がこぼした蜜によるものだ。二・三回も上下にこすられれば、花唇はあっけなくほころんだ。

　潤んだ蜜口につぷりと指が挿し入れられる。蕩けている淫孔はなんなく根元まで吞み込んだ。

　ジンジンと痛いくらいに充血し始めている隘路は、喜んで硬い異物を迎えいれる。出し入れされれば、たちまちちゅぷちゅぷといやらしい水音が漏れ出た。

「ゆ、うき……や、ア」

　梓の体がガクガクと震えた。

「こんなに欲しがっていて、なにが駄目なんだ？」

　愉悦を含んだ声が媚薬のように、理性を抑えこむ。

「ココもすごい可愛い」

　指を蜜筒に埋めたまま、べつの指で肉珠を剥かれた。敏感な性感帯を、繊細に撫でられる。

「あ、……ン」

　そこだけで達してしまいそうな甘い快感が梓を満たしていく。

　背骨にぴんと力が漲り、ナカの指を締めつけた。

「は、ぁぁん」

　梓の神経は佑輝の動きに集中していた。

　持ち重りする膨らみを支えもたれ、四本の指がたえまなく揉み込んでくる。

　胸の尖りは一本の指に左右に弾かれては甘い感覚を生み出す。

「あ。ぁん……」

　つま先で乳首の先端をカリカリとひっかかれると、声が出てしまう。

「これも好きだよな」

　確認されてうなずけば、わざと乳嘴の側面を擦られて、焦らされた。

「いじわる……」

　喘ぎながら抗議すれば、いなされた。

「食事は始まったばかりだ、ゆっくり味あわせてくれ」

　二人が繋がりあう、すぐ上で芽吹く蜜芽をなだめるように、その実あおられてはどうしようもなく甘い快楽を体に伝染させていく。

　ナカに埋められた指は入り口近くの臍の裏側を刺激している。

　泣きたいような重い悦が蜜口全体に溜まっていく。蜜路の淫襞がひくつき、花びらはわなないて快楽を欲しがる。

　佑輝は秘裂や雌孔の入り口ごと手のひらで圧して、梓を高めさせていく。

　……いつのまにか、二人は床に座りこんでいた。

　くちゅりくちゅり。

　は、は。

　二人には、いやらしい水音と互いの荒い息しか聞こえない。

　胸もクリトリスも蜜路も快楽を与えられつづけて、限界が近い。

「ゆうき」

　梓は弾んだ息を吐きながら、涙のたまった双眸で恋人を見た。

「イクか？」

　優しく訊ねられてうなずいた。

　口づけられた。濡れた舌が乾いた口腔内を潤す。舌の敏感なところをこすられ、生まれた快感が体の最奥に伝達していく。喘ぎすぎた喉に佑輝の唾液が流れこんでくる。

　じゅぶじゅぶと指の出し入れが激しくなる。気がつくとナカに埋められた指が三本に増え、隘路を拡げるべくバラバラに蠢く。

　梓は、はくはくと浅い息を繰り返す。半目に開かれた目は快楽にけぶって、なにも見えていない。

「梓、愛してる」

　瞬間、体の最奥がドクリと脈打った。

　全ての感覚が絶頂に向かう。

　ビクビクっ！　と体が痙攣したあと、白い闇が目の前を覆う。

「あ、ぁん、あ、ァ」　

　蜜筒のなかが別の生き物のようだ。精をしぼりとろうとする襞はざわめき、蠢動して佑輝の指に絡みついた。

「っ、食いちぎられそうだな……！」

　佑輝は呻きながら指を引き抜いた。

「いゃっ」

　訪れた空虚さに梓が小さな悲鳴をあげる。

　佑輝がボトムの前たてをくつろげた。

　やや紅潮した顔で雄に避妊具を被せる。

　……いつからだろう。

　彼のこの行為をみるたび『要らない』と言いたくなる。

『貴方の子供を孕みたい』と。

　佑輝がネクタイを緩ませ、ワイシャツのボタンを何個か外した。

「梓。俺をまたいで」

　なんとか、彼の指示通りにしようと膝立ちになった。佑輝の手が慣れた仕草でエプロンとキャミソールを取り去り、ホットパンツを降ろす。

　すると、彼の視線が一点に集中した。

「……どうしたの？　あ！」

　ネットで購入したショーツを履いてみたままだった。黒の総レースで、透けた肌が艶めかしい。

「こんな素敵なものを隠しておく気だったのか？　梓は悪い女だな」

　梓を膝立ちにさせたまま、佑輝は恥らう彼女を堪能する。ツ……とショーツのラインを指でなぞっていく。

「きゃんっ！」

　梓が悦びの啼き声をあげた。さきほどまでの愛撫を受けて、彼女の体は敏感になっていた。ふるふると、体が震える。

「俺につかまれ」

　言われた通り、佑輝の頭をかかえこんだ。噛みつかれるかと思うほど、激しく胸を貪られる。

「ぁン……！」

　なのに、ショーツに触れる指はあくまでも優しい。いたずらに彷徨っていた佑輝の指はヒップに回り、双丘にくいこむレースを引っ張った。

「ンゥ」

　ふくらみ始めていた花芽をレースにこすられ、佑輝の髪をまさぐっていた指に力が入った。

　佑輝の指がヒップの割れ目から下へとおりていき、愛液でぐっしょりと濡れた花びらをみつけた。指で押し広げるまでもなく、拓ききってひくついている。

「ふ、あ、ぁ……ん。ゆう、きぃ」

　生殺しのようだった。散々煽られて、なのに決定打をもらえない。梓の双眸から涙がこぼれる。

　蜜まみれの秘裂をもてあそんでいた佑輝の指がふとした弾みにショーツを突き抜けた。

「履いたまま出来るのか。試してみようか」

　ぐい、と太ももを割りひらかれる。

「挿れるぞ」

　ギラギラした光を宿した男の、最後の理性だった。

「来て」

「愛してる」

　再び言われたが、最初から激しい突き上げに「私も」と口にすることは叶わなかった。

「あ、ア、ぁあ……っ」

　悲鳴のような声が途切れない。

「ゆ、うき、ゆうきぃ……」

　彼を探し求め、空をさまよった手をしっかり握ると口づけてくれる。

「あずさっ！」

　苦しいくらいの強い快楽に、佑輝が普段は手加減してくれているのを知った。

　いつも梓の快感優先なのに、今日ばかりは己の快楽に忠実な佑輝が嬉しい。

　こんなにも自分に夢中になってくれる彼が愛おしい。

　振り落とされないよう、必死で彼の首にしがみつく。

「あ、ぁん。ああ、あ……」

　愛してると告げたいのに、激しい律動に酸素も取りこめない。

　伝わればいいと、体で、蜜路で佑輝を抱きしめた。






【衝撃とおののき】








　佑輝の次期社長就任が次回の株主総会で議題にあがることになった。

　彼は以前より忙しくはなったが、二人の間には蜜月と言っていい時間が流れている。合間に結婚式について準備する日々。

　相談した結果、海外ウエディングにすることにした。『披露』すれば、梓と佑輝、そして父との関わりが明らかになる。

　新婚旅行から戻り次第、梓は顧客相談室へ異動が決まった。

　佑輝が次期社長として承認されれば、梓も次期社長夫人として露出する機会が多くなるだろう。

　社長夫人が受付に座っているのは訪問客の心臓によろしくない。しかし、彼女の才能は惜しい。

　という議論の末の配置となった。

　泣いたのは受付の同僚達で、小躍りしたのは異動先の部長だ。

　新たに配された新人の研修を監督する立場になり、梓も多忙な日々を過ごしている。

　

　……香山の従弟が再び梓に近づいてきたのは、結婚式が一週間後に迫った日だった。

　海外に行く前日に休みをとって、二人で入籍をすることになった。梓は半休を取って自分の本籍がある区へ転出届を出しに出かけ、合わせて戸籍謄本を取り寄せた。

「お父様が取り寄せてくれた書類は駄目になっちゃったな……」

　今思い返せば、佑輝と一緒に住み始めた日を記念日にしてもよかったのかもしれない。けれど、自分には佑輝への気持ちを育てていく時間が必要だった。自分でも早く入籍したいと逸ったときもあったが、佑輝と二人でかけがえのない時間が作れた。

　区役所にいた客が落とし物をしたのに気づいた梓は追いかけていった。

　何度も礼を言う客に会釈をして会社に出勤しようとしたところに、従弟が立ちふさがった。

「また貴方なの」

　怯えていることを悟られまいと声を張り上げた。

「今度こそ警察に言うわ。……今、仕事中なの。失礼するわね」

　梓が避ければ同じ方向に動く。

　梓は従弟をじっと見た。

　この前は目をそらしたが、相手をよく知るには観察することだ。

　貧相な体に派手でサイズの合ってないスーツを身に着け、金のごついブレスレットをつけている。解禁シャツから見える胸元にはこれ見よがしの入れ墨。

　酒焼けでもしているかのような赤黒い肌、金に近い茶色に髪を染め上げている。正業に就いているとは思えなかった。

　心持ちあとじされば、その分間合いを詰めてくる。とっさに助けを呼ぼうかと目を周囲に走らせた隙に腕を掴まれた。

「まがいもんが、スカしてるんじゃねえよ」

「は？」

「おまえはな、名倉の伯父貴の子供じゃないんだよ」

「……なにを言ってるの」

　さきほど戸籍謄本を確認したばかりだった。梓は名倉壮司と都の実子として届けられている。血液型も父と同じだ。

　自分が養女だとでも言いたいのだろうか。

　が。

　梓はハッとなった。父も母も美形なのに、自分だけが平凡な顔立ち。

『チェンジリング』

『郭公の托卵』

　親戚にたたかれた陰口が脳裏によみがえり、梓に衝撃がはしる。

　従弟は彼女の感情を理解しているのだろう、ニタニタと嫌な笑いを浮かべた。

　人生の裏街道を歩いているような男と、まっとうな人生を歩いているであろう女。

　オフィス街ではありえない組み合わせに、眉をしかめても誰も通報したり仲裁に入ったりしない。

　皆、関わりあいたくないのだ。

　従弟は、自分が周囲を威圧していることを理解しており、道の真ん中で堂々としている。

「そろそろ、おまえから名香を返してもらおうと思ってなあ」

　喧騒にまぎれて、男の言葉は梓にしか聞こえない。

「どういうこと」

「しらばっくれるんじゃねえ。おまえの実の親父は名倉壮司じゃない、そこらのチンピラなんだ」

「え」

　梓は固まった。

　母の都は十九のとき梓を産んで亡くなっていた。

　父の壮司はそのとき二六歳。

　二人は従兄妹で婚約者同士だった。

　七つも年上で社会人でありながら、高校生だった母を大学へ進学もさせずに手を出した父を、倫理的にはどうかと思う。が、二人は相思相愛で授かり婚なのだと思い込んでいた。

「おまえのお袋はな、お堅い婚約者を嫌ってたらしいぜ？」

　二度目の衝撃がきた。

「嘘よ」

「本当だとも。そうじゃなきゃ、おまえは生まれてねえんだかんな」

　梓は青ざめながらも男をにらんだ。

「信じないわ」　

「ところがどっこい、ＤＮＡ鑑定がある。そらよ」

　押しつけられた書類から梓は本能的に逃げようとした。

「見ろ！」

　恫喝の声に渋々目を向ける。

　鑑定書とおぼしき書類には『名倉梓について、●●●の父権肯定確率は九九・九九パーセントである』と知らない男の名が記載されていた。

　彼女の体がわなわなと震えだす。

　父は母の死後、再婚していない。

　母一筋なのだろう父に、母の不貞を知らせるわけにいかない。

「……さ？」

　従弟は、なにかの気配を感じると、ち、と舌打ちをした。

　呆然としている梓に、従弟はぐいと彼女の手首をつかんだ。開いた手のひらに、ホテルの名前と部屋番号を書いてあった紙を押しつけた。

「いいか、おまえのことを本物の令嬢だと思い込んでる伯父貴と亭主にバラされたくなけりゃ、明日の午後三時にここへ一千万のキャッシュ持ってこい。とりあえずはそれでいい。警察にチクったりすりゃ、……わかってんな？」

　言いながら、紙の束をばさりと足元に投げつけられた。

　目を地面に向けた瞬間、従弟は立ち去ってしまった。

　初めに目に飛び込んできたのは、鑑定書の他に、母や父を貶める下劣な記事のタイトルだった。

　慌ててかがみ込み、目についた紙を拾い上げた。

　記事を詳しく読むまでもなく。これが出回れば両親の名誉は地に堕ち、会社は大打撃を受けるのは必至だった。

　なにより佑輝が好奇の目に晒される。

　拾い集めた書類を胸に抱きしめたまま、梓はかがみ込んだ姿勢から立てなかった。

「梓っ、梓！　しっかりしろ！」

　肩を強く揺さぶられぼんやりと振り返れば、夫の佑輝がいる。

「なんだ、あの男は！　梓、無事か？」

　佑輝は恋人が握りしめている書類を無理やり奪いとった。ざっと目を通して顔色をかえた。

「梓、これはっ」

　梓は恐怖の叫びを上げ、気を失った。

　

　悪夢を見た。

『梓、お前は私の子供ではない。お前には名倉を名乗らせることは出来ない』

　能面のような父が宣告する。

『梓』

　くずれ落ちた彼女の背中に、愛おしい人の声がかけられた。

　近寄り抱きつこうとしても、目に見えない壁に阻まれた。

『おまえは俺を騙してたんだな』

『違う！』

『結婚はしない。俺は名香エンタープライズの社長の座が欲しかっただけだ。社長令嬢ではないおまえに用はない』

　がっかりした。

　散々愛していると耳に心地いい台詞を言いながら、自分を裏切るのか。

　ののしってやりたいのに声が出ない。

　恋人だった男はくっと冷笑した。

『裏切ったのはお前のほうだ。さようなら、二度と会うことはないだろう』

『佑輝、待って！』

　目が覚めた。

　怯えてあたりを見れば、見慣れた天井だ。佑輝と眠っている、二人の寝室だった。

　──今朝までは。

　部屋はしんとしている。佑輝は、いなかった。梓の眦まなじりからすうっと涙が零れ落ちる。

　ずっと不思議に思っていたのだ。父にも、写真の母にも、どちらにも似ていない自分を。

　従弟の言葉は、すとんと彼女のなかに沁みてしまった。

「入籍をする前でよかった」

　佑輝の籍は傷つかないし、自分が名倉の籍から抜け、会社を辞めれば最悪の事態は免れるだろう。

「佑輝と結婚したかったな……」

　抱き合いたい。

　あの素晴らしい時間をもう一度佑輝と味わいたい。

　奥様と呼ばれたかったし、旦那様と呼びたかった。二人で笑い合って、ときには喧嘩をして、一緒に年をとっていきたかった。

「この指輪達も返さなくちゃ」

　普段、かかさずに胸からさげているネックレスと揃いの指輪とイヤリング。そして、婚約指輪をみつけやすいようにベッドのサイドボードに置いた。

「婚姻届けも捨てなきゃ……」

　約束されていた未来の幸せを、自分で破って燃やしてしまおう。

　梓はのろのろと起きあがりかけた。

　

「梓っ！　気がついたか？」

　駆け込んできた恋人の気遣う言葉に体が強張った。

「なにがあった。あの男はいったい」

「わ、たし……父の子供じゃなかった……」

　悪夢であれば、どんなによかったろう。

　だが、現実なのだ。

　涙がひと滴流れた梓を佑輝は抱きしめた。

「大丈夫だ、梓。俺がついている。どんなことがあっても、君のことは俺が守る」

　恋人の体温と力強い心音に、梓は徐々に己を取り戻してきたが、震えがとまらない。

「……とりあえずお義父さんのところにいくぞ」

　は、と梓は佑輝を見た。彼の腕にそのまましがみつく。

「お父様には言わないでっ、……親子でいられなくなる！」

　倫理的には、事実を当事者に隠匿することは許されないことだ。

　自分の出生の秘密について第三者が動いている以上、ただちに父に報告しなければ、会社にも打撃が及ぶ。

　けれど、実子でないことが父に知られたら──。

　侮蔑されるのか嫌悪されるのか。

　いずれにせよ、父娘でいられなくなることが梓には恐ろしかった。

「お願い、黙っていなくなるからっ」

「梓！」

　佑輝は恐怖に青ざめた梓を、ぐいと抱きしめた。

「俺は君が名香コーポ―レーションの令嬢だから愛した訳じゃない」

「でも……、朝比奈家の方々は名倉と香山の娘だから、私との結婚を許してくださったんでしょう？」

「違う」

「出ていくわ。荷物は住所が決まったら取りに来ます。……捨ててくれてもかまわないわ」

　佑輝を押しのけて、梓はベッドから起き上がった。行くあてはない。だが、佑輝と父が暮らしているこの土地から離れようと思った。そのまま、歩き出そうとした梓の腕を佑輝が掴む。黒曜石のような双眸が梓を捕える。

「俺と別れるつもりか？」

　逃がさないと告げる目に心臓が甘く高鳴ったが、目をそらした。

「梓！」

　嗚咽で声が震えそうになる。梓はく、と堪えた。

「慰謝料は、佑輝の言い値で構わない。必ず、払うわ」

　一生かけても。

「ふざけるな！」

　佑輝が鋭い声を出した。びくりとした梓に勁つよい視線をあてる。

「俺の、梓への愛情を冒涜するのは君でも許さない」

　恋人の言葉が心に届き、梓は目から涙をあふれさせた。

　佑輝がそっと彼女に唇を寄せ、涙を吸ってやる。

「大丈夫だ。俺達が名香コーポレーションから離れて、梓が名倉の籍を抜けば、あの男はなにも出来ない」

　弾かれたように梓は佑輝を見た。

「だめっ、貴方にそんなことさせられない！」

　自分だけが出ていけばいい。

　梓が必死に言うのに、佑輝はにやりと悪い笑みを浮かべてみせた。

「なし崩しで名香の後継者候補になってしまっているが、君を妻と呼べることのおまけに過ぎない」

　予想外のことを言われて、梓は涙が溜まった瞳で佑輝をみつめた。

「朝比奈の会社は社外取締役のままだし、他にも役員にならないかと誘ってくれているところもある。俺は梓さえ傍にいてくれれば、どこでも働けるよ」

「でも……」

　まだ、ぐだぐだ言いたい唇を佑輝は指一本で封じた。

　佑輝は震えている恋人の両頬に手を添えて、彼女の瞳を覗き込みながら言った。

「『大きな団体で人の後ろにつくよりも、小さな団体でトップをしているほうがいい』と、同棲するときに言ったのは梓だろ」

　彼女は目を見開いた。

　佑輝は梓の額に唇をあてたまま、言い聞かせる。

「親父さんと過ごした、今までの時間を信じるんだ」

　父が愛してくれているのを知っている。

　だが、自分はその愛に値しない人間だった。

　梓の目がサイドテーブルに泳いだ。彼女の目線に気づいた佑輝が、外されていた指輪をとりあげ、ふたたび梓の左の薬指に嵌めると口づけた。

　その瞬間、鳥肌が立つほどの快感と多幸感に襲われた。

　この男に恋い焦がれているのだと、自身につきつけられる。

「梓を愛している。どうか俺の妻になって欲しい」

　希う言葉なのに、佑輝の目は猛獣のように危険で彼女の手を握る力は強い。

　のがさない。

　そんな意思を梓に感じさせた。

「でも」

「自分自身も、親父さんも信じられなくても、君を愛している俺を信じろ」

　梓はうなずき、佑輝の胸にもたれかかった。彼は恋人を守るように腕の中にしまいこんだ。

　佑輝に導かれるまま梓は車にのりこむ。肩を抱かれたまま、梓は久しぶりに実家に戻った。






【百パーセントの真実】








　名倉家で、佑輝が怯えて話せない梓の代わりに彼女が男に脅されていたことを告げると、父の表情が変わった。

　さらに書類を見せられて冷酷な表情になる。

　梓が初めて見る、父の貌だった。

「梓」

　そっと佑輝が彼女を抱きしめた。

　父が俯いてしまった娘を見て、んん……と咳払いした。

「おまえは私の子供だ。血が繋がっていようがいまいが、都が命がけで産んだ娘だ。どこに愛せない理由がある」

「でも……っ」

　見知った表情とはいえ仏頂面の父に、オロオロした梓を佑輝が手を握りしめながら支えている。

　それを見て、なぜか父は佑輝をじろりとにらんだ。

「私の家で、大事な娘とイチャイチャするな」

　佑輝は梓の腰をぐいと抱き寄せる。

「無理です。梓は俺の大事な恋人で、愛おしい妻ですから」

「全く、男親というのは損なものだ。娘を風にもあてないように慈しんで育てた挙句、いきなり横からかっさわられるのだから」

　父は苦々しくつぶやいたが愉快そうな目をしていた。

「あの。佑輝はイチャイチャしているのではなく、私を慰めてくれているのであって……」

　梓がおずおずと言えば、父はさらに苦虫を噛み潰したような顔になった。

「違う」

「え？」

「少し席を外す」

　父はふうとため息をつくと、立ち上がり部屋を出ていった。待つほどなく、古びた封筒を二人の前に差し出した。

　表書きには、

『梓が悩んだら見せてやってください』

　と書いてある。

　裏を見れば、都のサインと梓の生まれた生年月日が記されている。封じてあるセロハンテープは一度も剥がされたことがないのが見てとれた。

　梓はそっとテープを剥がしたあと、おそるおそる中から用紙を取り出した。

　中からは古びた鑑定書と手紙。

　梓はごくりと唾を呑み込むと、読みだした。佑輝が彼女の頭ごしに覗きこむ。

「擬父・名倉壮司は子供・名倉梓の生物学的父親と判定できる。

　擬父・名倉壮司の、子供・名倉梓における父権肯定確率は九九・九九パーセントである。

　これにより不特定多数の男性を九九・九九パーセント排除できる」

　との記載が。

　手紙には、生まれたときからの許嫁に反発して、ゆきずりの男性に身をまかせたが、かえって壮司への思慕を悟ったと記されている。

　

『梓へ

　不安にさせてごめんなさい。

　私は貴女と、貴女のお父様が大好きです』

　

　と書かれて手紙はおわっていた。

「梓！」

　佑輝が祝福の声をあげた。

　どん底に落とされたばかりの梓は混乱していた。

「お父様、これって？」

　梓が父を見つめたが、彼は過去を見ていた。　

「……あの日、都は悄然とした様子で私の家を訪れた」

　乱された制服、妙に力の入らない下半身。なにがあったか察せられた。

　血相を変えた壮司に、都は婚約に反発して夜の繁華街を歩いて、出逢った男とレイプまがいで体を重ねたと告白した。

「婚約解消を申し出られた」

　壮司は拒否した。そして、泣きじゃくる母を抱きしめているうち、彼女を抱いたのだと。

「翌朝、都を家に送りがてら彼女の親父さんに一線を超えたと報告して殴られた」

　二人はただちに入籍した。

　遺伝子検査は都の希望でなされたものだった。彼女が一九になり出産したら結婚式をしようと約束していたが。

「おまえを産んだあと、容態が悪化した」

　梓が生まれて一か月目、病室で二人は結婚式をしたのだという。

　

　ほろほろと涙を落とす梓を佑輝が抱きしめた。が、父が佑輝を引き剥がすと娘を抱きしめた。

「お義父さん、梓を脅していたのはこの男でした」

　彼女を奪い取った佑輝が、携帯の画面をみせた。

　佑輝が近づいたことを察して遠ざかる男の姿を映した。　

　父の口からち、とかすかな舌打ちがする。

「梓の……、香山側の従弟だ。昔から梓にまとわりついてる。娘に変な虫がつかないよう女子校に入れたというのに、梓が進学する時点で大学が共学になったんだ！　佑輝君っ、私の無念さが君にわかるかっ？」

「わかります」

　父と義理の息子はしっかりと握手を交わした。

（この人達、なにを言ってるの？　話題がずれてない？）

　梓は涙のたまった眼で二人をぼんやりと見た。

　彼女の視線に気づいた父は、佑輝の手を放り投げるように手を離し、空気を読んだ佑輝はぱっと手を引っこめると妻の腰に手を回した。

　父はぼそりとつぶやいた。

「それにしても忌々しい男だ、まだ生きていたか」

「え？」

「妻を奪った男だ。都と出会った場所、背中の入れ墨の絵柄、人相、凌辱した手口。必ず、都や梓に害を及ぼすと確信した私は、興信所を使い、相手を特定した」

「お父様……」

「奴はあらゆる罪を犯していた」

　強盗、恐喝。売春斡旋、不法入国ほう助、麻薬密売、はては殺人未遂まで。

「証拠固めに何年も費やしてしまったが、私は奴を刑務所に追い込んでやった。……誰にも私の最愛の者達に手を出させるものか」

　佑輝がやりますね、とつぶやいた。

「余罪を出来るだけつけてやったが、それでも梓の二七歳の誕生日までだった」

　は、と佑輝が息をのんだ。

「だから、貴方はお嬢さんを守る為に結婚させたかったんですか！」

「不本意だが、私だけでは愛する我が子を守るのに力不足だからな」

「愛するって……」

　涙の溜まった双眸で父を見ると、あらぬ方向を向いた。

「都が生まれたときから『この子はおまえの花嫁になるんだ』と言い聞かせられれば、好きじゃなくても特別な感情を持つのは当然だろう。お前だって、生まれたときから。いや、生まれる前から自分の子と慈しんできたんだ！」

　怒ったような表情、睨むような目つき。

　父の照れ隠しの姿なのだと梓は気づいた。

「都さん以外の女性との子は持たない、彼女の血を引いた子以外に会社を継がせないというのは立派な愛情表現だと思いますが」

　佑輝が笑みを含んだ声で言えば父は彼をにらんだ。

「……なぜ……、お父様以外に違う男とも鑑定が一致しているの」

　梓は震える声でささやいた。

　二七年前と現在の鑑定は精度が違うだろう。

（もしかすると、従弟の書類の方が真実なのでは）

　梓の肩を抱きながら佑輝は考えこんだ。

「梓の従弟が、都さんの因縁の男と手を組んだということですよね」

「数か月前に出所していたとは聞いていた。だが娘の周りに現れないから安心していたんだ。……よりによって身バ内カに目をつけるとは！」

「梓は従弟と恋愛関係だったのか？」

　佑輝が物騒な目で訊ねれば、梓だけではなく父もぶんぶんと横に頭を振った。

「あいつは会社目当てなだけ！　私なんて目じゃなかったからっ」

　言っていて悲しいが、事実である。

「ふざけるな！　梓は世界一可愛い！」

　父が叫んだ。

　梓が非常時だというのに親ばか丸出しな父に真っ赤になった。

「……お父様……。溺愛フィルターが、かかりすぎよ……」

「親が娘を愛してなにが悪い。それを言うのなら、梓の隣にいる男だって同じだろう」

「とりあえず」

　ごほ、と佑輝がわざとらしく咳きこんだ。少し頬が赤い。

「ホテルには警察を向かわせましょう。それと、因縁の男の足取りを」

「ああ」

　父が正気にかえってくれたので、梓はほっとした。

　ひょんなことから両親の愛情を確認することができて、胸のなかがほっこりと温まった。

「従弟殿が持ち込んだ鑑定会社と雑誌の会社も調べる必要がありますね」

　つぶやくなり、佑輝は何カ所かへ電話をかけた。

「因縁の男にしろ、従弟殿にしろ。叩けば埃が沢山ありそうだ」

　にこりと微笑んでいるのにもかかわらず、佑輝の背中には黒い暗雲がたなびいているようだ。

「梓を恐喝したのが一件目だ」

　父もどす黒い表情で言う。

「あとは俺の仕事です。梓は俺が守ります」

　佑輝は力強く宣言した。

　

　二人が車に乗り込むと、佑輝が発進させた。

　ふと気づくと、道が違う。

「佑輝、どこへ行くの？」

「梓、婚姻届けや戸籍謄本はあるな？　印鑑も」

「ええ」

　区役所に取りに行ったバッグでそのまま実家に来た。

「家に戻る前に区役所へ行こう」

「でも」

「親父さんが言ってたろう。梓を護る手を増やしたいんだと」

　シフトレバーの上にあった彼の手が、梓の手を探し出し、うえから包みこんだ。

　夜間受付で佑輝が書類を出す間際に、梓は気がつく。

「婚姻届けには、佑輝の戸籍謄本も必要なんじゃ？」

「俺はあのマンションに本籍を移してあるから、不要なんだ」

　佑輝は書類をひらひらと振って見せた。

　婚姻届けが受理されてしまい、梓の隣に並んだ男性は名倉佑輝となった。

　そ、と背中に手を添えられて。梓は〝夫〟からささやかれた。

「佑輝？」

「……今日はどこかのホテルに泊まろうか」

　梓は幸せな想いで佑輝の肩に寄り掛かる。

「私達の家に帰りたいな」

　佑輝は梓の額に口づけた。

「わかった」

　二人は出てくるときとは正反対の、幸せな気持ちで帰路についた。

　マンションに到着して玄関をあけるとき、佑輝はおどけた。

「奥様、元独身男のねぐらにようこそ」

　中に入ろうとしたらふわりと抱き上げられた。

「花嫁を花婿が抱き上げて玄関を入るしきたりだ。日本ではあまり浸透していないが、俺には役得だな」

　幸せそうな佑輝に、梓は甘酸っぱい気持ちになった。

　新しい家に移ってもいい、と佑輝は言った。

「ううん、ここがいい」

　佑輝は目を細めて愛おしい人を見つめた。

「子供が生まれたら、考えるか」

「うん……」

「奥様、わが褥を暖めたまえ」

　夫になった人が芝居っけたっぷりに言ってみせ、視線の先には二人の寝室が待っていた。

　

　従弟は警察に逮捕された。

　供述によれば、従弟は父の会社を手に入れるべく画策していたらしい。

　都と壮司の結婚を機に、梓の祖父は名香エンタープライズの全権を壮司に移譲していた。

　壮司は会社の経営ポジションより、創始者一族を一掃した。

『働きたいのならば、きちんと試験を受けて入社してこい』

　故意か能力不足か、親戚達の誰も名香では働いていない。

　親戚からすれば父が利権を占有したように見えたのだろう。あぶれた香山の叔母夫婦は、壮司への恨み言と名香エンタープライズを奪うようにと、子供の頃から従弟に吹き込んでいた。

　因縁の男は、佑輝が手配した調査員が居場所を突き止めた。

　以前、都の件で香山家を脅迫してきたのを、叔母が訊いていた。

　従弟は叔母の繰り言から男の名前を憶えていた。男が出所するのを待って話を聞き、都のことだと確信した。

　男は高飛び先の外国で人身売買に手を染めており、国こく際さい刑けい事じ警けい察さつ機き構こういわゆるインターポールに引き渡された。

　記事は掲載される前に没収となり、鑑定会社へ捜査が及んだ際に偽証であったことが判明した。……両社の倒産の記事は目につかないほど小さかった。

　

　全てが終わり、梓は佑輝の腕の中に抱きしめられた。

「梓、結婚式をあげよう」

「え？」

　あの男のせいで予約した式場もハネムーンもキャンセルしてしまった。

　今回のスキャンダルは未然に防げたが、梓は周囲の目が怖くなっていた。

　佑輝がパスポートと飛行機のチケットを取り出した。

「早く自分のものにしたいあまり入籍を急がせてしまったが、梓の花嫁姿を見たい。梓の親父さんやお袋さんにも見せてあげたい」

　夫の言葉に、梓は涙をこぼした。







【金の宮殿と白い花嫁】








　二人は海外挙式のためにマルタ共和国に向かっていた。

　マルタはイタリア半島のその先にある、地中海に囲まれた、小さい島国である。

　マルタ島・ゴゾ島・コミノ島の三つの島で構成されていて、街自体が世界遺産に登録されている、とても美しい島だという。

「残念ながら日本とマルタ共和国を結ぶ直行便はなくてね。飛行機を乗り換えする」

「トランジットってやつ？」

「この場合はトランスファーだな」

　梓が頭を捻ったので、佑輝がトランジットは補給のために着陸すること、トランスファーは別の飛行機に乗り換えることだと教えてくれた。

「どう区別するのかは、別の飛行機に乗り換えするかどうかなんだ」

「そうなのね」

「それにしても」

「え？」

「梓は令嬢っぽくないなと思ってね」

　いたずらっ子のような表情の夫の言葉に、梓はぷうと頬を膨らませた。

「どうーせ、庶民っぽいですよ！」

「生まれも育ちもお嬢様だろ」

　つん、と頬をつつかれてぷしゅ、と口から空気が出た。

「なのにブランドショップに連れていっても喜ぶというよりは緊張しているし、会社の行き帰りは電車だし。マンションの下のスーパーで買うのだって、いちいち固まってたろ」

「……今はそんなことないもの……」

　梓は今でこそ普通にマンションに併設されている高級スーパーで買い物をしてもビクつかなくなっているが、最初のころはハイソサエティな客層と見たこともない輸入品の数々や、値段に固まっていた。

「パスポートも久しぶりに作ったんだって？」

　梓のパスポートは大学の卒業旅行以来使われていなくて、失効していた。

「名倉邸も社長宅にしては小さい」

　住所こそ会社までドアツードア三十分の一等地だが、平屋の四ＬＤＫである。

「そうね。お父様があまり他人を入れたがらないから、私とお父様の部屋以外に大きな部屋って台所くらいだし」

　あの台所はいいな、と佑輝はあいづちをうった。

「好きなブランドはあるけど、社会人になったときに『身の丈で暮らしなさい』と言われたの」

　入社したころは、ボーナスで買おうとブランドショップのサイトを見ていたが、ブラッシュアップのほうに給料を費やすことになった。

　人のファッションを見て、自分なりにブランドの好き嫌いがわかるようになり、吟味して買った時計が梓の人生で一番高い買い物だ。

「娘に贅沢を教えこんだ、て嫌われるかな」

「お父様も自分は贅沢しないのに、私には惜しまないの。だから佑輝が私を甘やかしてくれて、嬉しいみたい」

「じゃあ、もっと甘やかそう。君に『お小遣いは一日三百円まで！』って言われてから我慢してたんだ」

「十分よ」

　梓は赤くなった。

　今回の旅行は全て星つきのホテルやレストランを手配してくれて、往復の飛行機はファーストクラスだ。

　今までだって、生活費に結婚指輪。アクセサリーに洋服やデートの費用にいたるまで、全て佑輝が出している。

　財布を出す前に支払われていて、梓は負担させてもらえないのだ。

「社長になったからって、贅沢しちゃだめよ？」

　梓はにらんでみせた。

『儲けは社会と社員に還元する』が名香エンタープライズのモットーだ。

「学生の頃から株をしている」

　不動産も運用しているから、今までやこれからも費用は自分の小遣いからだと言われ、梓は夫の財布の大きさにあらためて驚いた。

　佑輝は、口をあんぐり開けたままの妻の口にちゅ、とキスをした。叫びだしそうになった彼女の口を手で押さえて澄まして言ったものだ。

「今回の乗り換えについて、回数は一回で間隔も二時間半という体の負担が少ないルートを選んだんだ」

　それでも、およそ十六時間半かかると言われて梓は目を丸くした。

　佑輝が唇から手を外してやる。

　ヨーロッパって遠いのね、という妻の言葉に彼は微笑んだ。

「ああ。だから、足を伸ばせる席を選んだんだ」

　映画を観てもいいし、リクライニングにして眠ってもいい。

「食事はフルコースで出るけど、運動しないから胃が動かないといってキャンセルする人もいる」

　日本の飛行機だとお茶漬けがよく出るらしいと聞いて、梓は目を丸くした。

　佑輝はいたずらっ子のような表情になった。ひそ、と彼女にだけ聞こえるようにささやく。

「梓が声を我慢できるなら、可愛がってあげるよ」

「!!」

　今度は、自発的に自分の口を押えた。

　

　フライトから数時間後。ライトが消され、寝息がそこここで聞こえる。

「梓、遊ぼうか」

　ひそやかな誘いに、彼女の喉がこくりと鳴った。

　

　──到着し、佑輝が腕時計を確認した。……こころなし、梓の顔が紅い。

「日本との時差は……、今はサマータイムだからマイナス七時間だな」

　日本なら二七時。現地時間だと二十時だという。

「え？」

　夕焼け空に梓は混乱した。

「六月から七月が一年で最も日が長く、二十一時頃まで日が暮れないんだそうだ」

　マルタでは三月の最終日曜日からは夏時間が始まり、日を追うごとに日照時間が長くなってゆく。

「そうなのね」

　サマータイムを導入する国があるとは聞いていたが、実際に夜の時間まで明るいことに、色々な国があるのだとあらためて思った。

「両家の家族とは明日、合流することになっている」

　まだ、宵の口。街の雰囲気を感じたいかと問われ、梓は首を横に振る。二人はまっすぐホテルへ向かった。

　チェックインを済ませて、シャワーを浴びる。

　佑輝はすでにトロンとした目をしている梓の頬を撫でた。

「今日はお休み。マルタでの初夜はお預けにしてあげるよ」

「うん」

　二人は巨大な天蓋付きのベッドで互いの体温を感じながら眠りについた。

　翌朝、ダイニングルームで両家と合流した。

　朝比奈家は両親と佑輝の兄夫婦。

　名倉家は父一人だが、和やかに同じテーブルを囲んでいた。

　佑輝があらかじめ今日は一日自由に過ごして欲しいと告げてあったようで、男性陣は日帰りで遺跡を見学しにいくらしい。

　城塞に囲まれた街が丸ごと世界遺産である首都ヴァレッタや中世の面影残る古都イムディーナがある。

　美しい街並みは歩くだけで楽しいが、義母と義姉は疲れているようだ。

　佑輝が女性陣にはスパを予約してあると告げれば、顔を輝かせた。

　彼はそのまま部屋に残り、明日の式の打ち合わせ。

　梓もエステが終わり次第、最終フィッティングと打ち合わせに加わることになっている。

　佑輝が企画してくれたのは、宮殿パレスを貸し切ってのプライべートウェディングだ。

「十八世紀にポルトガル騎士団長によって建てられたらしい」

　その後マルタ貴族が十年近くの歳月をかけて改装したという。

　梓はなんとなく質実剛健な石造の城砦のような建物を想像していた。

　義姉がネットを検索して歓声をあげた。

「うわぁ、小さなベルサイユですって！　梓さん、すっごい素敵よ！」

　はしゃいだ義姉からタブレットを見せられた。

「……すごい……」

　まさに豪華絢爛という言葉がふさわしい。

　リュクスな彫刻やシャンデリア。贅を凝らし、予想以上に煌びやかだった。宮殿という名前がぴったりである。

「こんなところで、一般人の私がお式をしちゃっていいの？」

　上ずった声になった妻の鼻を佑輝はきゅむ、と摘んだ。

「この日の梓と俺は女王様と国王だろ」

　梓を愛おしいと思ってるとしかいいようのない表情で宣言されて、彼女は真っ赤になるしかなかった。

　

　スパで丁寧なケアをされて、梓は生きかえったようになった。時差による重だるさが解消している。

　次は試着だった。

　ドレスメーカーが現地駐在のフィッティングスタッフを派遣してくれた。

　細かく調整してくれる。

　また、日本人のメイクスタッフやカメラスタッフがいてくれるのも心強い。

　海外ウエディングをネット検索したら「チグハグなメイクをされて肌や顔に似合わないし、写真でも顔だけ派手になっていた（泣）」という書き込みを見たからだ。

　調整が終わり、マネキンに着せかけられたドレスを、梓は眩しく感じた。

　最高級のイタリアンシルクから作られたサテンオーガンジーにこれも最高グレードのリバーレースを贅沢に使用した一着。

　汚れないよう、そっと手を添わせる。

　胸元や背中の大胆なカットから見える肌をレースが美しく飾る。

　本体はベアトップ型だが、レースでロングスリープとなっており、Ａラインであるが幾重にも薄い生地が重ねてられ、ふわりと広がる。

　バックスタイルの腰には同布で造られたコサージュがあしらわれ、その下から優美なレーストレーンが広がる。気品が漂うクラシカルなデザインだ。

　ヘッドドレスと手に持つ花束もコサージュで出来ており、真珠やスワロスキーがあしらわれている。

　このドレスを着た自分を見るとき、佑輝はどれだけ目を輝かせてくれるだろう。

　夫の目は誇らしげになるのだろうか、愛おしげになるのだろうか。

　盛装した夫に愛の口づけを受けるところを想像して、ときめいた。

　佑輝と合流して、明日のレクチャーを受ける。

　晩ご飯を家族と共にしてから部屋に戻った。

「ドキドキしてきた……」

　明日、妻になってしまうのである。

　入籍済みだったとはいえ今までは、ひたすら甘い恋人との同棲のようなものだった。

「いい方法がある」

　佑輝が微笑んだ。

「え？　……お酒はいいわ、顔がむくみそうだもの」

　顔面偏差値は圧倒的に佑輝が上だ、これ以上の格差婚は避けたい。

「酒より酔わせて、気持ちよくさせてやる」

　抱き上げられて、ベッドに運ばれた。

　ストッキングも履いておらず、カシュクールのワンピースは簡単に夫の侵略を許した。パッド入りだからブラジャーをつけていない。

「あ……」

「打ち合わせ中、梓を食べることばかり考えていた」

　欲を隠そうともしないささやきに背中にぞくんとしたものが入る。

「……ようやく着てくれたんだな」

　嬉しそうに微笑む佑輝が愛おしくて、胸のふくらみのあちこちに唇を落とす彼の髪を撫でた。

　初めてデートに出かけた日、佑輝が買ってくれた何枚かの一枚だ。

『似合ってる』

　試着室から出られなくなった梓が心配になって、佑輝がのぞいたときに言った言葉だ。

『梓はもっと自信をもっていい。肌の美しさ、スタイルのよさ。姿勢が綺麗だからなんでも着こなせる』

「……海外なら着てもいいかな、て」

　かなり大胆なＶラインで、ふくらみのきわが見える。

（こんな服着たらお義母様やお義姉様にふしだらな女だって、色気で佑輝を落とした悪女扱いされるかしら）

　考えないでもなかったので、ストールをポンチョのように首元に巻いてみた。

　スパが終わり二人と別れると、梓は大胆になった。

　結婚指輪をあつらえた日に贈られた三連リングのアクセサリーが映えるよう、ストールを取り去って打ち合わせに臨んだのだ。

　普段は眠っている色気を叩き起こして大放出である。……セクシーととらえてくれるかは、相手次第だが。

　無視されるのか、軽蔑されるのか。夫の審判を待つ。

　……佑輝の目が食らいつきそうに、梓を欲しがっている表情に変わったのは気のせいではなかった。

「貴方を誘惑したかったんだもの」

　妻の声に、Ｖラインの隙間から彼女の乳首を舐めながら夫は顔をあげた。

「残念だな」

　ささやきなのに、肉食獣が音もなく獲物に忍びよる気配がする。

「明日が結婚式でなければ、体中に所有印をつけて足腰立たなくしてやったのに」

「お手柔らかにね」

　唸るような夫の声に、梓はだめもとで頼んでみた。

　ふぅーと、佑輝は大きく息を吐き出した。髪に指を入れて、くしゃと掻き乱した。

「お預けは大きいほど喜びが大きい」

　悪戯めいた光を双眸に宿した。

　佑輝はぐい、とカシュクールの胸元を広げるとあらためて梓の胸に吸いついた。

　腰を抱き寄せられる。

「ぁんっ」

　乳蕾への慣れた、それでいていつまでも馴れない刺激にのどをのけぞらせる。

　滑らかなヒップを撫で回した無骨な手が、動きをとめた。佑輝の指が、つ……とソングのレースのラインをなぞる。

「っ、」

　ぞわりとする快感に、梓は目を見開いた。

　むきだしの尻の双丘をやわやわと揉みこまれる。

「ねえ、奥様」

　夫の声に愉悦が滲む。

「脱がすのは譲るつもりはないが、今度は俺が君に着せてみたいな」

　梓は目をそっと逸らした。……実は大胆な下着ばかり持ってきている。明日から佑輝に着させてもらえば、否応なくばれてしまう。そして剥ぎ取られる──。

　きっと佑輝は嗜虐心と愛おしさがないまぜになったような表情を浮かべるのだろう。彼を煽るために、魅せるために買ったのに、恥ずかしくなって梓は顔を覆ってしまった。

　梓の恥じらいに佑輝は気づかぬフリをして、彼女の太ももを割り開いた。ソングをじっと見る。

　レースの本体にサテンのクロッチ。カシュクールからあらわにさせた胸のふくらみ。

　彼の愛している女性は淫らで美しかった。

「綺麗だ」

　佑輝は喉に絡んだ声でささやくとソングの上から秘珠に口づけた。

「きゃうっ」

　梓がか細い悲鳴をあげる。佑輝の熱い口を感じる。

　そのまま、目覚めさせられるように舌の先でつつかれる。しばらく舌でなぞられたら、あっけなく布は唾液を染み込ませた。隔たりが薄くなり、なめらかに舌が動く。淫玉が快感を発しはじめた。

「あ、ぅぅん……」

　と、意地悪な夫は花芽をほうりだして花びらをそよがせる。

「濡れてるな」

　舌が水分を与える前に布はぺたりと秘裂に張りついている。

　布ごと谷間を佑輝が撫であげると、梓は首をそらせ腰を高く持ち上げた。

　もどかしい。

　佑輝に秘されている蜜なる谷間を暴かれる。口による奉仕は始めてじゃない。

　だからこそ知っているのだ。

　彼の舌がクリトリスをどんなふうに可愛がってくれているか。

　花びらの合間を繰り返し撫でられて、最後には蜜壺のなかを探検される──

　梓の喉がごくりとなった。

　彼の唾液と自分の蜜で、ソングはもはや秘処を守る役割を果たさない。なのに薄布は夫の愛撫を明確に阻む。

「メインディッシュは明日の君。今日は前菜に梓を頂こうかな」

「どっちも私じゃない……！」

　彼女の足のつま先まで力が入る。佑輝の舌がクロッチをどかして淫裂を舐めあげてきたのだ。

「ひぁん」

　子犬めいた、歓びの声をあげてしまった。

「勿論、デザートにいたるまで君のフルコースだけど？」

　花びらの上に膨らみ始めた秘芽をじゅ、と吸い上げた。

「あ、ァン……っ」

　梓の体がびくん、と大きくはねる。ふるりと揺れたふくらみのうえに赤く色づいた尖りが存在を主張する。

「可愛がってあげるだけだ」

　佑輝はなだめるように言う。

「梓を気持ちよくしてあげるよ」

　夫の手がソングを脱がせると、もう彼女は抵抗しなかった。

　あらためて佑輝の顔が秘処におおいかぶさる。

　ちゅ……、と淫核にキスされる。直接に唇に触れられて、安堵の息がもれた。

　が、うっとり快楽に体をゆだねるのはまだ早かった。

　佑輝の逞しい両腕が梓の太ももを上から押し広げる。

「え？」

（まだ足の開きが足りなかった？）

　彼の目的はすぐにわかった。たゆんと揺れるふくらみの上で固くなっていた乳嘴をつままれたのだ。

「ア！」

「ほうっておいてすまなかった。さびしかったろう？」

　みすかされたように笑みを含まれた声で言われて、梓は頬を染めた。なにか言おうとして口を開きかけたのだが、漏れでたのは嬌声だった。

「あ、あぁんんぁん。ゆうき、きもち、いい……」

　二つとも勃ちあがった乳首を同時に弄られるのは声がとまらないほどの気持ち善さだ。

　佑輝は口と手で同時にふくらみを可愛がってくれることが多い。

　濡れた舌でからかわれて吸われる悦さを受け取りながら、手で乳蕾に刺激を与えられて鋭い快感を受け取るのも、どちらの快楽を追っていいかわからないほどだ。

　けれど、同じリズムで同じように二つのふくらみを愛撫されるのはまた格別だった。

　佑輝の手は梓の胸を腋から包み込み、親指で固くなった尖りを触り続ける。あいまに弾かれたり、乳首を二本の指でこすられる。

　佑輝に愛されるうちに、すっかり開発されきった乳首は、とりわけヨワい。性感帯のなかでも抜群に感度がよく、胸でイってしまうこともしばしばだ。

「あ、ア、……やぁ……っ、おかしくなる……ッ」

　気持ちよすぎてどんどん悦が蜜壺に溜っていく。

「淫らな梓は綺麗で可愛い。どんどんおかしくなればいい」

　乳嘴の先端を押し込められるのと同時に熱い息が花芽に吹きかけられて、梓は激しく体をそらせた。

　舌が蜜路のナカを遊ぶ。馴らすように、小指の先ほどの距離を出たり入ったり。

「あ、や、ゆうきぃ……」

　ねだるような啼き声。もっと奥に欲しいという梓からのサインだ。

　だが、佑輝は焦らす。

　あらためて蜜口のまわりを舐めてやると、とろとろと蜜がこぼれでた。

「真っ赤に充血して綺麗だ。梓、とっても美味しいよ」

　唇についた淫汁を舐めとりながら佑輝はほほえんだ。

「ばか……っ」

「こんなはしたない姿を見せつけておきながら、梓は可愛いなあ」

「いやらしいの、ゆうきのせいだものっ」

　涙をためた目で梓は夫を睨んだ。

「その目。俺を挑発しているとしか思えないな」

　媚びを含んでいるのだろうな、とは予測していた。

「ゆ……きが、わたしを、愛、してくれるから、だもの……」

　それでもいい。

　夫を誘惑出来るのなら、枯渇している色気だって絞り出して見せる。

「愛してるよ、奥様」

　佑輝は早く遅く、舌をすぼめては舐め、規則的に不規則に淫筒へ舌の出し入れを繰り返す。

「あ、ぁん、ああ……」

　雄の抽送を真似た、けれど柔軟で予測が出来ない動きに、梓は翻弄される。

　するりといなくなって空虚さに喘ぐと、蜜口をなめられる。

「ひぁっ」

　クリストスをじゅるじゅると大きな音を立てて吸われ、目の前が白くなるような快感に襲われた。何度も果てては、また達した。

「おやすみ、よい夢を」

　ささやかれたのを機に意識が沈んでいき、眠りに堕ちながら梓はある決心を固めていた。

　

　ちゅ、とまぶたに濡れた感覚がして梓は目を開けた。

　佑輝が微笑みながら自分を見降ろしている。

「おはよう、奥さま。昨日はよく眠れたかな？」

「……ええ」

　昨日の痴態を思い出すと、はじらいが足許からのぼってくる。

「今日は私がスるんだからっ！」

　真っ赤になった妻を見て、なにを宣言されたのか察した佑輝は艶やかでそして黒い笑みを浮かべた。

「のぞむところだ。梓が俺に勝てれば、ご要望とおりシックスナインをさせてあげよう」

「し……！」

　言わずと知れた、パートナーが互いの性器を口淫する性技だ。今まで強請られたことはあったけれど、したことがない。

「そこまで言ってないわ。違うの、私がしてあげるって言ったのよ！」

「生憎、俺は攻めるのは好きだが攻められるのは得意ではなくてね。だが、公平に勝負をしよう。俺を先にイかせられれば、受けてあげるよ」

「わかったわ！　……限りなく私が不利な気がする」

　いつも夫にいいように愛されて、快楽を受け取っては忘我の境地に至ってしまうのだ。

「頑張って、奥様」

　

　……爽やかな陽光に似つかわしくない会話を交わしたあと、梓と佑輝は家族より早めに出発した。

　宮殿に到着した。

　スタッフに先導されて着替えに行こうとしたとき、佑輝に手を握られる。

「梓のウエディングドレス姿を早く見たい」

「待ってて」

　頬にキスを受け、佑輝と別れた。用意されていた控室に入る。

　支度は女性のほうが圧倒的にかかる。

　とはいえ、佑輝は梓が海外で単独行動するのをいやがった。マルタ共和国は観光客や語学留学生が多く、比較的治安はいい。けれど、スリやひったくりは日常的にある。

「王子様のお支度時間になるまで、のんびりコーヒーでも飲んでるさ」

　サマーニットとチノパンというラフな格好をしていても、一八〇センチ超の長身で筋肉質な体型の我が夫はうっとりするほど格好いい。

　梓は気づいてしまった。

「は！　佑輝が観光客に誘惑されちゃったらどうしよう！」

　そんなことになったら、人生最良の日から最悪な日にまっしぐらだ。

「本日は名倉様の貸し切りですよ」

　メイクをしてくれているスタッフが教えてくれた。

　うっかり声に出していたらしい。

「奥様の心配もわかります。旦那様、素敵ですもの」

「ですよねっ!?」

「ええ。ですから」

　スタッフはにっこりと笑った。

「旦那様が目移りする暇がないくらい、奥様をマルタ一の花嫁に仕立ててみせますわ！」

「お願いします！」

　ドレスを着つけてもらい座っていると、ノックが聞こえた。

「どうぞ」

　入ってきた父は固まった。

「お父様、蝋人形みたいに固まってるけれど？　……もしかして私、おブス？」

　呪縛が解けた父は、涙で瞳をうるうるさせていた。

「そんなわけあるか！　三国一の花嫁だっ」

「三国ってどこ？」

「日本・中国・インドに決まってる！」

「偏ってない？」

「この言葉が生まれた時代の日本では、中国とインドが全てと言って過言ではない。……とにかくっ、写真を撮りまくるぞ！　都に見せるんだからな！」

　父は介添人を待たせて携帯のカメラのシャッターを押しまくった。……母の遺影も梓の控室に連れてきているのだが、帰国後父はあらためて母の墓前で語り合うのだろう。

　待っていてくれたスタッフが焦れた頃、ようやく満足したらしい。梓は父に腕を預け、二人は控室を出た。

　佑輝が待つ結婚式場の前で、父は足を止めた。

「これから、おまえは佑輝君と『人生』という旅に出る」

「はい」

「順風満帆とはいかないだろう。難破や座礁、彼という船を降りたくなるときもあるだろう」

「ちょっと、お父様？」

　あんまりではなかろうか。

「本当はおまえを嫁にやりたくない。いつまでも傍にいて欲しい……だが、子供とは親から旅立つものだ」

「お父様」

「いつでも帰ってきなさい」

　独り言のようだった。

「私はおまえが迷ったら光を投げる灯台で、嵐のときに逃げこめる港なんだから」

「は、……い」

　ドアが開いた。

　ベール越しではあったが、息を呑んだ。

　彼は梓のドレスとまったく同じ白に染められたモーニングコートをまとっていた。

　淡いベージュで統一されたネクタイとベスト。

　胸には、梓と同じコサージュをさしている。

　白い手袋を手に持ち、梓を待つ姿は清冽でありながら男の色気に満ちていた。

　彼は恋い焦がれるまなざしで一心に梓を見ていた。

（きっと、私も彼と同じ目をしている）

　梓は胸がいっぱいになる。

　数ヶ月、共に暮らしてきた。

　月日を重ねるほど、好きになる。

　尊敬している。

　なにかあったら、身を投げ出して彼を守る。

　そんなふうに思える人と、これから永遠の愛を誓う。

　パイプオルガンではなく、ピアノの伴奏で一歩一歩、佑輝に近づいていくうち、周りを見る余裕が生まれてきた。

　蝋燭が何十本も灯されたシャンデリアを辿って目線を上げれば、金と白のレリーフに縁取られた天井に絵画。

　金と白の彫刻に飾られた薄緑色の壁には巨大な鏡がさりげなく嵌め込まれ、蝋燭の明かりや彫刻をさらに煌めかせる。

　華麗でありながら、荘厳な式場だった。

　佑輝の傍には、慈愛の笑みを浮かべた神父が梓と父の歩みを見守っている。佑輝と永遠

の愛を誓う実感が湧いてくる。

　梓は圧倒されながら、ややギクシャクとした父の歩みにしたがってドレスを踏まないようにだけ気をつけた。

　神の御前で、というよりも佑輝のご家族、とりわけ義母と義姉の面前で花嫁みずから笑いをとる訳にはいかないのだ。

　ようやく、神父の前に到着した。

　父は梓を佑輝に引き渡すとき、ぐずぐずと泣いた。佑輝がさりげなく、梓の腰に腕を回し抱き寄せる。

　仕方なく、父は梓の腕を解いた。

　佑輝が父に握手を求めると、みし、といった音が二人の手から聞こえたような気がした。

　……祭壇はなく、しつらえてあった台に置かれた聖書を神父が取り上げ、読み上げた。

　英語で読み上げられた愛の言葉は、

　相手を慈しみ敬い、与えること。

　支えあい、愛し合うように。

「あなたがたはこれらを出来ると誓えますか」

　穏やかに訊ねられ、二人は同時に「誓います」と答えた。

　誓約書に互いの署名を記す。

　指輪を交互に嵌め、誓いのキスをかわした。

「幸せにおなりなさい。主は見ておられますよ」

　夫婦となった二人を、神父は家族に引き合わせた。

　食堂で王侯貴族になったような気分で晩餐会となった。

　ウエディングスタッフがピアノを弾きだし、神父も聖歌隊も混ざってみんなで踊った。

　最後には一人一人とハグを交わした。

　パレスで思い思い写真をとりまくったあとは無蓋馬車でホテルまで戻る。

　観光客や陽気な住民に口笛と花びらの祝福を受けた。






【エピローグ】








「二度目……三度目の初夜かな？」

　梓のドレスを脱がせながら佑輝はささやいた。

　一夜目が出逢った日。

　二晩目は婚約指輪を貰った日。

　そして三度目が今だ。

「愛してる。君を一生堕とし続けると誓うよ」

　熱く溶かされていきながら、梓はその通りになるのだろうと確信していた。

　ふぁさりと足許にわだかまったシルクの海の中に、ブライダルランジェリーを自ら落とした妻を見て、佑輝は目を見開いた。

　剥き出しの胸のふくらみをリボンがぐるりと囲み、胴体部分は薄いレースのボディス。隠されているべき秘部は男の目の前にあらわにされて、綺麗にカットされた茂みが恥ずかし気にそよいでいる。

「……梓」

「旅の恥はかき捨て……じゃなくて。私だって一生、貴方を堕とし続けたいの」

　梓は勇気を奮って告白した。

　神聖な結婚初夜に、卑猥さを持ち込んでしまった自分は呆れられてしまうだろうか。

　梓は夫の反応が怖いのと、恥ずかしくて目をつむって顔をそらした。

　夫がひざまづいた。

「梓、愛しているよ。何回も言ったけれど、この先も何回も伝えたい」

　自分を見上げて愛を告白してくれる夫の姿はまるで西洋のプロポーズをされているようだ。

　彼女の足を持ち上げると、彼は靴を脱がせ左足の指に口づけた。

「足の指へのキスは君を崇拝している」

　右足の甲に口づけた。

「君に隷属する」

　自分の人生は己で決定しているような夫が自分には従うのだと言っている。

　彼に命令して縛るつもりはないが、梓はゾクゾクしてきた。

　夫の唇は左右の足を交互に上がってくる。

「すねは服従のしるし」

　ちゅう、と吸われた。

「太ももは支配」

　佑輝が梓を上目遣いで見ながら、れろりと舌を這わせる。

　どんでん返しが来た。

　我が夫はやはり、一筋縄ではいかない、と梓はうっすらと笑んだ。

　自分達は夫で妻で恋人で愛人だ。

　相手を敬い、互いを支えて愛しあい、相手を想ってドキドキして、淫らに誘っては互いを貪る。

　そのまま昨晩のように秘処へキスされるのかと思えば。

　指先に口づけられたあと、食まれる。

「君を賞賛している」

　言葉の通り、夫の目には自分を誇らしく思う光が宿っていて、梓は敬虔な気持ちになった。

「ゆうき」

「ん？」

　彼は手のひらに愛おしそうに唇を寄せながら聞き返してきた。

「貴方を尊敬している」

　彼女の言葉に佑輝は梓の手の甲に口づけをしてきた。

「俺も梓を敬愛している」

　夫の目がぎらりと雄の目になった。

　手首に唇を這わせたあと、歯をたててくる。

「君に欲望を感じている」

「私もよ」

　佑輝が彼女の腕に吸いついた。痛い程に、所有印をつけられる。

「恋い慕っている」

（私も）

「君は俺のものだ……永遠に」

　胸にはいくつもキスを落とされた。

　ふくらみのきわに舌を這されて、乳輪を舌で撫でられる。硬くしこったとがりに舌が触れて、梓は軽くはねた。

　心臓のうえにキスを落とされる。

　首筋を何度も舐められた。

「執着している。逃げられたら追い求める。俺を嫌うようなら閉じ込める」

　仄暗い占有欲が夫の瞳に現れる。星を映す、夜の湖のような瞳だった。

「捕まえていて。私はいつだって貴方の腕の中にいたい」

　梓がささやくと、佑輝は彼女の喉にかみついた。

「君が欲しい」

「私も佑輝が欲しい」

「愛している」

（私も）

　答える前に口を塞がされた。

「ふ……」

　くちゅりくちゅりと耳元で水音がする。

　否。

　自分と佑輝が奏でている音だ。

　相手を食べたくて潤したくて生まれた水音だ。

（貴方が好き）

　みつけてくれてよかった。佑輝が好きでいてくれる女性でよかった。

　せっかく触れ合っているのに、唇を離したくない。

　心のなかで言い訳して佑輝の首に腕を回した。

　佑輝がふわりと彼女を横抱きにする。

　ベッドにゆっくりと下ろされた。

　佑輝がしゅるりとネクタイを解いていく。

　ごくり。

　梓の喉が鳴る。

　夫は、妻が欲情しているのを承知のうえでストリッパーのようにいやらしく、ゆっくりと脱いでいく。

「そんなはしたない下着をつけて、俺を物欲しげにながめて。梓は淫乱だな」

「淫乱な女はお嫌い？」

　梓は恥ずかしさを堪えて、腕を後ろにまわして髪をかきあげてみせた。腕の動きにつられて、胸がふるりと揺れる。

　紅くなった宝石のような二つの粒が佑輝の目を射る。

「困ったことに梓限定で淫乱が大好きだ」

　ワイシャツをぬげば、逞しい胸や腹筋があらわになった。

「私も、佑輝限定で逞しい人が好きなの」

　喉に絡んだ声が夫に届いたかはわからない。

　だが、佑輝は目を細めた。

「光栄だね」

　ベルトをカチャカチャ言わせると、ジッパーを荒々しく下げた。

　シルクのボクサーショーツの前をわざと隠して見せる。

　ヘムに指をかけてずりおとせば、反り返った男根が飛び出した。

「ゆうき」

「ん？」

「……ハネムーンベビー、どうかな」

「頑張ってみるか」

「うん」

　佑輝は梓のセクシーなランジェリーを脱がそうとはせず、彼女の足のあいまに手をのばした。

　くちょり、と音がする。

「解さなくても挿れられそうだな」

　秘裂を撫でられると簡単に花びらが拓く。夫の中指がなんなく蜜壺に潜り込む。

「ゆ、うきだって準備万端のくせに」

　梓は息をはずませながら足の指で夫の欲望を撫でた。

　ぴくりと彼の体が反応する。

「悪戯好きな奥様め」

　足を持ち上げると、彼女の指にカリ、と歯を立てた。

「ぁん」

「ね、ゆうき」

「なんだ」

「……よ」

「え？」

　やっとの想いで言ったのに、訊き返されてしまった。二度と言えない。

　梓は返事をする代わりに、夫を押し倒した。

　彼の濃い叢くさむらまで体をずらし、夫の分身を咥えた。

「ン！」

　佑輝のたくましい体に震えが走った。

「フライングするとは……っ」

　彼は笑いながらも若干焦りがある。

　夫の分身を隘路におさめながらいつも思うが、佑輝の欲望は太くて長い。口に含もうにも、半分ものみこめない。けれど、一生懸命愛そうと思った。

　丸くくびれたカリを舌で舐め回す。先端の割れ目はちょんと、細くした舌先でつついた。頬のうちがわに佑輝の分身を納め、竿に歯があたらないよう舌を這わせる。

「上手、だ。あずさ……」

「きもちいい？」

「ああ……」

　吐息のような首肯が聞こえたので安心して行為に没頭した。

　と、夫が前のめりになったので喉奥まで陰茎を呑み込んだ。えづきそうになったのを必死に鼻で酸素を取り込んだ。

　ぐい、と彼に腰をひきあげられて、後背位のようにヒップが高々と天井を向いた。

　佑輝が指をヒップの双丘から下に這わせていく。

「はんっ」

　梓はびくりとして口を大きく開けた。溜まっていた唾液が佑輝の楔を熱く濡らしていく。

「やあ……そこはだめぇ……」

　後穴のすぼまりを撫でられて、梓は喘いだ。

　わかっているとばかりに、何回か撫でられたあと佑輝の指はその下の蜜口へと向かった。

　ちゅぽり、ちゅぽちゅぽ。

　指を蜜路に出し入れされると震えがきた。

　昨日も散々舌と指で弄られて達したものの芯奥がうずいて仕方なかったのだ。

「俺と梓、どっちが先にイくか勝負だったな」

　夫の声には、余裕のなかに興奮がまじっている。

　中指で入口近くの浅瀬の襞を丹念に弄られる。

　手のひら全体ですぼまりを圧されて妙な気分になってくる。

　振動がヒップに心地いい。

　男杭を舐めてイカさなければならないのに、隘路をほぐしていく、あるいは性感を汲みだしていく佑輝の指に気をとられて愛撫が止まってしまう。

　しかも、イイところを責められている。

「は、ぁ、あぁん……」

　とうとう、ちゅぽんと口から雄を吐き出してしまった。

「俺の勝ち」

「私の負けでいい、佑輝が欲しいの……っ」

　辛勝した夫と切羽詰まった梓の声がかぶった。

「おおせのままに」

　佑輝は梓の太ももを抱え込んだ。

　なにもつけない男根の先端で蜜口のすぐ上、秘芽の下あたりの裂け目のなかをなぞられると重い悦が溜まっていく。

「あぁん……」

「気持ちよさそうだ」

「いい……、いいの……」

　梓はうっとりと呟いた。

　体が蕩けるような快楽が嵐の予兆だと知っている。

　自分が絶頂にむかって羽ばたいたら、今度は怒涛の快感に押し流されるのだ。

　紅く剥けている秘玉を先端で弄られた。

「は、ぁぁ……」

　吐息のような喘ぎしか出せない。

　先端が蜜口の下をこすりあげる。

　梓の腰が高々と持ちあがり、快楽は縁ぎりぎりまで溜まってきた。

　つるりとカリの部分が蜜壺に入りかける。

「ふぁんっ」

　梓は歓びの声をあげた。

　そのまま入ってくれるのかと思えば、今度はクリトリスを優しく押しつぶされる。恥骨まで圧を感じて、梓は身悶えた。

　秘芽か、雌口の上か。

　どこで梓を達しさせようかと佑輝は楽しんでいるようだ。

　最奥が焦れてきて、梓の太ももがもぞもぞと動く。

　秘密の谷間全体がじんじんと快感を訴えてきている。どこを触られてもイケる。

「はや、く……」

　イカせて。

　そのあとに、貴方をちょうだい。

　梓の願いを、たった三音から佑輝はわかってくれた。

　ぐ、と淫孔の上を何度もこすりあげてくれて、梓は絶頂に駆け上った。

「あ。あ、あ──────……」

　彼女の全身がわななく。

「は」

　佑輝が歯を食いしばったあと、男根で彼女の秘筒を貫いた。

　隘路が悦びにうちふるえて、佑輝の分身を締めつけては緩み、絡みついては蕩けた。

　欲しいところへの刺激に、痛痒感がまたたくまに快楽へと変貌する。

　びくびくと、もう一度梓は達した。

「くっ」

　佑輝が呻くような声を出し、抽送を開始する。

　初めから激しく力強いグラインドに、梓は舌を噛み切らないよう精一杯口を開けた。

　だからといって酸素を取り込めているわけではない。

　は、は、と切迫した呼気を繰り返した。

　もっと欲しい。

　もっと、最奥にもっと強く。

　梓の手がシーツを掻きむしる。佑輝が手を重ねて指を絡めてくれた。。安心して、すがりつく。

　きゅう……と隘路が絞られた。

「ここか。もっと欲しいか？」

　問われて、梓はがくがくとうなずいた。

　ずん、と背骨を伝って衝撃がくる。

　熱い楔が最奥まで達したのだ。

　佑輝はとどまったまま芯奥の壁をうがった。

「いい、の……」

　苦しい呼吸のあいま、なんとか伝えられた。

　ずるりと抜けるほどに引かれて喘ぐと、再度の突き上げがきた。

　目の前がちかちかする。体に力が入らないのに、蜜壺だけは意思がある生き物のように屹立を吸い上げる。

　意識してナカに力を込めると、固い陽根があった。こすれて、気持ちがいい。

「あ、あ、ゆう、き……」

「梓、一緒にイくぞっ」

　佑輝が理性を振り切り、己の快楽を磨き上げるための律動に変わった。

　がくがくと激しい突き上げに、梓は暴風雨に弄ばれる木の葉のようだった。

「く……っ！」

　短い呻きと共に、熱い飛沫が最奥にふりかかった。

　

　佑輝が目を覚ますと、抱きしめていたぬくもりがない。

　見れば、窓を開けて宝石のような青い海に見入っている妻がいた。太陽に照らされて、彼女は惜しげもなく美しい裸体を晒している。そよかぜに髪がなびいていた。

「おはよう、佑輝。起きた？」

　見惚れていたら、梓の声が耳に飛び込んできた。佑輝も一糸まとわず妻のそばに行く。

「ああ。奥様が女王様じゃなくて、女神だと気づいて眼がさめた」

「……ゆうきったら……」

　照れてしまっていると、夫の手が伸びてきて裸の胸に引き寄せられた。

「梓、愛してる」

　唇がおりてきて、うっとりと目をとじ……、は、と気がついた。

「佑輝！」

「なんだ？」

「愛している」

　決死の覚悟の表情の梓を見ると、佑輝は破顔した。彼女の耳に唇を寄せて一言。

「知っていた」

「佑輝！」

　抱きついてきた梓を夫は強く抱きしめ、ぐるぐると振り回した。






あとがき








　水みず田た歩あゆむと申します。

　本作を読んでくださいまして、ありがとうございます。

　

　本作が生まれた理由。

　とにかくヒロインを口説きまくるヒーローが描きたかったのがきっかけです。

　

　そして、ヒーローの猛攻にとまどいつつ、愛され開花していくヒロインを描きたかったのです。

　

　あと。

「愛してるわ」

「知ってた」

　というやりとりを入れたかった。

（どこに出てくるでしょう？）

　編集様、迷える大きな羊をお導きくださりありがとうございました。

　そして！

　あの！

　八はち美ぴす☆わん先生に今回素晴らしい美麗な表紙を描いて頂きました！

　なんでしょう、このけしからんお二人は（褒め言葉）

　セクシーと美しさの極致！　尊いっ。

　こんな大きなお年玉を頂いたんですもの、私が年末ジャンボに当たらない訳です。

　

　最後に。

　濃蜜ラブルージュ様での２冊目を出して頂くことが出来ましたのも、読んでくださった皆様のおかけです。それではまた、別のお話でお会いできますように。





水田歩
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一いち夜やの関かん係けいだと思おもってたのに、
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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